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			勇者パーティーにかわいい子がいたので、告白してみた。①

			水星

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・金岡直樹＋百足屋ユウコ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			第１話　告白してみた

			第２話　玉砕してみた

			第３話　招待されてみた

			第４話　友人を作ってみた

			第５話　元部下と再会してみた

			第６話　デートをしてみた

			第７話　友人と依頼に行ってみた

			第８話　村に行ってみた

			第９話　少女と会ってみた

			第10話　守り神の話を聞いてみた

			第11話　守り神をどうするか話してみた

			第12話　村を守ってみた

			第13話　キレてみた

			第14話　魔族に戻ってみた

			第15話　頼まれてみた

			第16話　造り変えてみた

			第17話　訪ねられてみた

			第18話　城に行ってみた

			第19話　王様と会ってみた

			第20話　好きな子の怒りをかってみた

			番外編　海へ行ってみた

		

	
		
			第１話　告白してみた

			　

			「倒しちゃったなー」

			　薄暗く、調度品など何もないだだっ広い部屋の中央で、俺は呟(つぶや)いた。

			　俺は魔族の姿をしているが転生者である。

			　元は瀬(せ)川(がわ)陽(よう)樹(き)という人間だった。

			　転生して、チートを持っていたことまでは良かった。

			　だが、俺は人ではなく魔族に転生してしまった。

			　額(ひたい)にある立派な角と背中に生えた黒い翼が、俺が人でないことを物語っている。

			　今、俺の目の前には、倒れた勇者パーティーがいる。

			　厨(ちゆう)二(に)な魔法で倒したイケメン勇者、容(よう)赦(しや)なくぶん殴った魔法使い、のびた剣士、気を失わせた僧(そう)侶(りよ)。

			「ここまだ、魔王城の中(ちゆう)盤(ばん)くらいなんだけどなー」

			　ここは魔王城の中(ちゆう)盤(ばん)に位置する部屋であり、まだまだこの先に幹部たちや魔王様がいる部屋がある。つまり、俺は中ボス的な立ち位置なのだ。

			　どうするかなあ、と頭をボリボリかいて考える。

			　勇者が魔王を倒さないと世界は平和にならない。

			　まさか、魔王城の中(ちゆう)盤(ばん)にいる魔族によって勇者が全滅したとなれば、世界は大混乱に陥(おちい)るだろう。

			「とりあえず、回復させて近くの村にでも捨ててこよう」

			　世界が平和にならないのは良くない。別に魔王様や幹部たちには逃げましたとか適当な理由をつければいい。善は急げと勇者パーティーの治(ち)療(りよう)にかかる。

			　まずは勇者だ。「くらえ、聖剣エクセカリバー」とか厨(ちゆう)二(に)なこと叫んで光る剣を振ってきたので、同じく厨(ちゆう)二(に)な魔法を使ってのしてやった。それはもうノリノリで。

			　勇者の治(ち)療(りよう)を終え、次は魔法使いの少女の番だ。戦う前から勇者に色目を使っていて、なんとなくビッチな気がしたので、容(よう)赦(しや)なくボコボコにした。俺は男女平等派である。

			　三番目は剣士だ。クールで寡(か)黙(もく)、かっこよさが勇者並に出ていた。なんかむしゃくしゃしたので、バトル開始早々、闇の上級魔法《バニッシュウェイブ》で消滅してもらった。

			　ちなみに消滅といっても、周りから見えなくなるだけだ。

			　勇者と魔法使いが混乱しているのを見て困(こん)惑(わく)した隙に、魔法でぶちのめした。

			「さて、最後は……っと」

			　僧(そう)侶(りよ)の少女だ。

			　剣士が消えても混乱せずに俺のことを遠めで見ていた。

			　これは油断ならないと判断し、剣士を倒した後、背後に回りチョークスリーパーで気絶させた。

			「傷がないなら、回復魔法はいらないかな……ん？」

			　外傷がないか確認するため、俯(うつぶ)せの彼女を起こしたのだが、

			「……やべえ、ストライクだわ」

			　そこには、俺のストライクゾーンど真ん中の美少女がいた。

			「あー、捕(ほ)虜(りよ)とかにしちゃおうかな？　……でも勝手にそんなことしたら怒られるかもしれんしなあ。それに前世のことを考えると、捕(ほ)虜(りよ)とか奴(ど)隷(れい)はちょっとなぁ」

			　俺の地位は中ボス程度なので、魔王様や幹部の方々に何か言われたら逆らえない。

			　まあ、戦ったら俺が勝つだろうけどね。

			「うう……さよならマイエンジェル」

			　部下に命じ、勇者パーティーを近くの村に運ばせることにした。俺は部下に運ばれる彼女を名残(なごり)惜(お)しむように見ていた。

			　

			　三日後。

			「勝負だ！　えっと……」

			　中ボスなんかの名前は覚えていないらしい。再戦に来るのなら敵の情報ぐらい集めとけよ。

			「フハハハハ！　性(しよう)懲(こ)りもなくまた来たな、勇者よ。魔王様の幹部の一人、ザエキル様率いる暗(あん)黒(こく)騎(き)士(し)部隊五番隊隊長であるこのヨウキが、また貴様らを地(じ)獄(ごく)に送ってやろう」

			　俺は厨(ちゆう)二(に)全開で、自分の低い身分を紹介してやった。

			「あっ、ああ……そんな名前だったっけ。覚悟しろ、ヨウキ！」

			　勇者パーティーが勝負を挑んできた。

			　俺は戦いの最中、僧(そう)侶(りよ)の彼女を何度もチラ見した。というか、最終的にはガン見して戦っていた。

			「真面目に勝負しろ、ヨウキ！」

			　勇者は俺がよそ見して適当に戦っていると思ったようだ。

			「あー、ごめんごめん。本気だすわ」

			　流石(さすが)に真剣に戦いを挑んで来る相手に失礼か。

			　俺はよそ見をしていた謝(しや)罪(ざい)の意味も込め、闇の最上級魔法《エンドレスダーク》を放つ。

			　闇の波動が、部屋いっぱいに広がっていく。

			「……って、しまった」

			　慌てて僧(そう)侶(りよ)の彼女の下に向かう。とっさに魔法で障(しよう)壁(へき)のようなものを張ったのだろうか。外傷は少なく、気を失っているだけだった。

			「よかった」

			　安心した俺はすぐに回復魔法をかける。

			　勇者パーティーにも回復魔法を施(ほどこ)し、部下にまた近くの村に捨てて来るよう命じた。

			　

			　それから一ヶ月は、勇者パーティーが来ては俺が撃退するの繰り返しだった。

			　挙げ句のはてには魔王様や幹部たちが勇者パーティーは弱いだの何だのと言い出す始末。

			　勇者パーティーが弱いのではない。自分で言うのもあれだが、俺が規(き)格(かく)外(がい)すぎるのだ。

			　俺がいなくなれば、勇者パーティーは魔王様や幹部たちを倒せるだろう。それだけの実力をあのパーティーは持っている。俺のせいで世界は平和にならないんだなーと思う今日この頃。

			　俺は自分の部屋で寝そべって考えた。そろそろ勇者パーティーが来たら、ここを通してあげようかなと。それは元人間としての考えと、この世界のことを考えての決断だった。

			「しっかし彼女かわいいんだよなあ。仲間に結(けつ)構(こう)気配りもしているみたいだし。性格もよさ気だなあ。……次で勝負してみるか」

			　俺はある決意をした。

			　

			「ユウガ、今日こそこんな冴(さ)えない魔族を倒して、先に進みましょう」

			　ユウガとは勇者くんの名前か。

			　それより、冴えないは余(よ)計(けい)だ、ビッチ魔法使い、と心の中でツッコミを入れる。

			　そして視線を剣士に移すと、いつの間にか鞘(さや)から剣を抜き、俺に向けていた。

			　クールで寡(か)黙(もく)キャラはいいから、なんか言ってから剣を抜けよ。

			　戦場ではそういうのがマナーだろうに。

			「皆さん、最善を尽くしましょう」

			　俺の天使こと僧(そう)侶(りよ)さんは、杖を俺に向けて警(けい)戒(かい)のご様子だ。

			　彼女に見られてから、身(み)嗜(だしな)みを確認したのがまずかったのだろうか。

			　だらけた姿を見せたくなかっただけなのにさ。

			　確認も終わったところで、俺はこの一ヶ月ずっと言い続けた台詞(せりふ)を告げる。

			「フハハハハ！　性(しよう)懲(こ)りもなくまた来たな、勇者よ。魔王様の幹部の一人、ザエキル様率いる暗(あん)黒(こく)騎(き)士(し)部隊五番隊隊長であるこのヨウキが、また貴様らを地(じ)獄(ごく)に送ってやろう」

			　いつもどおり厨(ちゆう)二(に)全開な自己紹介。

			　最近決めポーズも考えたので、それはもうノリノリで試してみた。

			　人の目なんて気にしないさ。

			　勇者パーティーが勝負を挑んできた。

			　

			　その後、まあ、当たり前だがチートを持っている俺に勝てるわけがなく、徐々に劣(れつ)勢(せい)になっていく勇者パーティー。状況的に見てそろそろいいだろうと思い、勇者にある取引をもちかける。

			「勇者よ。貴様は気づいているのではないか？　私には勝てないと」

			　ここ一ヶ月ほど魔王城に来ては戦い、負けることを繰り返しているのだ。薄(うす)々(うす)感づいているだろう。

			「……っ、だからどうした！　僕は苦しんでいる人々のため、僕を信じてくれている仲間のため、勝たなきゃいけないんだ」

			　分かっているけど引き下がれない。そういったところだろうか。

			　だが、もう勇者パーティーはボロボロだ。このまま戦いを続ければ、いつもどおり全滅するだろう。

			「ならば、取引をしようじゃないか。もし、取引に応じればこの先に行かせてやろう」

			　勇者パーティーの動きが止まり、俺を見つめる。彼女も俺をじっと見てくれているので、照れてしまうが顔には出さない。

			「……なにが望みだ」

			「その少女を置いていけ。そうすれば他の三人は通してやろう」

			　俺は僧(そう)侶(りよ)の彼女を指差した。

			　言い終えたあとの反応は様々だった。

			　勇者はふざけるなと怒り、剣士は目を見開き、魔法使いはライバルが減るとでも考えたのだろうか、笑いをおさえられないようだ。

			　そして、肝(かん)心(じん)の彼女は何か諦(あきら)めたような表情をしていた。

			「ふざけるな！　そんなことできるわけないだろ。セシリアは大事な仲間なんだぞ」

			「いいのか？　なら取引はなしだ。また近くの村から再出発するといい。その間に何人の人間が魔族に襲われて死のうが、俺は知らんがな」

			　これは本当に知らない。なぜなら、俺は村を襲ったりという、人を殺すような任務を一回も受けたことがないからだ。

			「ユウガ、取引に応じましょう」

			　ライバルを蹴(け)落(お)とすチャンスだと思ったのだろう。ビッチ魔法使いが俺の誘いに乗るように提案した。

			「ミカナ!?　何を言って……」

			「ユウガ、落ち着いて考えてみなさい。あの魔族、冴(さ)えない顔をしているけど、化け物じみた実力を持っているわ。悔しいけど私たちじゃ何度戦っても勝てないぐらいのね。そんな相手が条件さえ呑(の)めば、ここを通してくれるって言っているのよ」

			「だけど……セシリアを一人ここに置いていくなんて！」

			「セシリアだってすぐにはやられないでしょう。その前に私たちが魔王たちを倒して戻ってくれば、何も問題ないわ」

			　その後も仲間を信頼しましょうなどと言い、俺との取引に応じさせようとする。立場が僧(そう)侶(りよ)と逆なら騒ぐのだろうに。

			　剣士は無言で事の成り行きをみている。こんな時でもクールキャラはぶれないようだ。

			　そして数分の間、ビッチ魔法使いに諭(さと)された結果。

			「…………分かった。セシリアを……置いてく」

			　どうやら取引に応じることにしたらしい。苦(く)渋(じゆう)の決断だったのだろう。よほど悔しいのか、硬く握りしめた拳(こぶし)からは血が出ている。

			「フッ、では行くがいい」

			　俺が開けた扉に進んでいく、三人になった勇者パーティー。勇者は何度も僧(そう)侶(りよ)を見て、絶対に戻ってくるからと言い残し、去っていった。

			　中に進んだのを確認した俺は、扉を閉める。これで彼女と二人きりである。やばい、緊張してきた。

			「……たとえ勝ち目がないと分かっていても私は諦(あきら)めません。私の力ではあなたに傷の一つも付けられないでしょう。でも、最期まであがいてみせます！」

			　彼女は武器である杖を掲(かか)げ、光の中級魔法《ホーリーレーザー》を放つ。

			「……って、ちょっと待ってください。タンマ、タンマ！」

			　俺は別に彼女と戦いがしたいわけじゃない。

			　彼女の魔法を掻(か)き消し、手をあげてアピールする。

			「……なんですか。私を油断させる罠ですか？　そんなことしなくても貴方(あなた)は私を殺せるでしょう」

			「いや、違うんですよ。本当に」

			　俺は――

			「ならなんですか？　もしかして、ヒーラーである私に残れということは、この先に罠でも仕掛けていて、ジワジワとみんなを痛め付けて殺すつもりなんじゃ！」

			　そんなまどろっこしいことはしない。

			「殺すつもりなら最初にそうしてる。俺は君に用があったんだ」

			　俺はただ――

			「では私だけ殺すと――」

			「一(ひと)目(め)惚(ぼ)れしました。俺と付き合ってください」

			　告白したかったんだ。

			「は!?」

			　状況についてこられず、彼女はただ呆(ぼう)然(ぜん)とするのだった。

		

	
		
			第２話　玉(ぎよく)砕(さい)してみた

			　

			　戸(と)惑(まど)うのも無理はないが、俺は言いたいことを言っただけなので、後は返事を待つだけだ。

			「えっと……ごめんなさい」

			　困(こん)惑(わく)した表情のまま、丁(てい)寧(ねい)なお辞儀とともに謝(しや)罪(ざい)の言葉が放たれた。俺は彼女の言葉で胸を撃ち抜かれたようなダメージを負い、地面に崩れ落ちる。

			「……ふられた。もうダメだ。死のう……」

			　そのまま体育座りをして地面にのの字を書く。前世から合わせたら何回目の告白失敗だろうか。

			「あの……」

			　俺の隣で困ったようにオロオロする僧(そう)侶(りよ)の彼女、確かセシリアだったかな。短時間で状況が変わりまくっているから、脳内での情報処理が追い付いてないのだろう。

			「ははは……」

			　そんな彼女をよそに、俺は込み上げてきた笑いを抑えられなかった。人間生きていたら、ふられることなんて何回もある。実際、前世で何回もふられたしな。

			　だから、今回こそはという気持ちがあったのだが、結果は惨(ざん)敗(ぱい)である。

			「大丈夫ですか？　……って私は敵に何を!?」

			　励(はげ)ましてくれるのかと思いきや、距(きよ)離(り)をとり杖を構え、臨(りん)戦(せん)態(たい)勢(せい)に入られる。

			　当たり前のことだし、俺もそっちの方が嬉しかった。下手な優しさは俺の心をえぐるだけだ。

			　そう、俺は彼女の敵なのだ。

			　それはなぜか、俺が魔族だからだ。

			　次、転生する時は人間がいいな。人間だったらもしかしたら……冴(さ)えない顔だからダメか。

			　彼女が武器である杖を俺に向ける。どうやら俺を仕留めにかかるらしい。恋した人に殺されるなら本望だ。この世界で楽しいことなんてないし。

			「《ジャッジメントクロス》」

			　十字に重なった光の柱が向かってくる。光の上級魔法だ。チート持ちの俺だが、何の抵抗もしなければ、たぶん死ねる。

			「ああ、次は人間に転生できますように」

			　俺は祈り、目を閉じた。

			　だが、いつまでたっても、身体に衝(しよう)撃(げき)が来ない。

			　恐る恐る目を開くと、魔法が消えていた。俺は何もしていないので、彼女がキャンセルしたのだろうか。

			「ふう……」

			　彼女は杖を下ろし、息を吐く。

			「なぜ……抵抗しないのですか？　この一ヶ月の戦いであなたの実力はある程度理解しているつもりです。あんな魔法、避けるなり相(そう)殺(さい)するなり、あなたならできるはずです！」

			　何の抵抗もせずに、魔法を喰らおうとしたからキャンセルしたらしい。なぜって言われてもなぁ、率直に考えたことを伝えるか。

			「君にふられたから、死にたくなった」

			「ふざけないでください！」

			　怒る姿もかわいい……じゃなくて。仕方ない、真面目に答えよう。

			「生きていたって楽しくないんだよ。この部屋にいるだけの生活だぞ？　外に出るには人里を襲いに行くとか理由がないと出られないんだ。それで俺は人を襲いたくないから、出られない」

			　前世の記憶があるので、どうしても抵抗がある。

			「……あなたみたいな魔族を見たことがありません。私が知っている魔族はみな獰(どう)猛(もう)で残忍、人をゴミのように扱う性格をしているのですが」

			　俺の言葉を聞いて不思議がっているようだ。彼女の言うとおり、確かに魔族はそのような性格を持った者たちが大半を占めている。

			　だが、俺は例外だ。

			「だって俺、元人間みたいなもんだし」

			　間違ったことは言っていない。

			「そんな……魔族には人間を魔族に変える魔法があるというのですか？」

			　彼女は目を見開き、驚(きよう)愕(がく)の表情を見せる。

			　間違った解(かい)釈(しやく)をされてしまった。そんな魔法はない。チートをもらった俺でもそんなことはできないぞ。

			「違う違う。俺は転生した人間なんだよ。前世が人間なの」

			　急に彼女が冷めた目で俺を見出した。こいつ何言っているのオーラが出てる。

			「……なんだよ。本当だぞ。俺は地球生まれの瀬(せ)川(がわ)陽(よう)樹(き)で、死因は交通事故だ」

			　地球とか交通事故とか意味は分からないかもしれないが、とりあえず一度死んだ身だとアピールする。

			「……そんなこと信じられませんね。では、仮にあなたの言うことが本当だとして、なぜ魔王に味方をしているのですか？　我々人間に味方をしてくれてもよかったのではないですか？」

			「確かにそうかもしれないが、仮に俺が味方すると言ったら、あの勇者たちは俺のことを信じたのか？」

			　あんな正義感の固まりで我が強そうな奴が、敵と認識している奴の言うことを聞くだろうか。勇者がすべてなビッチ魔法使いはもちろん、剣士も論外だろう。

			　それにいくら彼女がいるからって、イケメン勇者、ビッチ魔法使い、寡(か)黙(もく)な剣士、そんな息が詰まりそうなパーティーには入りたくない。

			　彼女は俺の言葉にある程度納得したのか、黙ってしまう。

			「まあ、あの勇者くんたちの実力なら魔王ぐらい倒せるよ」

			　なんだかんだ勇者を名乗る力は持っていたし。剣士や魔法使いも実力は本物だったから余裕だろう。

			「……あなたが魔王を倒した方が早かったのではないですか？」

			「そんなことできるわけないだろ。人間社会で、一兵士が王を殺したらどうなる」

			　俺は彼女に質問する。

			「……最悪処刑され、逃げれば指名手配されますね」

			「魔族ならそんなもんじゃすまないぞ。魔王を倒すんだ。次の魔王に担ぎ上げられる可能性がある。俺はそんなのごめんだ」

			　地位が低いから微妙だと言ったが、魔王になればいずれ討(とう)伐(ばつ)される運命なのだ。まあ、魔族である限り、遅かれ早かれ人間に討(とう)伐(ばつ)されるだろうが。

			「今までこの部屋を守ってたって言ったけど、実際は引きこもりみたいなもんでさ、飽(あ)きてきたところだったんだ」

			　そんな中、現れたのが勇者パーティーである。

			「本当はやられようかなと思ったんだけど、昔発症した厨(ちゆう)二(に)病(びよう)が災いして、ついテンションが上がって……」

			　全滅させてしまった。

			「このままじゃ、この世界がまずいことになると思って、回復させて近くの村に捨てようと決めたんだ。そうしたら、君を見て一(ひと)目(め)惚(ぼ)れして……」

			「はぁ……そうですか」

			「一ヶ月戦いながら君を見ていた。でも、俺のせいでこの世界は平和にならないんだなーって気づいたんだ。これ以上足止めさせるのはまずいから、今日、意を決して告白の場を作ったんだ」

			　あえなく玉(ぎよく)砕(さい)してしまったが。

			「あの勇者パーティーはきっと魔王を倒す。そうしたら俺は住処(すみか)を失う。君にもふられちゃったし。だから、もういいんだよ」

			　転生して種族が魔族だった時点で、俺は終わっていたのだ。

			　部屋の中が静まり返る。

			　やがて、彼女がゆっくり口を開いた。

			「……良くないです。あなたには力があります。私たち勇者パーティーでは相手にならないほどの。その力をぜひ、私たち人間のためにふるってくれませんか？」

			　いきなり彼女がそう切り出した。

			「……そもそも、あなたほどの力があれば人間にも化けられるでしょう？　そうすれば充分人間社会にも溶けこめるはずです」

			　……なぜ、こういう展開になったんだろうか？

			　話の流れについていけない俺をよそに、彼女は話を続ける。

			「だから……私と外の世界に出ましょう！」

			　彼女が俺に手を差し延べる。

			　どうやら、引きこもりを卒業する時がきたらしい。俺は腕を伸ばし、差し延べられた手を優しく掴(つか)んだ。

			　その日、魔王は倒され世界は平和になった。
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			　勇者が魔王を倒したというニュースが伝えられ、世界中が歓(かん)喜(き)した。

			　各地の町村、国々では勇者に感謝する催(もよお)しが開かれ、勇者を選出したクラリネス王国の王都ミネルバでも、現在盛大なパレードが行われている。

			　そんなめでたい行事が行われている中、俺はミネルバの冒険者ギルドに来ていた。

			　魔王城でセシリアに説得され引きこもりを脱(だつ)却(きやく)した俺は、こっそり城を出た。

			　勇者たちにはセシリアが上手く話しておくと言っていたので、俺は死んだことになっているはずだ。そして彼女に渡された地図を頼りに、やっと目的地の王都ミネルバに着いたのだった。

			「なんで、先に城から出た俺より、勇者パーティーの方が早く着いているんだ？」

			　主役である勇者パーティーが迎えられているのを見て驚く。もちろん、そこにはセシリアもいた。

			「もしかして俺、迷(まい)子(ご)にでもなってたりしたのか？　……結(けつ)構(こう)寄り道したからなあ、可能性大だ」

			　実はここに来るまでの途中、猫耳犬耳な獣人や、耳がとんがった美形なエルフを見て感動していた。そんなことをしていたから、道を間違え遠回りしてしまったのかもしれない。

			　だが結果的にこうしてミネルバに来れたのだ。気にしないことにしよう。

			　そんなことを考えつつ、異世界の定番であるギルドに入る。中は酒場にもなっているようだ。

			　今の時間は昼間なので、さすがに酒を飲んでいる者は見受けられないが、食事をしている人たちはちらほらいた。

			　食事をする気はなかったので、受付らしきところに向かう。

			「すみませーん。ギルドに登録したいんですけどー」

			　受付に人がいないので、とりあえず呼んでみる。すると、奥から職員であろう男が歩いてきた。

			「あ？　今日は勇者パーティーのパレードやってっから、誰も来ねぇと思ったのに……」

			　欠伸(あくび)している……目も死んだ魚みたいな目をしているし……大丈夫か、この人。

			　だいたい、受付って普通綺(き)麗(れい)なお姉さんがやってるのがテンプレじゃないのかよ。

			　まあ、俺は綺(き)麗(れい)なお姉さん目当てでギルドに来たわけじゃないし、どうでもいいけど。

			「ギルドに新規登録したいんですが……」

			　先ほど聞こえていなかったかもしれないので、もう一度言う。すると職員の男は面倒臭そうな表情をしつつ、怠(だる)そうに返答してきた。

			「新規登録したい？　今日職員のほとんど有休とってんだよな。……っと、どうすんだっけ？」

			　確かここに書類がと言いながら、受付の書類を適当に漁(あさ)る。

			「ったく、勇者が見たいとか言って有休とりやがって……あー、めんどくせぇ」

			　客の前で悪態つくなよ。そんなんで有休とる職員たちも悪いと思うけど。というか、なんでこいつだけ残したのかが謎だ。どう考えても、もう一人ぐらい残らないとダメだろうに。

			　しばらく書類を探しながら同(どう)僚(りよう)の愚(ぐ)痴(ち)を言う男だったが、書類がやっと見つかったようだ。

			「あー、あったわ。これに必要事項書いてくれ。まあ書くことといっても、名前と年齢、あとは死んでも自己責任だっていう同意だけだけどな」

			　そう言われ渡された紙に、必要事項を書き渡す。

			「名前はヨウキ、年は二十一。わぁーった。じゃあこれがギルドカードだ」

			　適当な返事をして、ポケットに入るほどの四角いカードを渡してきた。

			「紛失したら金かかるから気をつけろ。するとしても三日はするな。めんどうな手続きを俺がしなきゃならんことになるからな」

			　どうやら他の職員たちは三日たたないと戻ってこないらしい。そんなに仕事をするのが嫌なのか。怠(たい)惰(だ)にもほどがある。

			「はぁ……分かりました」

			　とりあえず返事をしておく。というか紛失なんてしない……たぶん。

			「なら、終了だな。最初は一番低いＦランクからだからな。まあ、気長に頑張れや。……いや待て、頑張るのは三日たってからだ。そうしろ、そうしてくれないと依頼の処理とか俺がたくさんやらないといけなくなる」

			　どこまで仕事やりたくないんだよ、こいつ!?

			　

			　結局、そんな言い分を聞き入れるわけもなく、その日はできるだけたくさんの依頼をこなした。依頼の処理がめんどいと言われたが、そんなことは知らん。

			　今は依頼で稼いだ金でとった宿屋のベッドに寝転び、今後のことについて考える。

			　宿屋はギルドから近く、あまり宿賃が高くない場所を選んだ。安いわりに出てくる飯がうまかった。良い宿だ。

			「このまま順調に依頼をこなしてランクを上げて金を稼ごう。そして、ある程度まっとうな生活ができるようになったら……セシリアに再度告白しよう」

			　俺はまだ彼女を諦(あきら)めていない。

			　せっかくチートありで異世界に転生したのに、魔王城に引きこもってしまった俺。そんな俺に道を示してくれたセシリアのことを諦(あきら)められるはずがない。

			「クックック……絶対にこの恋を成(じよう)就(じゆ)させて見せるぞ！」

			　セシリアのことを考えテンションが上がり、厨(ちゆう)二(に)になった俺はしばらく寝付くことができなかった。

		

	
		
			第３話　招待されてみた

			　

			　ギルドに入ってから一週間が経ち、依頼を順調にこなしてランクがＤに上がった。

			　今日もいつもどおり依頼をこなしたので、依頼完了の報告をするためギルドに来ていた。

			「おい、あっちに綺(き)麗(れい)なお姉さんがいるだろ。皆あっちで依頼の処理をしてもらってんだろうが。なんでわざわざ俺んとこ来るんだよ、お前は！」

			　依頼完了の処理をしつつ、あきらかにいらついた感じで俺に聞いてくるクレイマン。なんでって言われてもなあ。

			「いや、俺だって最初は受付って綺(き)麗(れい)なお姉さんがテンプレだと思ってたんだよ。でも、なんかクレイマンが受付っていうのに慣れちゃってさ」

			「慣れてんじゃねぇぇぇぇ！　俺の仕事が増えんだろうがぁぁぁぁ！」

			　堂々と、仕事を放(ほう)棄(き)したいという嘆(なげ)きがギルド内に響(ひび)いた。普通なら職員がこんな発言をしたら注意されると思うのだが……誰も注意しない。

			　ギルドではクレイマンが怠(たい)惰(だ)なことは周知の事実らしい。

			　俺が最初にギルドに登録した三日後から、他の職員が戻ってきたのだが、引き続き俺は彼に依頼の処理をしてもらっていた。

			　文句は多いし怠(たい)惰(だ)だが、仕事はちゃんとするからだ。

			「仕事なんだから別にいいだろ。文句言うなよ」

			　来てはいけない理由などないはずだ。

			「いや、俺は受付が本来の仕事じゃねぇんだよ。勇者パレードの日は他の職員が全員休み取りやがったから、受付にいただけだ」

			　面倒臭そうに依頼の処理をしながら、仕事の愚(ぐ)痴(ち)を言い出したので、適当に相(あい)槌(づち)を打つ。すると、急にギルドの入口が騒がしくなった。

			「あん？　なんかあったのか？」

			　クレイマンが受付から身を乗り出したので、俺も振り返り騒ぎの中心を見る。

			「すみません。通していただけますか？」

			　そこには、俺の女神ことセシリアがいた。周りからは「なぜ、こんなところに勇者パーティーの一人、セシリア様が」という声が聞こえる。

			　前世に行ったアイドルのライブに似た雰囲気を感じる。

			　いつもめんどくさがりつつも、自分のペースを崩(くず)さないクレイマンも少し動(どう)揺(よう)しているようだ。セシリアはゆっくりと俺に向かって歩みよってきた。そして、

			「今まで、何の連絡もせずにごめんなさい」

			　と、頭を下げた。

			　俺に謝(しや)罪(ざい)するセシリアの姿を見て、周りにいたギルド員たちが固まった。もちろん、謝(しや)罪(ざい)された当人も状況が理解できず固まってしまう。

			　クレイマンだけが、いつもの気(け)怠(だる)そうな目つきで事の成り行きを見ていた。

			「詳しい話は私の家でしましょう」

			　では行きましょうか、と固まったままの俺の腕を引くセシリア。

			　俺はそのまま、彼女に連れられギルドを出た。

			　ちなみに俺たちが去った後、ギルドがすごい騒ぎになったとかは、どうでもいい話だ。

			　

			　ギルドから出ると、セシリアが乗ってきたであろう馬車に乗せられた。御(ぎよ)者(しや)の男は俺を見て怪(け)訝(げん)な表情をしたが、セシリアが事情を説明すると打って変わった態度で頭を下げられた。

			　別にそこまで根に持つようなことでもない。

			　こちらも頭を下げ、馬車は出発した。

			「本当はもっと早く会いに行く予定だったのですが、パレードやパーティー続きで中々時間がとれなくて……」

			　セシリアがすみませんと頭を下げる。別に謝らなくていいのだが……。

			「いや、俺も初めて魔王城から出て、憧れだった異世界生活を満(まん)喫(きつ)できたから。全然気にしなくていいよ」

			「そう言っていただけると助かります」

			　責任でも感じているのだろうか。

			　セシリアがまだ落ち込んでいるっぽいので、話を変えることにした。

			「そういえば、よく俺のこと見つけることができたね」

			「……最初はどうしようかと思いました。ミネルバにいるとはいえ、あなたの変装後の姿を知らなかったので。ですから、ここ最近で冒険者ギルドに入った者を全て調べてみたのです」

			　それは随(ずい)分(ぶん)と苦労をかけたろうな。

			「……ですが、予想していたよりも簡単にあなたを見つけることができました」

			　淡(たん)々(たん)と話すセシリアの表情には、少し呆(あき)れを感じさせる。

			「えっと……何か問題あった？」

			「問題もなにも、あなたは名前も変えず、容姿もあまり変えていない……何を考えているのですか？」

			「何を言っているんだ。ちゃんと変わってるだろう」

			　魔族の時の容姿はそこまで化物じみたものではなく、冴(さ)えない人間のようなものだったが、人間との違いをあげるとすれば、額(ひたい)にあった立派な角と背中に生えた黒い翼だろう。

			「痛いのを我慢して、角を折って、翼をもぎ取りまでしたのに」

			　その気になれば再生するが、今は故意に再生しないようにしている。

			「……それでもあなたの顔を、私を含めた勇者パーティーは知っているのです。せめて、眼鏡(めがね)ぐらいかけてください」

			　そのまま、俺の変装について論議をしていると、急に馬車が止まった。目的地に着いたのであろう、御(ぎよ)者(しや)に声をかけられたので馬車を降りる。

			「……うわ、でかっ」

			　俺の目の前に飛び込んできたのは、大きな屋敷だった。門の前には兵士らしき人が二人いる。

			　馬車から降りてセシリアとともに屋敷に入ろとしたが、兵士たちに止められた。

			「お嬢様、お帰りなさいま……その男は何者ですか！」

			　持っていた槍(やり)を俺に向ける兵士たち。おいおいやる気か？

			「槍(やり)を下ろしてください！　彼は私の友人です」

			　セシリアの呼びかけに兵士たちは槍(やり)を下ろす。不満はまだあるようだが、彼女には逆らえないのだろう。

			　兵士たちの視線をひしひしと感じながら、俺はセシリアに連れられ屋敷に入っていった。

			　セシリアについていき、屋敷の中を進む。

			　高そうな調度品が置いてある長い廊下を抜け、目的地の部屋に案内された。

			　ベッドやドレッサーといった家具があるので、おそらくセシリアの自室だろう。女性の部屋に招かれるなんて……前世でもなかった。

			　そんな緊張感を持ちつつ、俺は椅(い)子(す)に座る。セシリアも椅(い)子(す)に座り、口を開いた。

			「ギルドを辞めてもらえませんか？」

			「……え!?」

			　何の話が始まるのかと思っていたが、どういうことだろうか。入ったばかりのギルドを辞めろとは、一体なぜだ。

			「……すみません、いきなりこんなことを言ってしまって。説明しますね」

			　確かに、説明してもらわないと分からない。

			「今、勇者様によって魔王は倒されました。ですが、それで魔物の脅(きよう)威(い)が去ったわけではありません」

			「まあ、そうだよな」

			　魔王がいなくなったからといって、魔物がいなくなるわけではない。もちろん統率がなくなり、動きは鈍くなったと思う。でも、魔物による被害がなくなってはいないのだ。

			「また、脅(きよう)威(い)は魔物だけではありません。魔王がいなくなった今、今度は国同士で争いが始まるかもしれません」

			　魔王が倒されて少しは平和になると思ったが、このファンタジーな異世界でも、人同士の戦争はあるようだ。

			「特に、軍事国家であるガリス帝国ではすでに軍備を整え始めているという噂(うわさ)もあります」

			「だけど、その話と俺の話、どう関係があるんだ？」

			「クラリネス王国含め、各国で優秀な人材を集める動きがあります。例えば、勇者様には各国の姫君や貴族の令嬢から婚(こん)礼(れい)の話が山のように来ています」

			　さすが、勇者くんだ。中には政略ではなくガチなものも含まれているだろう。

			「勇者様だけでなく、私たち勇者パーティーにも来ていますが……」

			「君にも来ているのか!?」

			　聞き捨てならないことが聞こえた。

			　セシリアに詰め寄る。

			「もちろん来ていますが、断っています……って！　話の腰を折らないでください」

			　安心した俺は元の位置に戻る。

			「つまりですね。今の時期に表だって有名になると、あなたも各国から狙われるようになる可能性があるのです」

			「じゃあ、どうしろと？」

			　仮にギルドを辞めて、俺は何をどうすればいいのだろうか。

			「ですから、私があなたを個人的に雇い、報(ほう)酬(しゆう)を支払います」

			　確かにそれなら、俺の名が知れ渡ることは軽減されるだろう。だけど、

			「……君にそんな報(ほう)酬(しゆう)が払えるのか？」

			　いくら彼女が貴族のお嬢様だとしても、動かせる金には限界があるだろう。

			「あなたの強さは間違いなく、ギルドでＳランク以上になるでしょう。正直、そんな人間を雇えるほどの金額を私個人では動かせません」

			　まあ、惚(ほ)れた弱みで格安で働いてもいいのだが、そういうのを彼女は嫌うだろう。

			「あなたは私に恋愛感情を持っているのですよね。ですから……その……」

			　彼女は自分の身体を抱きしめ、悲しそうな顔をする。……なるほど。

			「その先は言うな！」

			　俺は彼女が言おうとしていることを察して止める。感情が高ぶり、強い口調となった。

			「俺は君との恋を成(じよう)就(じゆ)させたいと思っているが、こんな形でじゃない！　……クックック、そうだ、俺にはチートがある。他国から暗殺者だろうが諜(ちよう)報(ほう)員(いん)が来ようが、俺の敵ではない！　色仕掛けなど論外だ。俺は今、君しか眼中にないからな」

			　興奮して途中から厨(ちゆう)二(に)病(びよう)が発症し、最後にはポーズまで決めてしまった。俺の心の中が氷河期を迎える中、肝(かん)心(じん)の彼女の反応はというと、

			「……クスクス」

			　声を押し殺して笑っていた。そして我慢できなくなったのか、結局腹をかかえて笑いだした。

			「……アハハハッ、ごめんなさっ……耐えられないです。プククッ……」

			「えっと……」

			　そのまま笑い続けるセシリア、俺は頭に「？」を浮かべていた。少し時間が経つと落ち着いてきたのか、セシリアは深呼吸して息を整える。

			「……ふう、ごめんなさい。まさかあんな回答をしてくるとは、思わず笑ってしまいました」

			「いや、俺も感情が高ぶって、大分変なことを言っちゃったみたいで」

			　厨(ちゆう)二(に)を発症してしまった俺は必死に弁解する。その姿も面白いのか、セシリアがまた笑い出した。そして、小声で耳打ちする。

			「あなたの前世が人間だという話、ますます信用しちゃいますね。こんなに面白い魔族いませんよ」

			「え……まだ俺の話、信じてくれてなかったの!?　あと何で小声？」

			　魔王城でこの話を信じたから、俺を死んだことにしてくれたのだと思っていたのだが。

			「いえいえ、再度確認したということです。小声なのは……後日分かると思いますよ」

			　話を聞き、未だに「？」を浮かべる俺を見て、セシリアは悪戯(いたずら)っぽく笑う。

			　その後、雑談をしているとあっという間に時が経ち、セシリアに次の予定があるからということで、宿に帰ることになった。

			「今日は楽しかったです。また、今度会いましょうね。連絡しますから」

			「俺も楽しかったよ。……あと、最後に頼みがあるんだけど」

			　顔が熱い。大丈夫だろうか。断られないだろうか。

			「何ですか？」

			　意を決し、俺は言った。

			「君のこと……これから、セシリアって呼んでいいかな？」

			　言った、言ったぞ俺。言い終わり、さらに顔が熱くなる。たぶん俺の顔は今、真っ赤になっているだろう。

			　彼女が軽く微(ほほ)笑(え)みを浮かべる。

			「いいですよ。私もヨウキさんって呼びますね」

			「よっしゃぁぁぁぁ！」

			　俺は心の中でガッツポーズをした。

			「ふふふ……それでは改めて、また会いましょうね、ヨウキさん」

			「またな、セシリア」

			　俺はセシリアに別れを告げ、帰路に就(つ)いた。今は宿屋のベッドの上で寝転んでいるのだが、にやにやが止まらない。セシリアとの関係を一歩進めることができたと思える一日だった。

			　ちなみに、次の日ギルドに行ったら質問攻めにされ、揉(も)みくちゃにされたのは言うまでもない。

		

	
		
			第４話　友人を作ってみた

			　

			　空はとても青々とし、風はちょうど良い具合に吹いている。気温も暑すぎず寒すぎない。

			　そんな絶好のお出かけ日和。俺はセシリアと会う約束をしていたので、彼女の屋敷に向かっていた。

			「いやあ、今日は良い天気で気分がいいな。セシリアとも会えるし、今日は楽しい休みになりそうだ」

			　ルンルン気分で、スキップをしながら向かう。

			　そう、この時まではよかったのだ。問題は彼女の屋敷に着いてからだった。

			「入れない!?　何でだよ、ちゃんと約束はしてあるはずだぞ」

			　屋敷に着くなり、前回来た時にもいた兵士二人に止められた。しかも、鋭い目つきで俺を睨(にら)んでいる。

			「今、勇者様が来ていてお嬢様はその対応をしている。それに、私たちはお前のことを信用していない。大人しくここから去れ！」

			　何を言っているんだ、こいつらは。勇者が来ている云(うん)々(ぬん)はともかく、こっちはしっかり約束しているんだぞ。だいたい、雇われ兵士が勝手な判断で客を追い返していいのかよ。

			「だったら、勇者の用事が終わるまで待たせてくれよ」

			　こっちだって、馬車で数十分かかる距(きよ)離(り)を歩いてきたのだ。セシリアに会うまで帰れない。

			「くどいぞ！　出ていかないならば、実力行使させてもらう！」

			　兵士二人が槍(やり)を俺に向ける。こいつら頭がおかしいのではないだろうか。

			　正直こんな奴ら、簡単に気絶させることはできる。しかし、そんなことをすれば確実に面倒を呼ぶだろう。セシリアにも迷惑をかけることになりかねない。

			「ちっ、分かったよ。帰りゃいいんだろ」

			　やはりセシリアの屋敷の前で面倒事はまずい。勇者くんが来ているのも厄(やつ)介(かい)だしな。俺は兵士に向かって舌打ちし、元来た道を戻った。後ろからは二度とお嬢様に近づくなと聞こえてきた。かなり腹(はら)立(だ)たしいがぐっとこらえる。

			　ここでキレて暴れてはいけない。俺は込み上げる怒りを抑え、屋敷をあとにした。

			　

			「あー、くっそ、腹(はら)立(た)つなあ」

			　俺は今、最高に機(き)嫌(げん)が悪い。さっきまでのルンルン気分はどこにいったのだろうか。

			「あいつら、今度会ったら覚えてろよ」

			　そう言うものの、次会っても何もできないが。

			　苛(いら)立(だ)ちを隠せず、地面の石ころを蹴(け)る。

			　今日はセシリアと休みを過ごす気満々だったので、ギルドで依頼を受ける気分にもなれない。

			　仕方ないので、男一匹で町をぶらぶらすることにした。

			　あてもなく歩いていると、人だかりが見える。いらいらをごまかすのと、前世の野(や)次(じ)馬(うま)魂が相(あい)俟(ま)って、騒ぎの中心を見てみた。すると、

			「どっかで見たことあるような気がするな、あの顔……」

			　人だかりの中心にいたのは、イケメンな剣士だった。鋭い目つきでクールな印象が見受けられる。

			「あんた何言ってるんだよ。あの方は勇者様の仲間の一人、騎士団長のレイヴン様じゃないか！」

			「ああ！」

			　野(や)次(じ)馬(うま)の一人が、イケメンの正体を教えてくれた。

			　そのおかげで、勇者パーティーにいた剣士くんを思い出す。勇者くんは爽やか系のイケメンだが、剣士くんは凛(り)々(り)しい顔をしたイケメンだった。

			　だが、中心にいる剣士くんの顔は引きつり、困っているご様子だ。

			　そんな剣士くんを見てたら、自分が不幸な目に遭(あ)ったせいか、助けたくなってきた。

			　剣士くんは人だかりを一人で突破できそうにない。放っておけばさらに人が集まり、大パニックになるだろう。

			　騒ぎが大きくならないうちに助けるか。

			　俺は剣士くんがいる場所と逆方向を指差すと、

			「あっちに勇者様がいるぞー！」

			　大きな声でそう叫んだ。もちろん嘘だが、効果は絶大だった。

			　勇者様ーと言って、先ほどまでの人だかりが一斉に俺の指差した方向に移動していった。剣士くんには悪いが、やはり、人気は勇者くんの方が上だったようだ。

			「はっ、ちょろいな」

			　あまりに計画通りにいったので笑ってしまう。振り返ると剣士くんの周りにあった人だかりは嘘(うそ)のようになくなっていた。状況が分からず、ポカンとした表情の剣士くんだけが残された。

			「おい、今のうちに逃げるぞ」

			　俺は剣士くんの腕を引っ張り、人(ひと)気(け)のないところに向かった。

			　

			「ふう……ここまで来れば大丈夫だろ」

			　先ほどの場所から少し離れた路地裏。薄暗く不気味だが、ここなら誰も来ないだろう。

			「……」

			　おいおい、こんな時もまだクールで寡(か)黙(もく)キャラかよ。まあ、礼を言われたくて助けたわけじゃないし、いいけどさ。

			「じゃあな。今度からはしっかり変装して歩けよ」

			　そのまま立ち去ろうとする。我ながら、ちょっと偉そうな気もするが、今回は助けてやったし、アドバイスもしたから、横(おう)柄(へい)な態度はチャラということで。

			　そんなことを考え、また男一匹のぶらつきに戻ろうとしたのだが……。

			「ま……待ってくれ！」

			「……へ!?」

			　思わず変な声が出てしまった。

			　何かされたわけではない、ただ、声をかけられただけだ。

			　驚いたのは、アニメの声優さんのような声で話しかけられたからである。ここは、人気のない路地裏で、今いるのは俺と剣士くんだけだ。ということは――

			「今、話しかけたのって……」

			　恐る恐る指を差すと、彼はこくこくと頷(うなず)いた。

			　意外にもほどがある。クールな感じのイケメンがまさかのアニメ声とは。そういえば、さっき人に囲まれていた時、一言も言葉を発していなかった。

			「……まさか、その声が原因で、あまり話さなかったりするのか？」

			「……ああ」

			　剣士くんはばつが悪そうに肯(こう)定(てい)した。
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			　様子を見るに声がコンプレックスになっているようだ。触れない方が吉とみる。

			「人間触れられたくないことってあるよな。俺もあるよ、そういう部分」

			「……お前は、俺の声について馬(ば)鹿(か)にしないのか？」

			「自分のせいでそうなったわけじゃないんだしさ。それに、俺も生まれ持って嫌なところはある。自分がやられて嫌なことは人にしないさ」

			　ちなみに、俺の場合は種族が魔族っていうこと。死なないと治らないコンプレックスだ。

			「……お前は変わってる奴だな。俺の声を初めて聞いた奴は、大(たい)抵(てい)馬(ば)鹿(か)にするか、笑ったりするのがほとんどなんだけどな」

			　どうやらそうとう声のせいで苦労をしているらしい。だから、クールな寡(か)黙(もく)キャラになったのか。

			「俺は笑わないよ。男でそういう声の奴見たことあるし」

			　前世の話だけど。

			「……そうか」

			　なんだか、少し嬉しそうな顔をしている。まあ、馬(ば)鹿(か)にされなくて嬉しかったというとこか。

			　よくよく考えたら俺、剣士くんに対して友達感覚で話していたな。

			　魔王を倒した勇者パーティーの一人だ……不(ふ)敬(けい)にあたるんじゃないか。どう考えてもダメだと気づいたので、とっとと立ち去ることにする。

			「それじゃあ、俺はこの辺で……」

			「待ってくれ！」

			　何か言われる前に逃げようとしたのだが、止められた。やばい、警備兵に突き出す気だろうか。

			「な、何かな？」

			　冷や汗が出る。しかし、彼は俺が予想していなかった言葉を告げた。

			「俺とその……友達になってくれないか!?」

			「え？」

			　まさかの友達になろうよ発言だ。

			「いや……迷惑ならいいんだ。ただ、この声のことで笑わなかったのは、母さんと従(い)兄(と)弟(こ)だけだったから、つい……」

			　いやいや、勇者パーティーにいた時どうしてたんだ？　友達になるくらいならかまわないけど。むしろ俺から頼みたいぐらいだ。

			「俺も友達が欲しかったところなんだ。名前はヨウキだ、これからよろしく頼む」

			「本当か!?　ありがとう、知っているかもしれないが、俺はレイヴンだ。こちらこそよろしく」

			　俺たちは固く握手をする。

			　転生してもう二十年ちかく経った俺に、初めて友人ができた瞬間だった。

			　セシリアとは会えなかったが、友人ができたので今日の休みは有意義だったといえる。

			「そういえば、ヨウキって最近会った誰かに似ている気が……」

			「……き、気のせいじゃないかな!?」

			　冷や汗は流れっぱなしだった。

			　

			　数日後、俺はギルドで朝食を食べていた。

			　黒パンに野菜と豆のスープという質素な食事だ。前世で親がこんな物を朝食として出してきたら、多少文句を言っていただろう。だが、この世界ではこれが普通の朝食だった。

			　慣れとは恐ろしいもので、今ではこれを食べないと依頼を受けに行く気がしない。

			「クスクス、すごい食べっぷりね」

			　朝食をがっついていると、いきなり声をかけられた。

			　食べるのに夢中で気づかなかったが、いつの間にか俺のテーブルに貴婦人が座っていた。驚き、食事中だった手が止まる。

			「あら、どうしたの？　食事中なら全部食べてしまったら？」

			　なら遠慮なく、と食事を再開する。貴婦人はそんな俺の姿を見て、さらにクスクス笑う。そもそも、この貴婦人は誰だろうか。依頼でこんなに綺(き)麗(れい)な人とお近づきになった覚えはないぞ？

			　食べながら、必死に思考を働かせるが分からない。

			「娘の言うとおり。あなた、面白いわね」

			　娘の言うとおりと言われ、食事の手を止めて考える。まさかと思い、俺は右手に持っていた黒パンを落とした。

			「自己紹介がまだだったわね。私はセリア・アクアレイン。セシリアの母親よ。よろしくね、ヨウキくん」

			　やはり、目の前にいる貴婦人はセシリアの母親だった。しかし、なぜセシリアの母親がこんな朝早くギルドに来ているのだろうか。

			「こ、こちらこそ、よろしくお願いします。そ、それで今日はどうされたんですかね？」

			　動(どう)揺(よう)したまま、とりあえず挨(あい)拶(さつ)を返し、合っているか微妙な敬語で用件を聞く。

			「ヨウキくんに用があって来たんだけど、まだ食事中でしょう？　待っているから、食べ終わってから話しましょうか」

			　そこからの俺は前世から計算しても、こんなに速く飯を食べたことはないだろうというぐらいの速さで食事を済ませた。

			　食べるというより、飲む行為の方が多かったと思う。

			「クスクス……そんなに急いで食べなくても大丈夫だったのに。本当にあなた面白いわね」

			　最後に口の中に残った物を牛乳で流しこむ。

			　一呼吸置いて、セリアさんの用事を聞くことにする。

			「……それで、俺に何の用でしょうか」

			「実は先日、家の兵士があなたに失礼な態度をとったと報告があってね。その謝(しや)罪(ざい)に来たのよ」

			　とても申し訳なさそうな表情をするセリアさん。

			　いや、どう考えてもおかしいと思う。セリアさんは全く悪くないのだから、こんな表情をしなくてもいいだろう。悪いのは全部、門の前にいたあの兵士たちだ。

			　あいつらに来させればいいのに、なんで屋敷の女主人が直(じき)々(じき)に来るんだよ。

			「……確かに態度悪いなと思いましたし、腹も立ちました。でも、新しい出会いがあったんで、別にそこまで気にしてはいないんですが……」

			　謝(しや)罪(ざい)してもらうのが心苦しいので、とにかく俺は気にしていないということを伝える。

			「えっ、出会い？　私が調べた情報だと、あなたセシリアにベタ惚れって聞いたんだけど……」

			　出会いという言葉であらぬ勘違いをされてしまった。

			　セリアさんがさっきまでの穏やかな笑みからうって変わり、冷たい眼差しでこちらを見る。

			「ごっ、誤解です、誤解！　その日に新しい友人ができただけです」

			「そう、友人……その娘とは、一体どんな関係なのかしら」

			「できたのは男友達ですよ、男！」

			「あら、そうなの？　勘違いをしちゃったわ、私ったら。もし娘が酷(ひど)い男に引っ掛かっていたら大変でしょう？　だから、つい疑っちゃったの。ごめんなさいね、怖がらせちゃったかしら」

			　凍りついてしまいそうな笑みから、先ほどの穏やかな笑みに戻った。

			「イエ、ダイジョウブデス」

			　全然大丈夫じゃない、言葉がカタコトになった俺がいる。

			「そう？　ならよかったわ。じゃあ、朝食も食べ終わったみたいだし、行きましょうか」

			「ドコニデスカ」

			　いまだに回復していない俺。かなりの精神的ダメージを負ったので、回復には時間がかかりそうだ。

			「決まっているじゃない、私の屋敷によ。セシリアに会いたいでしょう？」

			「はい、すぐに行きたいです」

			　もとい、セリアさんの一言で一気に回復した。むしろ、俺の中で何かのゲージが振り切れた。

			　幸いまだ仕事の依頼を受けていないので大丈夫だ。俺は席を立ち、クレイマンに今日の仕事はなしと伝える。

			「クレイマン、俺、今日、仕事しない。休む、大事な用、できた」

			　必死の形相でカタコトながら伝える。

			「お、おう。なんか必死だな。まあ、俺は仕事が減るから別にかまわねえよ」

			　返事を聞き、回れ右してすぐにセリアさんのところに戻る。

			「あら、もう準備は終わったの？　じゃあ行きましょうか。急いで帰らないとね」

			　なぜか急ぐセリアさんについていき、前回同様、馬車に乗り込みアクアレイン家の屋敷に向かった。

			　移動中、馬車でセリアさんとセシリアについて会話をする。

			　出会いはどこかと聞かれた時はかなり焦った。なんとかごまかしたが、あとでセシリアと口裏を合わせておかねばなるまい。

			　お互いに質問をして、されてを繰り返していると、あっという間に屋敷に着いた。

			　馬車から降りて、屋敷の前に立つと違(い)和(わ)感(かん)に気づく。

			「セリアさん。ここにいた兵士の二人は……」

			　俺に槍(やり)を向けてきた兵士たちがいない。そこには代わりに違う兵士がいた。

			「あら、お客様に失礼な態度をとったんだもの。お咎(とが)めなしなわけないでしょう？　……どうなったか、詳しく知りたいかしら」

			「イエ、ダイジョウブデス」

			　人間知らなくても良いことがある。

			　俺は魔族だけど、魔族でもそう思うんだ。聞くと恐ろしい答えが返ってくる気しかしない。俺がびくびくしているのが分かったのだろうか。セリアさんが優しそうに微(ほほ)笑(え)む。

			「そんなに恐がらなくても大丈夫よ。あの二人は家のメイド長にこってりと絞ってもらっただけだから」

			「あ……そうなんですか」

			　話を聞いて、安心した。どんな恐ろしい罰を受けたのかと思っていたが、案外大したことないようだ。

			「家のメイド長はね、冒険者出身でランクＡなのよ。ある事情で冒険者から身をひいて、家でメイド長をやっているの」

			「ランクＡですか」

			　かなりの実力がありそうだ。屋敷の警備関係もメイド長が仕切っているのかもしれない。だから、メイド長が説教をしたのか。

			「ふふふ、彼女怒ったら怖いのよ。夫には甘いんだけど」

			「はぁ……」

			　いきなり惚気(のろけ)話(ばなし)に変わった。それが先ほどの話と関係あるのだろうか。

			「だけど、彼女夫婦で一回大(おお)喧(げん)嘩(か)したことがあるらしくてね。彼女に怪(け)我(が)はなかったんだけど、旦(だん)那(な)さんは全治半年の重傷を負ったとか」

			「……」

			「まあ、旦(だん)那(な)さんもランクＡの冒険者だったから、その程度の怪(け)我(が)で済んだらしいわよ」

			　微(ほほ)笑(え)みながら話してくれたセリアさんだったが、俺からしたら全く笑えない。

			　ランクは同じなのに全治半年の怪(け)我(が)を負わせるって、どういうことだ。

			「でも、その間夫の看病ができてよかったって言ってたわね。なんだか、彼に甘えてもらえて嬉しかったって」

			「最終的に惚気(のろけ)話(ばなし)になるんですね」

			　なんだかんだで幸せそうな夫婦だなと思う。……夫の方は少し心配だが。

			「……あら、噂(うわさ)をすれば」

			　屋敷の方を見ると、メイド服を着た女性がこちらに向かって歩いて来た。

			「お帰りなさいませ、奥様」

			　セリアさんに向かって、綺(き)麗(れい)な角度でお辞(じ)儀(ぎ)する。そこまで年をとってはいないだろう、美しい人だ。本当にこの人がさっきの話に出てきた人なのかと疑ってしまう。

			「お客様ですか？　私、アクアレイン家のメイド長を務める、ソフィアと申します」

			「あ……どうも。俺、ヨウキっていいます」

			　頭を下げられたのでこちらも軽く会(え)釈(しやく)する。なんだ、全然普通の人じゃないか……と思った俺は馬(ば)鹿(か)だった。

			「ソフィア、例のことはすんだの？」

			「いえ、まだです。やっと半分終わりました」

			　なんの話だろうか。

			「まだ半分なの？」

			「はい、何度も気絶するので、思いのほか時間がかかっています」

			「……」

			　会話に入ってはいけない気がするので、ただ黙って二人の成り行きを見る。

			「奥様、骨は何本までに致しますか？」

			「そうねぇ、その辺の判断はソフィアに任せるわ。ただ、私はかなり頭にきてるから、手加減はしなくていいわよ」

			「かしこまりました。魔法は中級まで使用してもよろしいですか？」

			「許可するわ」

			「はい、ではそのように。……ヨウキ様、顔色が優れないようですが、どうかなさいましたか？」

			「いえ、元気なんで……大丈夫です」

			　あなた方に対して引きましたなんて、口が裂けても言えない。

			　何の話をしていたか、詳しくは分からない。でも、とりあえず俺は兵士二人の冥(めい)福(ふく)を祈った。

			　

			「では、屋敷にご案内しますね」

			　ソフィアさんについていき、アクアレイン家に入る。

			　そのまま案内に従い歩いていくと、前回来たセシリアの部屋の前に着いた。

			「私は仕事がございますので、失礼させていただきます。どうぞ、ごゆっくり」

			「あ、案内ありがとうございました」

			　仕事ってさっき話していたことの続きだろうか。考えれば怖くなるだけだしやめよう。俺は遠くなっていくソフィアさんの背中をただ黙って見つめた。

			「じゃあヨウキくん。私が合図してから入って来てね」

			　注意され、まずはセリアさんが部屋へ入った。だがすぐに、ドアから手による合図が出されたので中に入る。

			「なっ!?　なぜヨウキさんがいるんですか」

			　そこには今起きたばかりなのだろう、寝(ね)癖(ぐせ)がつき、寝巻姿のセシリアがいた。

			「この娘ったら、休日ってなると朝弱いのよね～」

			　部屋の隅にはクスクスと笑うセリアさん。何で部屋の隅にいるのか不思議に思ったが、セシリアの行動を見てすぐに分かった。彼女はベッド近くのドレッサーに立て掛けてあった杖をとり、こちらに向ける……っておい！

			「《シャイニーボルト》」

			　光の初級魔法《シャイニーボルト》。

			　雷状の聖なる光が直撃し、俺は部屋の外に吹っ飛んだ。いきなりだったので反応できず、ノーガードで魔法が直撃した俺は部屋の外でのびてしまう。

			「部屋から出ていってください！」

			　バンッと扉を閉められる。

			　セシリア……それは魔法を放つ前に言ってほしかった。

			　ドアが閉まる直前に、クスクスと笑うセリアさんが見えた。おそらく、こうなることを予測しての行動だろう。ギルドに来た時、なぜセリアさんが急いでいたのかが、今分かった。セシリアが起きないうちに俺を屋敷に招くためだったのだ。

			　嵌(は)められた俺が悪いのかと、廊下でのびながら考えていると扉が開いた。

			　そこには、先ほどのような寝間着姿ではなく、きっちりと身(み)嗜(だしな)みの整ったセシリアがいた。

			　

			　部屋に入ることは許されたが、セシリアの表情を見るに正座を余儀なくされる状況になった。いや、俺が何をしたというのだろうか。

			「あの、セシリア。足も痺(しび)れてきたし、前みたいに椅(い)子(す)に座っちゃダメかな」

			　恐る恐るセシリアに聞いてみる。俺にとっては女神的な存在であるセシリアだ。きっと慈(じ)悲(ひ)を与えてくれるはずだ。

			「ダメです。反省してください」

			　与えてもらえなかった。

			　ニッコリと微(ほほ)笑(え)んでいるが、目が笑っていないのが分かる。しかし、そんな彼女もいい気が……やばい、末期かもしれない。

			「クスクスクスクス」

			　そんな修(しゆ)羅(ら)場(ば)のような状況を一人楽しんでいるのが、セリアさんだ。

			　俺とセシリアの絡みを見てずっと笑っている。元(げん)凶(きよう)はセリアさんなのだから、助け舟ぐらい出してほしい。そんな思いが通じたのは、俺の足がほぼ限界を迎えた頃だった。

			「セシリア、そろそろ許してあげなさい。別に裸を見られたわけじゃないんだから。寝起き姿ぐらい、いいじゃない」

			「でも……いえ、そうですね……原因もお母様のせいみたいですし……」

			　ついに俺にも救いの手が差し延べられた。セシリアもセリアさんの言い分に納得したのか、いつもの表情に戻る。セリアさんのせいでこんな状況になったわけだが、今は感謝の意を贈ろう。

			「それに毎日、寝間着姿を見せ合う仲になるかもしれないのだから、気にしても仕方ないじゃない」

			　感謝の意、撤回だ。

			　とんでもない爆弾を落としたよ、この人。セシリアは何も言い返せずに真っ赤になってるし、俺は足が痺(しび)れて動けない。チートがあっても足の痺(しび)れには勝てないのだ。

			　しかし、これ以上爆弾をぽんぽん落とされてはたまらない。足の痺(しび)れを我慢しながら、無理矢理話を変える。

			「あの、今日俺はなぜ呼ばれたんですか。このためってわけじゃないですよね？」

			「ええ、もちろんよ」

			　にっこりと笑うセリアさん。

			　どうやら、本題に入ってくれるようだ。話を聞くために椅(い)子(す)に座ると、セシリアも回復したようでベッドに座った。

			「先日、ヨウキくん屋敷に来たわよね。実はセシリアが男性を招くことって、とても珍しいことなのよ」

			　あの時はセシリアが今後についての話をするために、ここに招いてくれたんだよな。

			「セシリアは男性の知人が少ないの。勇者様と仲間の剣士さんだけだと思ってたのに……全然知らない方が来たんだもの。だから、実はあの時、皆で隠れて様子を見ていたのよ」

			　そういえばあの時、屋敷の中で会ったのは門にいた兵士たちだけだったな。これだけ大きな屋敷なのに、誰も使用人がいないのかと不思議に思ってはいたが。

			「そしたら、あなたとセシリアが笑いながらお話ししているじゃない」

			　たぶん、俺が厨(ちゆう)二(に)モードに入っている時のことだろう。

			「もしかして、俺が言ったこと聞いてたりします……？」

			「もちろん。ヨウキくん、かっこよかったわよ。『君しか眼中にない』なんて。私も夫に言われたことないわ」

			　セシリアが大事な部分は小声で話していた理由が分かった。

			　おそらくセリアさんたちが盗み聞きをしていることを知っていた、あるいは感づいていたのだろう。

			　俺はあの時舞い上がっていて、完全に警(けい)戒(かい)を解いていたので気づかなかった。まさか、厨(ちゆう)二(に)モードを見られていたとは。

			　顔面蒼(そう)白(はく)で魂が抜けかかる俺に対し、セリアさんが追い撃ちをかける。

			「決めポーズもあったわよねぇ。屋敷の皆、真(ま)似(ね)してたわぁ」

			　片手で顔を隠し、残った腕を伸ばし指差すというイタいポーズ。厨(ちゆう)二(に)モードになるとついやってしまうあれが屋敷中で流(は)行(や)るなんて。セシリアは使用人たちが真(ま)似(ね)ていることを知っていたからか、クスクス笑う。

			「いっそ殺してください……」

			「ウフフ、ダメよ。……さて、そろそろ本題に入りましょうか」

			　急に真顔になるセリアさん。どうやら、結(けつ)構(こう)真面目な話のようだ。俺もセシリアも真顔になる。

			「セシリアに大量の婚(こん)約(やく)の話が来ているのは知っているわよね」

			「はい、前回来た時にセシリアから聞きました」

			　有能な人材を引き入れるためとかっていう話だったな。政略結婚というやつだろう。セシリアは断っていると聞いたが、何かあったのだろうか。

			「その中にね。勇者様からの婚(こん)約(やく)話もあるのよ」

			「……何ですと？」

			「勇者様ったら、セシリアのことが好きみたいね」

			　セリアさんは顎(あご)に手を当て、笑いながら俺に本日二つ目の爆弾を落とす。

			　話を聞いた瞬間、俺の中で何かが割れる音が聞こえた。

			　かたや、魔王を倒し世界を救ったイケメン勇者。

			　かたや、ギルドランクＤで冴(さ)えない顔の正体を隠した魔族。

			　勝ち目がないのは明らかだ。

			「セリアさん、その婚(こん)約(やく)の話は、どうなったんですか……」

			　わずかな望みにすがるように、セリアさんに結果を聞く。

			「ウフフ、大丈夫よ。セシリアが断ったもの。……でも、勇者様諦(あきら)めてないのよねえ」

			　安心したのも束の間、すぐさま地(じ)獄(ごく)に落とされる。セシリアはというと、はあ、とため息をこぼす。

			「いや、あの勇者くん何なの!?　ベタぼれな魔法使いとかパーティーにいたじゃん。テンプレ通り王女様とかも惚(ほ)れてんだろ？　だったら、別に俺の恋を邪魔しなくてもいいじゃんかあぁぁぁ！」

			　興奮して、つい勇者くんの愚(ぐ)痴(ち)を言ってしまった。しかも素の状態で。セシリアも俺が素を出したからか、顔に焦りの色が見える。自分の失態で冷や汗だらだらな状況になってしまった。

			「あら、勇者様に対してそこまでの言葉遣いができるなんて、よっぽどセシリアのことが好きなのねぇ」

			　素の状態になったことを突っ込まれなかったため、安心した。どうやら、間違った解(かい)釈(しやく)をしたみたいだ。しかも、良い方向の勘違いをしてくれたので、ありがたい。

			「そんなヨウキくんに聞くけど……あなたセシリアと結婚しない？　返事は今すぐ、するかしないかで答えて」

			　セシリアは「お母様!?」と言って驚き、慌てふためくが、セリアさんに手で静止される。これは……前回ラッキーチャンスを逃した俺にとって、またとないチャンスかもしれない。セリアさん公認なら後(あと)腐(くさ)れがあっても、揉(も)み消してくれるだろう。

			　しかし……、

			「ごめんなさい」

			　俺は頭を下げた。答えはノーである。

			「……理由を聞いてもいいかしら？」

			「いや、とても魅(み)力(りよく)的な申し出だと分かっているんですけど。俺もセシリアに告白して断られているんです。それで、自分がまっとうな生活できるようになったら、再度告白しようと決めていて……」

			　俺を真っ直ぐ見るセリアさん。セシリアも俺の答えが気になるのか、おとなしくしている。

			「それにいきなり結婚って言われても……その、何と言うか……えっと」

			　大切なところで、どもってしまう。そんな、俺の姿を見てセリアさんは「もういいわ」と言い、表情を崩(くず)した。

			「フフッ、ヨウキくん、合格よ。どうやら娘の目は正しかったみたいね」

			　どういうことか分からず、俺もセシリアも首を傾(かし)げてしまう。

			「いくら何でも、大事な娘を今日会ったばかりの人にあげるわけないじゃない」

			「ええっ!?　また嵌(は)めようとしたんですか？」

			「違うわよ。娘に変な虫がついたら大変でしょう。だから、試したのよ」

			　セシリアも知らされてなかったのだろう、少し怒っているようだ。それにしても、試したということは……。

			「もし、俺がするって言ってたら……」

			「ソフィアを呼んで屋敷から追い出してもらっていたわ」

			　どうやら、俺はかなり危険な選択を迫られていたらしい。チートでも越えられない壁がある。

			　会って分かったが、ソフィアさんもその壁の一つだ。

			「合格って言ったでしょう。そんなに震えなくても大丈夫よ。……セシリアと仲良くしてあげてね。ヨウキくんなら歓迎するわ」

			　どうやらセリアさんに認めてもらったようだ。

			　その後も、セリアさんがセシリアの子供の頃の話をしてセシリアの顔が真っ赤になったり、ソフィアさんの伝説を聞かされ、俺の顔が真っ青になったりと、何とも楽しい一日だった。

		

	
		
			第５話　元部下と再会してみた

			　

			　今日は依頼で王都から馬車で五時間ほどかかるオセルの森に来ていた。

			　昼間だというのに太陽の光があまり入らないせいか薄暗く、時々、魔物の唸(うな)り声が聞こえる不気味な森だ。

			　ちなみに、俺のランクはＣに上がっていた。前回、セシリアの屋敷訪問で勇者くんがセシリアのことが好きということが判明した。このままではやばいと悟った俺は、勇者くんとの差を少しでも縮めようと頑張ったのだ。

			　今日はこの森で討(とう)伐(ばつ)依頼のあったコカトリスを倒しに来ている。

			「まったく、近くの村人をやたらむやみに石化させるとか……何がしたいんだよ」

			　コカトリスは石化能力のある魔物だ。それ以外に大した能力は持っていないのでランクはＣだが、村人にとっては充分驚異である。

			　しばらく森を歩いていると、ガサリと草むらの奥から音がした。警(けい)戒(かい)しながら、ゆっくりと草むらに近づく。

			「……っうお！」

			　いきなり、草むらから首なしの鎧が出てきて、剣で切りかかってきた。

			　俺はバックステップで剣を避け、間合いをとる。得意の魔法で蹴(け)散(ち)らしてやろうと思ったのだが。

			「……ん？」

			「……あれ？　隊長じゃないっすか」

			　よく見ると、そいつは俺が魔王城にいた時の部下、デュラハンのデュークだった。左手に持つ顔が驚いた表情をする。

			「やっぱり、隊長っすよね。角(つの)と翼はどうしたんすか？　いやそれより、今までどこにいたんすか。引きこもりの隊長はいなくなるし、魔王様は勇者に倒されるしで、心配してたんすよ!?」

			「ええい、落ち着け。お前こそなんでここにいる」

			　セシリアに説得されたあの日、時間がなかったとはいえ、何も言わず魔王城に置いてきてしまった部下。まさか、生きていてくれたとは。

			「隊長を探してたっす。ハピネスやシークも、心配してたんすよ」

			　ハピネスはハーピー、シークはピクシーで、どちらも俺の部下である。

			「二人もこの森にいるのか？」

			「ええ、今日はこの森で隊長を探してたっすから、もう少し行った場所で合流する予定っすよ。隊長も行きましょう！」

			　確かに、久しぶりに部下に会いたい。それに、今まで探してくれていたのだ。会わないわけにはいかないだろう。

			　そのままデュークに案内され、合流予定の場所に向かった。

			　

			「……生きてた」

			「わぁ～い、隊長だ～」

			　合流場所に着くと、部下のハピネスとシークがいた。

			　ハピネスは目を細めすぐそっぽを向き、シークは笑顔で抱き着いてきた。

			「お前たち、生きてたのか」

			　魔王が勇者に倒された時にやられたんじゃないかと心配はしていたが。よく生きていてくれたな。

			　そんな俺の言葉にむっときたのか、デュークは片腕を腰に当て踏ん反り返り、強気な態度で反発した。

			「勝手に殺さないでほしいっす」

			　聞くところによるとあの日、勇者パーティーが来ては俺が村に捨てるよう命じていたので、違う部屋で待機していたらしい。

			　しかし、俺がいつまでたっても呼びに来ないので、心配し俺の部屋に行くと……。

			「……消えてた」

			　ハピネスが素っ気なく答える。

			「そしたらね、魔王様が勇者にやられちゃったから、僕たち三人で魔王城から逃げたんだ～」

			　あはは～と笑うシーク。何がそんなに可(お)笑(か)しいと聞いたら、逃げる時にデュークがみせた『隊長～』と泣きながら逃げる様を思い出したらしい。確かにそれは笑える。

			「隊長がやられるわけないと思って……今までずっと探してたっす」

			　あれからもう一ヶ月半ぐらい経っているのに、ずっと俺のことを探していてくれたみたいだ。なんて上司思いのいい奴らだろうか。

			「だって隊長引きこもりじゃないですか。どこにいるのか不安で不安で仕方なかったっす」

			「……放っておけない」

			「たまにスイッチ入って変なこと叫ぶしね～」

			　待てこら、こいつら俺のこと何だと思っていやがる。

			「まあ、見つかったから良しとするっす。……で隊長、さっきも聞いたっすけど角と翼はどうしたんすか？」

			「自分で折って、もいで捨てた」

			「「「……」」」

			　そこからの反応は様々だった。デュークは「何やってんすか～」と泣きつき、ハピネスは「ついに目覚めた」とか言っている。何にだよ。シークは笑いすぎて、腹を押さえながら地面の上でピクピクしている。　

			「隊長～俺たちがいなくなってから何があったんすか～」

			　未だに俺に抱きつき、泣き続けるデュークが説明を求める。何があったと言われてもなあ。正直に言うとするか。

			「勇者パーティーに、かわいい僧(そう)侶(りよ)の子がいただろ。その子に告白してふられて、今は人間やってる」

			　しかしその一言で、泣きついていたデューク、冷(れい)淡(たん)な表情だったハピネス、笑い転げるシーク。様々な行動をとっていた三人が、同時に固まってしまった。

			「全く、世話がやけるなぁ……」

			　俺は三人を正気に戻すために、軽くビンタをする。三人が落ち着いたところで、今までの経緯を詳しく説明した。

			「隊長～、なんで女の尻追っかけてんすか～。隊長魔族でしょう？　角折って翼もいでまで、嘆(なげ)かわしいっす」

			　うっうっと泣くデューク。セシリアが外の世界に行きましょうと言ってくれたんだ。別に尻を追ったわけじゃない。

			「……不(ふ)潔(けつ)」

			　おい、ハピネス、俺から顔を背けるな。何でそこまで言われなきゃならんのだ。

			「アハハハ、アハハハ。ダメ、笑い止まんない」

			　ダメじゃねえ止めろ、不愉快だシーク。

			「とにかく俺は今、ヨウキという人間として生活しているんだ。もう、お前たちの隊長じゃない。俺は依頼があるんだ。じゃあな、お前たちも好きに生きろよ」

			　悲しいが、ここできっぱりと別れるべきだ。その方がこいつらのためにもなる。これからは部下ではなく、元部下だ。

			「嫌っすよ。隊長は隊長っすから」

			「……うん」

			「僕もやだ～」

			「だから、俺は人間として生きていて、もう魔族じゃない。それに、お前らの隊長でも……」

			「僧(そう)侶(りよ)の子ってかわいかったすか？」

			「……美少女」

			「見た目以上に胸あったよ～」

			　こいつら、聞いちゃいねぇ。あとシーク、何でお前そんなこと知っている。

			「隊長が惚(ほ)れた人間、ちゃんと会ってみたいっすね」

			「……賛成」

			「僕も会いたいな～」

			　何言い出してんの、こいつら。俺は呆(あき)れ顔をするが三人で勝手に話は進み、何かを決めたようだ。

			「というわけで、隊長が惚(ほ)れた人間に会いに行くことになったっす」

			「あほか！」

			　とても良い顔で勝手なことを言わないでほしい。

			　せっかく格好よく、もう会うことはないだろう的な雰囲気を出したというのに。

			「だいたい、俺は依頼があって、ここらでコカトリスを退治してるんだ。これ以上、お前たちに構っている暇は……」

			「了解っす」

			「……出撃」

			「行ってきま～す」

			　ないと言おうとしたら、最後まで話を聞かずに三人は森の奥へ行ってしまった。

			　まったく、追い掛けるのも面倒臭いので、帰ってくるまで待つことにする。

			　

			　十分後、コカトリスの死体をズルズル引きずった三人が戻ってきた。

			「これで行けるっすね」

			「……完了」

			「久しぶりに運動した～」

			　俺の依頼を奪ってまで、セシリアに会いに行きたいのかと思う。

			　しかし、俺も鬼ではない。いろいろと問題がある俺についてきてくれた元部下の頼みだ。

			「そこまで言うんなら……覚悟はあるんだろうな？」

			　王都に行くにはクリアしなければならない課題がある。俺もぶち当たった、難解な課題が。

			「もちろんっす」

			「……余裕」

			「大丈夫だよ？」

			　どうやら決意は固いらしい。

			　そこまで言うなら仕方ない。連れて行ってやろうじゃないか。

			　喜ぶ三人に対し、俺は不敵な笑みを浮かべた。

			　それから二日後。

			　俺はコカトリスの依頼完了の処理をするため、ギルドに来ていた。もちろん、三人も一緒だ。

			「隊長～。これ視界が悪いっす～。取っちゃダメっすか～？」

			「取ったら大騒ぎになるだろ」

			　デュークには首が落ちないように兜(かぶと)を被らせ、金具で鎧(よろい)と兜(かぶと)を繋げた。これなら、鎧(よろい)騎(き)士(し)に見えるだろう。

			「珍しいものがいっぱいだ～」

			　シークは羽さえなければ幼い美少年に見える。その羽も小さいので、服に隠せば問題なかった。

			「……しくしく」

			　問題はハピネスだった。

			　彼女はハーピーなので、腕や足などに羽が生えていた。どうしようか悩んだが、俺は彼女の覚悟を尊(そん)重(ちよう)し、全身脱毛ならぬ全身脱羽毛をした。

			　……やりすぎたかもしれないが、ハピネスが望んだことだ。

			　脱羽毛の最中、デュークには「隊長、酷(ひど)いっす！」と言われ、シークには「これは僕でも笑えないな～」と言われた。

			　……それでも後悔はしていない。
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			　そんな俺のおかげで、見事人間に化けた三人を引き連れ、だらけ職員クレイマンがいる受付に向かった。

			「クレイマン、コカトリスの討(とう)伐(ばつ)依頼、完了したぞ。死体はギルドの職員に渡しといた」

			「おう、じゃあ依頼の処理しとくぞ。……はぁ、めんどくせ」

			　クレイマンはもう諦(あきら)めたのか、俺に他の受付に行くことを勧めなくなった。

			「あん？　後ろの三人は仲間か？　鎧騎士にガキに……おい、なんかその娘泣いてんぞ……なんかしたのか、お前？」

			「いや、知らないな」

			　とぼける俺に対し、首を傾(かし)げるクレイマン。しかし面倒だからだろう、それ以上は追及してこなかった。クレイマンの性格に感謝だな。

			　そんなこんなで依頼の処理を終え、俺は三人を連れ、セシリアがいるアクアレイン家の屋敷に向かった。

			　屋敷に着くと、門の前にいた兵士に話を通してもらう。

			　確認したところ、セシリアも予定が入っておらず会うことができるようだ。

			　メイドさんに案内され、三人は目的のセシリアに会えた。これで満足しただろうと思い、安心した俺だったが。

			　

			「最低ですね」

			　ハピネスの奴、セシリアと一言二言話して、前身脱羽毛のことをチクリやがった。セシリアの人格を見ぬいての行動だろうか。

			「……優しい」

			　そんな策士ハピネスはセシリアに抱きしめられ、頭をよしよしと撫(な)でられている。俺は正座をして、説教を受けているのに。

			「ヨウキさんは馬(ば)鹿(か)なんですか？　やりようというものがあるでしょう。いくら人間に変装するためとはいえ、女の子になんてことを……反省してください！」

			「おっしゃるとおりです。俺が馬(ば)鹿(か)でした」

			　謝っているうちに、今さら後悔しだした俺。デュークもシークもうんうんと頷(うなず)いている。お前ら少しぐらいは助けろよ。まあ、俺が全部悪いんだけど。

			　結局、必死に土(ど)下(げ)座(ざ)をして謝り、何とか許してもらった。

			「にしても、大きなお屋敷っすねえ」

			「……広い」

			「それでも魔王城の方が大きいけどね～」

			　デュークとハピネスは普通の感想だが、シーク、お前は失礼だ。三人は珍しい物が多いのか、キョロキョロとセシリアの部屋を見て回る。頼むから何か壊したりしないでくれよ……。

			「元部下……ですか。そのわりにはずいぶん慕われているみたいですね」

			　セシリアははしゃぐ三人を見て笑顔をみせる。これを慕っていると言うのだろうか。

			「今はな。でもデュークなんて最初会った時はあんなじゃなかったぞ？　デュラハンは無口な奴が多いんだ。なのにいつの間にか、チャラくなっちまった」

			　最初に会った時を思い出す。

			　魔王様から俺の下に派(は)遣(けん)されたデュークが、最初の部下だった。デュークも俺とセシリアの会話が聞こえたのか口を挟む。

			「最初会った時は、隊長のことが嫌いだったっす。魔王城で隊長かなり有名な魔族だったっすから」

			　頭を上げ、過去を懐かしんでいるようだ。まあ、嫌われていたのは仕方ないな。セシリアは俺が有名だったということを聞き、感心する。……なんか勘違いしているようだ。

			「……言っておくけど、有名って悪い意味でだからな？　良い意味でじゃなくて」

			「え!?　そうなんですか。私はてっきり強さが有名という話だと」

			　そんなんで有名なら中ボスなんてやっていない。

			「隊長は外に出ない引きこもりで有名だったっす。あと、上司のザエキル様に言った言葉も有名っすね」

			「おい、待て、それを言うな」

			　止めたが、セシリアは続けて下さいとデュークを促(うなが)す。

			「いい加減人を襲いに行けと言った上司のザエキル様に『フッ、俺はここから動くことはできん。この部屋が俺に行くなと、そう伝えている。分かったら、この部屋から出た方がいい……俺が俺でなくなる前にな！』って言ったらしいっす」

			　俺の黒歴史がまた一つ暴(ばく)露(ろ)された。セシリアは手で口を押さえ、必死に笑いをこらえている。

			「ザエキル様は怒りのメーターが一回りしたのか、何も言わずに帰ったらしいっす。その後も、何度か隊長を説得しに行ったらしいっす。けど、隊長の相手をするのが疲れたのか、いつしか、ザエキル様も人を襲いに行けと言わなくなったっす」

			　セシリアの我慢が限界を超えたのか、腹を抱えて笑いだした。

			　俺は満面の苦笑い。あの時はいろいろアホだった……いや、今もか。

			「まあ、そんな噂(うわさ)があったんで、嫌いだったっす。でも、一応上司になったんで、俺が正してやろうとしたっすよ！」

			「だからって、いきなり剣を抜くなよって思ったけどな」

			　派(は)遣(けん)初日に襲いかかってきたので、何事かと思った。ただ、結果は言わずもがな。

			「でも、返り討ちにされて、いろいろ吹き込まれて今の俺になったっす！」

			　あの頃はまだ、転生最高と思っていた時期だった。初めての部下ということもあり、かなり精神を改造してしまったのかもしれない。

			「……ほ、他の二人はどういった出会いだったのですか？」

			　まだ笑いがおさまらないのか、お腹を押さえながらセシリアが質問する。

			　ハピネスとシークか。あいつらは――

			「……そういえば、あいつらどこ行った？」

			　先ほどまで、部屋をうろついていたはずなのに姿がない。思い出話に夢中になりすぎて、気がつかなかった。いつの間にか、部屋から出て行ったらしい。やばい、今は人間の姿に変装しているが、万が一という場合もある。

			「急いで探しましょう。屋敷内にはいるはずです」

			　俺たちは二人を探すため、部屋を出た。

			　アクアレイン家の屋敷は広く、探すのは一苦労だ。

			　エントランス、書斎、厨(ちゆう)房(ぼう)と走り回るが見つからない。一(いつ)旦(たん)冷静になり、何か方法がないか考える。

			「そうだ！　ソフィアさんに協力してもらおう」

			　メイド長をやっている彼女なら屋敷に詳しいはず。

			　それに、神出鬼没な人っぽいし、すぐに見つけてくれそうだ。

			　セシリアが賛成し、デュークは分からないけどそれでいいっすとのことだったので、俺たちはソフィアさんのいる使用人部屋へ向かった。しかしそこでは、

			「そうです。完(かん)璧(ぺき)な腰の角度ですね。お辞儀をする際にはその角度を忘れないようにしてください」

			「……承知」

			　ソフィアさんが、メイド服を着たハピネスにお辞儀の角度を教えていた。使用人部屋に入ったら、この状況だ。一体、何があってこうなったのだろうか。
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			「お嬢様にヨウキ様と……そちらの方は初めてお会いしますね。ヨウキ様のご友人でしょうか」

			「お邪魔してるっすよ。俺、デュークっていうっす。よろしく」

			「私はこの屋敷のメイド長を務めさせていただいております、ソフィアと申します。現在、新人のメイドを教育中なのですが、何かご用でしょうか？」

			「ソフィアさん、その子は一体どこにいましたか？」

			「屋敷の廊下を歩いていました。今日は新人のメイドが来る予定なので、道に迷っていたと思い、連れてきたのですが……何か問題がありますか？」

			「問題大ありです」

			　すぐに事情を説明し、ハピネスを解放してもらった。ちなみに、本物の新人の子は不(ふ)審(しん)人物としてメイドに尋問されていたようだ。……俺らのせいじゃない、勘違いしていたソフィアさんが……悪くないな。

			「それにしても残念です。彼女、とても覚えが良かったので、優秀なメイドになれると思ったのに……」

			　がっかりするソフィアさん。ハピネスもわりとノリノリだったらしい。まあ、諦(あきら)めてもらうしかない。名残(なごり)惜(お)しそうな顔でハピネスを見つめるソフィアさんを尻(しり)目(め)に、俺たちは使用人部屋を出た。

			「最後はシークか。あいつはどこに行ったんだ？」

			　ある意味一番怖い。好奇心旺(おう)盛(せい)なので、何をするか分からないからだ。さっさと見つけないと大変なことになるかもしれない。

			「……庭」

			　さすがハピネス、シークがどこに行ったか見ていたようだ。勝手な行動をとったことは許さんがな。ハピネスの情報を頼りに庭に向かった。

			「スースー……」

			「かわいい子ねぇ。迷いこんだのかしら？」

			　庭に着くと、セリアさんにひざ枕(まくら)してもらい、すやすやと眠るシークがいた。何をやらかすか心配だったが、杞(き)憂(ゆう)だったようだ。

			「あ～、ほっとした」

			「良かったっす」

			「……安心」

			「あら……？　ヨウキくん来てたのね。後ろの二人はお友達かしら。……女の子もいるわね」

			　シークの頭を撫(な)でながら尋ねてくる。いやいや、俺を睨(にら)まないでください。

			「はい。普通の友達です。あと、そいつなんですが……。迷惑をかけたりしませんでしたか？」

			　友達というところを強調する。そしてシーク……迷惑をかけていたらどうしようか。

			「あらそうなの？　私、子供好きだから全然迷惑じゃなかったわよ。庭で走り回って遊んでいたから、相手をしていたの。そしたら、遊び疲れたのか寝ちゃったのよねえ」

			　なるほど、それでひざ枕(まくら)をしてくれていたのか。それにしても助かった。物とか壊していたらと思うとぞっとする。この家にあるのは駆(かけ)出(だ)し冒険者の俺じゃ払えない物ばかりだ。

			　二人を無事見つけ、夕暮れになったので帰路についた。別れ際、セリアさんとセシリアがいつでも遊びに来てねと言ってくれた。

			　話をするために一度ミネルバから出て、近くの丘に行く。

			「どうだ、満足したか？」

			「できたっす」

			「……大いに」

			「楽しかった～」

			「じゃあ、そろそろお別れの時間だ。俺は宿に帰るぞ……まさか、このままついてくるとか言わないよな？」

			　俺は三人に背中を向け、首だけ振り向き尋ねる。答えはなんとなく分かるけど。

			「ついていくっすよ」

			「……当然」

			「セリアさんのひざ枕気持ちよかったな～。またやってもらいたいからついてく～」

			　シークの動機が不純だが、やはり全員ついて来るみたいだ。

			「やっぱりな……とりあえず俺の借りてる宿に帰るぞ。ただし、今後については各々で考えろよ」

			　俺の号令で、全員一緒に宿に帰る。

			　というわけで、ミネルバに元部下のデューク、ハピネス、シークが一緒に住むことになった。

			　しかし、ハピネスは翌日、どこからか情報を掴んだソフィアさんに連れていかれた。ソフィアさん、ハピネスのこと諦(あきら)めてなかったんだな。

		

	
		
			第６話　デートをしてみた

			　

			　俺は今、急にセリアさんに呼ばれ、アクアレイン家の前に来ていた。

			　ここに来るまで、靴(くつ)紐(ひも)が切れたり黒猫の獣人が前を通るなど、不吉なことがたくさん起きた。

			「嫌な予感がするな……どうしよう」

			　とは言うものの、呼ばれて来たからには後に引けない。意を決し、俺は屋敷に入る。そこには、メイド服に身をつつんだハピネスがいた。

			「……案内」

			　新人メイドになったハピネスに案内され、セリアさんの部屋へ向かう。

			「……ごゆっくり」

			　綺(き)麗(れい)なお辞儀をして去って行くハピネス。なかなか様になっているなあ。

			　さすが、ソフィアさん直(じき)々(じき)にスカウトされただけある。ハピネスはこういう仕事に向いていたのか。そんな思考をしつつ、ノックをして部屋に入った。

			「あら、来てくれたのね。そこにかけてちょうだい」

			　笑顔のセリアさん。いつも使っているのであろう椅(い)子(す)に座って、俺を出迎える。

			　別に何かを企んでいる雰囲気はない。悪い知らせとかではなさそうだ。言われたとおり、来客用のソファーに座る。

			「今日は何の用事ですか？」

			　不吉なことが立て続けに起こっているので、良い話でありますようにと祈る。

			「実は、セシリアの骨休みに付き合ってあげてほしいのよ」

			「骨休み？」

			　予想外の提案だ。期待に胸を膨らませて、詳しく聞いてみる。

			「最近、婚(こん)約(やく)の話やらパーティーやらが続いて、疲れが溜まっているようなの。だから、今日一日休みを取らせたのよ」

			　どうやら娘の身を考え、無理やり休みを取らせたようだ。確かに最近会いにきても疲(ひ)労(ろう)が溜(た)まっているようだった気がする。

			「まったく、いらない婚(こん)約(やく)話やパーティーが多すぎるのよ。セシリアも真面目な性格だから無(む)下(げ)に追い返したりしないし断らないのよねえ」

			　確かに、セシリアの性格上そうするだろう。だから、休みを取らせたのか。

			「俺は何をすればいいんですか？」

			　無理矢理休みを取らせたのに、俺が来ては意味がない気がする。

			「せっかくの休みだし、セシリアも女の子だから、買い物とか行きたいと思うの。でも、一人じゃかわいそうでしょ？　だから、ヨウキくんに一緒に行ってきてもらいたいのよ」

			　つまり、俺にセシリアとデートしてこいと。だとしたら、これは願ってもないチャンスだ。親公認のデートなら、後ろめたさも感じない。

			「はい、分かりました。行かせていただきます！」

			　俺はテンションを抑えきれず、声を張り上げる。

			　こんなラッキーな日はあるだろうか。今日の不吉な予感は気のせいだったのかもしれない。靴(くつ)紐(ひも)は古くなっていて、獣人はただの偶然だろう。そうに違いない。

			「ヨウキくんなら良い返事をしてくれると思っていたわ。実はもう表に馬車を待機させているの。セシリアもそこにいるわ。ヨウキくん待ちだから、早く行ってあげて」

			　それならばと、俺は失礼しますと頭を下げ、部屋を出た。

			　部屋を出る際に、セリアさんから頑張ってねとエールをもらった。言われなくても好きな子とデートができるのだ、頑張らないわけがない。急いで、セシリアの下へ向かう。

			「ヨウキさん。やっと来ましたか」

			　セシリアは麦(むぎ)藁(わら)帽(ぼう)子(し)を深くかぶり、眼鏡をかけていた。いつもと装いが違うセシリアも、いいかもしれない。いや、すごくいいと思う。

			「ごめん、待ったかな？」

			　一度言ってみたかったこの台詞(せりふ)を言ってみた。前世で一度も言う機会がなかった台詞(せりふ)だ。

			「いえ、大丈夫ですよ。ヨウキさんならすぐ来ると思ってましたから。さあ、早く乗ってください。出発しますよ」

			　俺が乗ると、馬車は町へ出発した。……やばい、馬車の中はセシリアと二人きりだ。二回目だが、デートだと思うと緊張する。

			「顔赤いですよ、大丈夫ですか？」

			　セシリアが俺の顔を覗(のぞ)き込む……って近い近い！　さらに顔を赤くしてしまった俺は、一(いつ)旦(たん)セシリアから離れる。俺は前世から今まで、好きになった子とここまで近づいたりしたことがない。情けない話、免(めん)疫(えき)がないのだ。

			「うん？　俺は何でもないよ」

			　しかし、緊張していますなどと言っては格好悪いのでごまかす。

			「……ならいいのですが。具合が悪いならすぐに言ってくださいね。あと、これ、ヨウキさんの分です」

			「サングラスと帽子？」

			「変装のためにつけてください」

			　そういえば、前回会った時にそんな話をしていたな。だから、セシリアは今日、深い麦(むぎ)藁(わら)帽(ぼう)子(し)を被り、眼鏡(めがね)をかけているのか。勇者パーティーの一人が町で普通に買い物していたら、パニックになること間違いなしだ。実際、レイヴンもプチパニックを起こしていたし。

			「俺は別にいいんじゃないか？　有名でもないんだし」

			「もし私の変装がばれたら、一緒にいるヨウキさんに余(よ)計(けい)な被害が及ぶかもしれませんから」

			　俺に危険が及ぶかもしれないと。なるほど、男の嫉(しつ)妬(と)は怖いからな。いや、セシリアは女性からもすごい支持をもらっているらしいが。

			「わかった。今日は良い休みになるよう、協力するよ」

			　初めてのデートなので、説得力は皆(かい)無(む)だが、一応男として言っておいた方がいいだろう。

			「クスクス、期待してますよ」

			　俺を見て微(ほほ)笑(え)むセシリア。そんなこと言われたら、頑張るしかないな。絶対にこのデートを成功させてみせる。そう決意して、眼鏡(めがね)と帽子を身につける。セシリアから手鏡を貸してもらい自分を見ると、案外雰囲気が変わっていたので驚いた。

			「では、行きましょうか」

			　馬車から降り、人混みに紛れる。

			　通行人がセシリアのことをチラ見してくるが、綺(き)麗(れい)な人と思う程度でばれていないようだ。なんであんな奴とあんな綺(き)麗(れい)な子が、と言われるが気にしない。初めてのデートを楽しむ。

			　デートの定番が分からないが、服屋に行くことを勧めたら了承してくれた。

			　服屋に着き、二人で入ると女性客が多かった。男性客もちらほらいるようだが、ほとんどがカップルだ。

			「これはどうですか？」

			　服を体の前にあて、似合うかどうか聞いてくるセシリア。久々の買い物ではしゃいでいる様子だ。

			　正直どう答えればいいか分からなかったが、何着か選んでもらい、一番似合うと思う服を勧めた。

			「じゃあ、これにしますね。ヨウキさんも買いましょう」

			　セシリアの買う服が決まり、今度は俺が買う服を決める。今度は俺が何着か選び、セシリアが決めてくれた。

			「いい買い物をしました。今日は楽しいですね。最近疲れが溜まり気味だったので、良い休みになりそうです」

			「そう言ってもらえると俺も嬉しいよ」

			　まだデートの序(じよ)盤(ばん)だ。時間もあるし、行ける場所はたくさんある。

			　もっと楽しませることができれば、セシリアの笑顔をもっと見ることができるかもしれない。

			　お互いに笑顔で服屋をあとにした。

			　今日は良い一日になる、俺もセシリアもそう思っていた。そう、この時までは。

			　事件が起こったのは、次に行った場所。服屋の近くにあったアクセサリー店でだった。

			　女性はアクセサリーの類が好きだろうと思ったので、俺から誘った。

			「セシリア、ここに入ろう」

			　セシリアに似合う物があるかもしれない。

			　ここで時間を使い、食事をする、完(かん)璧(ぺき)だ。初デートの分際でと言われるかもしれないが、セシリアが楽しんでくれればいいのだ。

			「アクセサリー店……ですか。いいですよ」

			「あれ？　もしかして、セシリア!?」

			　セシリアの了承を得て店に入ろうとしたら、不意に声をかけられた。

			　振り向くとそこには、同じく帽子と眼鏡(めがね)で変装した勇者くんと、魔法使いがいた。

			　今日の不吉な予感はこれだったようだ。勇者くんが満面の笑みを浮かべる。隣の魔法使いが渋い顔しているのに気づけよ。

			「セシリアー、セシリ……むぐっ!?」

			　名前を呼びながら手を振る勇者くんだが、横にいた魔法使いに口を塞(ふさ)がれる。

			「ちょっとユウガ、馬(ば)鹿(か)じゃないの？　私たちの名声を忘れたわけじゃないわよね」

			　何やら小声で説教をしているようだ。内容はなんとなく想像できる。

			「僧(そう)侶(りよ)だって変装してお忍びで来てるのに、名前呼んだら周りの人にばれるでしょ!?　ちょっとは頭を使いなさい」

			　かなりぼろくそに言われている。正論すぎたのだろう。勇者くんは何も反論せず、こくこくと頷(うなず)くだけだった。

			「わかったよ。ごめんねミカナ、セシリア」

			「ふん、分かればいいわ！」

			「はい、私も……」

			　小声で謝る勇者くん。どうやら自分が悪いと自覚したらしい。少し考えたらすぐ分かることだしな。

			「ところで、セシリアはどうしてここに？　僕たちは久しぶりに休みを取って、遊びに来てるんだ。よかったらセシリアも一緒に遊ばない？」

			　おいおい、勇者くんは俺のこと見えてないのかよ。さすがに風景と同化できるほど影は薄くないぞ。

			「すみません。私も今日は休みを取っているのですが、連れの友人がいますので……」

			「友人？」

			　勇者くんがセシリアに言われて、やっと俺の存在に気づいたようだ。なんか俺を見て微妙な表情している。好きな人が自分以外の男といたら、当たり前か。

			「ああ……じゃあ、彼も一緒に連れて遊ぼうよ！」

			　ついでみたいな言い方だな。勇者くんは俺の冷ややかな視線に気づかず、返事も聞かないで、セシリアの腕を引っ張り店の奥に入って行った。

			　積極的にいったのかもしれないが、セシリアはあまり良い表情をしていなかったぞ。

			　取り残された俺と魔法使いだったが、彼女が不満を口にする。

			「まったく、ユウガと二人でデートだったのに……とんだ災難よ」

			　置いていかれた魔法使い。たしか、ミカナだったか？　こっちだってそうなんだがな。

			「せっかく二人で無理矢理休みを取って、天気がいいから昔みたいに買い物に行きましょうって誘ったのに……」

			　昔みたいにって、勇者くんとは幼(おさな)馴(な)染(じ)みなのだろうか。はあ……とため息をこぼしている。俺だって、初めてのデートを邪魔されてイライラだ。

			「……あんた、あの僧(そう)侶(りよ)のこと好きなの？　一緒にいたんだし、デートだったんでしょ？」

			　いきなり答えづらい質問をされた。どう答えるべきだろうか。

			「ふん、答えなくてもわかるわ。せいぜい頑張ってちょうだい。そうすればユウガも僧(そう)侶(りよ)のこと諦(あきら)めてくれるかもしれないから」

			　なんか応援された。ビッチかと思っていたが、意外と勇者くん一筋なのかもしれない。少しは見直した方がいいかもな。

			「まあ、あんたみたいな冴(さ)えない顔じゃ、あんまり期待はできないか」

			　前(ぜん)言(げん)撤(てつ)回(かい)だ。こいつはビッチじゃないかもしれないが、性格は悪い。しかし、多少見直したので、心の中では名前で呼んでやろう。

			「何ボサッとしてんのよ。あの二人をいつまで放っておくつもり？　先行くわよ！」

			　俺を置いてずかずかと店に入っていくミカナ。

			　確かにミカナの言うとおりだ。可能性は皆(かい)無(む)に等しいが、良い雰囲気になっていたら困る。

			　俺もミカナに続いて店に入った。

			　店内はカップルが多い。たぶん、男性が女性にプレゼントするためとか、そういう理由でだろう。少しキョロキョロと辺りを見回すと、セシリアと勇者くんを見つけた。合流したミカナも一緒だった。

			「あ、ヨウキさん、すみません。置いていってしまって……」

			　別にセシリアが悪いわけではないので、謝る必要はない。引っ張っていった勇者くんが悪いだろう。口には出さないが。

			「いや、気にしてないよ。それにしてもいろんなアクセサリーがあるな」

			　店内には指輪にブレスレット、ネックレス、ブローチ、イヤリングと、値段も安価な物から高価な物まで、いろんなアクセサリーがあった。

			「せっかくだし、何か買おう。どれにする？」

			　俺の言葉に勇者くんが反応した。

			「そうだね。僕もミカナとセシリアに何か選ぶよ」

			　イケメンスマイルでそう言う勇者くん。張り合っているのか？　自分も選ぶということは、遠回しに勝負だと言いたいのだろうか。

			　俺はセシリアにしか買わないぞ。

			「じゃあ、俺も選ぶよ」

			　どれにしようかと、アクセサリーを選びだす男二人。

			　ミカナは勇者くんに選んでもらえると言われたからか、満足げな表情だ。一方のセシリアは苦笑い。おそらく、勇者くんが張り合ってきたからだろう。

			「……さて、どうするか」

			　前世から今まで、女性にプレゼントなんて母親にしか贈ったことがない。プレゼント選びはセンスが問われるが、俺にそのセンスがあるかどうか。店内を物色していると、一つの商品に目がいった。

			「……お。これいいかも」

			　目についたのは、手頃な価格のネックレスだ。低価格だが、作りはしっかりしているし、貧(びん)乏(ぼう)臭(くさ)くもない。我ながら良い物を選んだかもしれない。

			「セシリア、これどうかな？」

			　俺は選んだネックレスをセシリアに渡す。試しにとつけてもらったが、結(けつ)構(こう)似合っていると思う。

			「ヨウキさん、中々見る目があるんですね」

			　鏡を見て確認するセシリアを見る限り、気に入ってくれたみたいだ。

			「セシリア、僕が選んだ物もつけてくれないかな」

			　せっかく二人で良い雰囲気になりつつあったのに、横から勇者くんが割り込んできた。空気読めよと言ってやりたいが、相手が相手なのでこらえる。そんな勇者くんが持ってきたのは、豪華な装(そう)飾(しよく)が施されたいかにも高価な髪(かみ)飾(かざ)りだった。宝石がごちゃごちゃ使われすぎていて、ごつい感じがする。

			　おいおい……高けりゃいいってもんじゃないだろ、センスを疑うぞ。ミカナもセシリアも顔が引きつっている。これはないと女性陣二人も思っているようだ。

			「僕がつけてあげるよ」

			　勇者くんは、全員から酷(こく)評(ひよう)をくらっているとは微(み)塵(じん)も思っていないのだろう。髪(かみ)飾(かざ)りを付けるためにセシリアの麦(むぎ)藁(わら)帽(ぼう)子(し)をはずす。

			「……って、おい！」

			「っ馬(ば)鹿(か)！」

			　まさか、という行動をしたので、俺もミカナも止めるのが遅れてしまった。勇者くん以外の三人がやばいという表情になる。

			「あれ、セシリア様じゃないか!?」

			「横にいるのは勇者様じゃないかしら!?」

			「よく見るとミカナ様もいるぞ！」

			　顔をあらわにしたせいで、芋(いも)蔓(づる)式(しき)に正体がばれてしまった。結果、一瞬にして店内は大混乱となる。俺は殺到した人々に流され、一緒にいたはずなのに野次馬の一人と化した。

			「ユウガの馬(ば)鹿(か)！」

			「セシリア、どこー？」

			「ヨウキさん、どこですか!?」

			「って押すな、店に迷惑だろう！　一(いつ)旦(たん)全員外に出ろ！」

			　店の外に出るようにうながし、店内から脱出したが混乱はおさまらない。

			　人がどんどん集まり、質問攻めにされる三人。

			「きゃああ、勇者様がデート!?」

			「勇者様、どちらが本命なんですか!?」

			「王女様との婚(こん)約(やく)の話は？」

			「セシリア様は婚(こん)約(やく)話をずっと断っていたようですが、勇者様のためですか？」

			「ミカナ様はどうするんですか？」

			「あれ？　さっきもう一人いたような……」

			　三人が質問攻めにされるなか、俺はずっと人混みにもみくちゃにされていた。

			　

			　それから三時間後、俺たち四人はぐったりしていた。騒ぎが収まり、近くの公園でやっとくつろぐ。

			「……セシリアにミカナ、あと君もよかったら、これから夕食に行ったりは……」

			「行くわけないだろ！」

			「行かないわよ！」

			「遠慮させていただきます！」

			　三人の心が一つになった瞬間だった。騒動を起こした張本人が何を言っているんだか。もうこれ以上の騒動はごめんだ。

			「あはは……だよね」

			　少しは反省してほしい。セシリアとのデートが台なしになってしまった。セシリアの身体の疲れを取るつもりが、逆に疲れさせてしまった。

			「今日はもう、解散しよう……」

			　俺の案に皆が賛成した。結局、俺の初デートは見事に失敗に終わったのである。

			　勇者くん……いやユウガ。覚えていろよ、この恨みは忘れんぞ。

			　

			　翌日、邪魔をした腹いせに、ユウガに呪(じゆ)詛(そ)を唱えていたら、セリアさんからまた呼び出しをくらった。内容をなんとなく察しつつ、アクアレイン家の屋敷を訪れた。

			「何の用だ。まあ、考えるまでもないか」

			　おそらく説教だろう。娘のために無理矢理取らせた休みを台なしにしたのだ。どんな目に遭(あ)わされるか、考えるだけでも恐ろしい。

			　ソフィアさんとタッグで来る気だろうか？　それこそ死ぬかもな。怖いがとっとと入ろう。

			「……隊長」

			　屋敷に入ると、昨日と同じくハピネスが出迎えてくれた。セリアさんの部屋に案内される。そして別れ際、

			「……骨は拾う」

			　そう言ってハピネスは去っていった。どんな目に遭(あ)わされるのか、恐怖が頭を過る。しかし、けじめはつけねばならないので、覚悟を決めて部屋に入った。

			「いらっしゃい、来てくれたのね」

			　昨日同様、笑顔で迎えてくれたセリアさんだが、よく見ると目が笑っていない。かなり怒っている。とりあえず、謝ろうと思い土(ど)下(げ)座(ざ)をしようとしたら、先に本題に入られた。

			「実はセシリアが倒れてしまったの。昨日あった騒動で疲れが限界を超えたみたいでね、帰ってすぐによ」

			　セシリアが倒れたという話に驚(きよう)愕(がく)し、セリアさんに詰め寄る。

			「セシリアが倒れた!?　セシリアは大丈夫なんですか！」

			「落ち着きなさい。今は自室で寝かしているわ」

			　セリアさんに諭(さと)され、その場で膝(ひざ)を落とす。

			「そんな……」

			　まさか、セシリアが倒れてしまったなんて。昨日のことを考えると完全に俺のせいだろう。罪(ざい)悪(あく)感(かん)で押し潰されそうだ。

			「まあまあ、そんなに落ち込まないで。軽い風邪みたいだから。数日で治ると治(ち)療(りよう)師(し)の方も言っていたから大丈夫よ。安心して」

			「そうですか……よかった」

			　口ではそう言いつつも、内心では全く違う。軽い風邪だろうが、数日で治ろうが、体調を崩したのは事実だ。そして、原因を作ったのは俺だ。安心などできるはずがない。

			「ヨウキくんにはあまり怒っていないわ。昨日セシリアに同行するよう頼んだのは私だもの。むしろ、怒っているのは勇者様に対してなのよ」

			　どうやら、昨日の大騒動を知っているらしい。セリアさんが冷めた笑みを浮かべた。

			「先ほど、勇者様が来たのよね。どこから情報をつかんだのか分からないけど、セシリアの看病をすると言って」

			　セリアさんの冷めた笑みがやばくなってきた。気のせいだろうか、部屋の中が冷えてきたような気がする。

			「かわいい娘のために取らせた休みを台なしにした張本人を屋敷にあげるなんて。私そこまで優しくないのよねぇ。だから、丁(てい)重(ちよう)にお断りして帰ってもらったの」

			　ふふっと笑うセリアさん。俺が言われたわけでもないのに不思議と寒気がする。

			　自(じ)業(ごう)自(じ)得(とく)とは言え、面と向かって言われた勇者くんには同情するな。そうとう怖かったろうに。

			「だけど、ヨウキくんは別よ。先ほど説明したとおり、こちらから頼んだことだったから、ヨウキくんに非はないわ。セシリアも、あなたは自分を楽しませようと頑張っていたと言っていたしね」

			「セシリアがそんなことを!?」

			　マジで、勇者くんたちと出会わなかったら、初デートは成功していたのではないだろうか。そう考えると昨日は相当運が悪かったな。

			「本当に昨日は残念だったわ。だけど、また機会があればお願いね。セシリアは満(まん)更(ざら)でもなかったみたいだから」

			　今日はそれを伝えるために呼んだのだろうか。俺が落ち込んでいると思い、セシリアが気を使ってくれたのかもしれない。まあ、俺の勝手な想像だけどさ。

			「俺も楽しかったですし。機会をもらえるなら喜んで引き受けます」

			　昨日は確かに残念なことになったが、次は成功させてみせる。俺の言葉にセリアさんが優しい笑みを浮かべた。

			「よかったら帰る前にセシリアに会っていってあげて。よく寝ていたようだけど、そろそろ昼食の時間だから起きていると思うの」

			　体調が悪い中、会うのはどうかと思ったが少しの時間だけということで、見舞っていくことにした。

			　ノックをしてセシリアの部屋に入る。セシリアは寝間着姿で眠っていた。熱があるからか、少し顔が紅い。

			「ヨウキさん、来ていたんですね……。すみません、こんな姿で」

			　喋るのも億(おつ)劫(くう)そうだ。本当に軽い風邪なのか？　やはり、長居はしない方がよさそうだ。

			「いや、すぐ帰るから大丈夫。昨日はごめん。せっかくの休みを……」

			　台なしにしてと続けようとしたが、先にセシリアが口を開いた。

			「……ヨウキさんは悪くありませんよ。昨日は……誰が悪かったんでしょうね？」

			　そう言って微(ほほ)笑(え)むセシリア。誰が悪いって……、俺とユウガのせいだろう。誰も責めないのは、さすがセシリアといったところだ。……優しすぎる。だけど、それでいいのだろうか。

			「やっぱり、俺が悪いよ」

			　休みを潰したこと、体調を壊してしまったこと。この事実は変わらない。

			　うじうじするなと言われるかもしれないが、これが俺なのだ。いくらチートを持っていようが、前世からの本質は変わらない。

			「……じゃあ、ヨウキさんが悪いということにしておきましょうか」

			「そうそう、俺が悪い……って、え？」

			　さっきまで誰も悪くないと言っていたのに、簡単に俺が悪いことになった。

			「ヨウキさんのせいで私の休みが一日無(む)駄(だ)になったんです。……その代わり、次の休みはしっかりしてくださいね？」

			　それはつまり、次のデートの約束ということだろうか。頭の中で情報処理をした瞬間、俺の中で厨(ちゆう)二(に)スイッチが入った。

			「……フッ、任せておけ。昨日は失敗したが、次はそうはいかん。必ず成功させてみせる。期待しているがいい！」

			　俺は自信満々に宣言すると、そのまま高笑いしポーズを決める。

			　そんな俺を見てセシリアは微(ほほ)笑(え)んでくれた。

			　これはチャンスではないかと思い、セシリアの手を握ろうと一歩踏み込む。するとその行動を阻(そ)止(し)するが如く、急にがしっと腕を捕まれた。せっかく良い雰囲気だったのに、邪魔するなよと思い振り向くと、

			「ヨウキ様、お嬢様は病人です。お部屋の中ではお静かにお願いしたかったのですが……少しお話をしましょう。お嬢様失礼致します」

			　そこには無表情のソフィアさんがいた。やばい、逃げたいが、逃がしませんよと言わんばかりのオーラを発している。

			　ぺこりと綺(き)麗(れい)なお辞儀をし、腕を掴まれ、俺はズルズルと部屋の外へ引っ張られた。セシリアが微(ほほ)笑(え)みながら手を振る。

			　早く体調が良くなるといいなぁ、そう思いつつ俺も笑顔で手を振り返すのだった。

			　もちろんその後、俺がソフィアさんにこってりと説教されたことは言うまでもない。

		

	
		
			第７話　友人と依頼に行ってみた

			　

			　セシリアの体調が回復してから数日が経ったある日。

			　今日はギルドに仕事をしに来た。だが、

			「なあ、聞いてくれ。最近、嫁がすげぇ機(き)嫌(げん)がいいんだ」

			「知らねえよ」

			　なぜかクレイマンのノロケ話を聞くはめになった。

			　いつもは目が死んでいる魚みたいなくせして、今日は輝いている。口もむっつりした感じが、にやけっぱなしだ。正直、面倒だ。

			　他の職員や冒険者も俺が見ると目をそらす。おそらく、朝からずっとこの調子なのだろう。

			　職員は深くため息をこぼし、冒険者はテーブルに突っ伏している。被害者は俺だけではなさそうだ。

			　……というか、こいつ結婚していたのか。よく結婚できたな。嫁さんはこいつのどこに惚(ほ)れたんだ？　よっぽどの世話好きじゃないと、好きになれないんじゃないだろうか。

			「なんか仕事場でいいことがあったらしくてよ。俺にすげぇ優しくしてくれんだよ」

			「ふーん」

			　そんなんで優しくしてくれるなんて、良い嫁さんだな。もし、セシリアと結婚したら毎日優しく……っていかんいかん。クレイマンと同じにやけ顔になるところだった。
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			　そのまま、長々とノロケ話を聞かされる。俺以外にも同じ話をしているのだろうに。いい加減うんざりしてきたところで、突如、ギルドの入口が騒がしくなった。さっきまで嫌な顔をしていた職員や、テーブルに突っ伏していた冒険者の姿が消える。

			「何だ？　騒がしいな」

			　クレイマンが受付から身を乗り出し、ギルドの入口を見る。ギルドにセシリアが来た時もこんな状況だったな。もしかして……かもしれない。期待に胸を躍らせて振り向く。

			「……」

			　騒ぎの中心にいたのは、レイヴンだった。

			　勇者パーティーの一人ということには違いない。

			　しかし、何でまたギルドに来たんだ？

			　身振り手振りで人を避け、こちらに向かってくる。

			　俺の下に来ると、親指でギルドの入口を指差した。俺に何かを伝えたいみたいだが、人がいるから声を出せないらしい。

			　一体、何の用事かと思ったが、ギルドに来て入口を指差したことから想像がついた。

			「クレイマン、レイヴンと依頼を受けたいんだけど、良いやつあるかな？」

			　多分、俺と依頼を受けたいのだろう。せっかく友人になったのに、どこにも行ったことがなかったし、訓練がてらといったところか。

			　レイヴンが俺の服の袖を掴んで引っ張っる。早く依頼に行きたいという意思表示だろう。というか、ギルドが騒がしいな。セシリアが来た時も同じような状況になったし、仕方ないか。まあ、主に女性からの俺への罵(ば)声(せい)がほとんどだけどな。

			「おう、これでいいんじゃねえか？　ハガラズ山の麓(ふもと)で暴れるロックドラゴンの討(とう)伐(ばつ)依頼だ。乗り合い馬車を使えば、今日中には帰ってこれるだろ」

			　クレイマンが勧めてきたのは、ランクＢの依頼だ。

			　ランクＣの俺は本来受けられないが、レイヴンが一緒ならば受けられる。勇者パーティーのレイヴンとチート持ちの俺だし、むしろ余裕だ。

			「よし、それに決めた。じゃあ、早(さつ)速(そく)行ってくるぜ！」

			　俺は依頼の手続きを済ませ、レイヴンを引っ張りギルドを出た。

			　ギルドを出る時、人に揉(も)みくちゃにされたが、強引に突破した。レイヴンは急いでいたようだったし、いつまでも立ち往(おう)生(じよう)してられないからな。人混みを振り切り、ハガラズ山の近くまで向かう乗り合い馬車に乗った。

			　

			「え……依頼じゃないの？」

			　ハガラズ山は馬車で移動して二時間かかる場所だ。

			　ゆっくり馬車に揺られていようと思ったら、カミングアウトされた。ちなみに、乗り合い馬車ということで、周りに人がいるため、小声での会話だ。

			「……買い物に付き合ってもらって、帰りに食事でもと思って誘いに来たんだ」

			　あの時、レイヴンは一緒に出かけようと伝えたかったらしい。

			　確かに、依頼に行くにしてはレイヴンの格好は軽装すぎる。服装を見て気づくべきだったな。

			「勘違いしてごめん」

			　すまないと思い、頭を下げる。レイヴンは城で騎士をしているので、貴重な休みだったのかもしれない。

			「いいんだ。友人との依頼も初めての経験だから」

			　少し顔を赤らめるレイヴン。どうやら、許してくれるらしい。心が広くて良かった。

			「そうだ、早く依頼が終わったら、買い物して、飯を食いに行こう。俺たちなら頑張れば夕方には帰れるかもしれないし」

			「そうだな、よし、そうしよう！」

			　やはり、買い物と食事に行きたかったようで、レイヴンが笑顔を浮かべる。それはそれで良いのだが、俺は気になっていることがあった。

			　レイヴンの服装についてだ。

			　確かに、私服だとイメージが変わる。

			　しかし、眼鏡(めがね)や帽子などは持ってきていないようだ。変装について全く考えていないっぽい。先日の大騒動を考えると、また巻き込まれるのはごめんだ。レイヴンのためにも注意しておこう。

			「出かけるのはいいんだけどさ。レイヴンにツッコミたいところがあるんだけど、分かるか？」

			「……いや、俺が何かしたか？」

			　レイヴンは分からないようで、首を傾げる。

			「勇者パーティーが、町で普通に歩いていたら騒ぎが起きる。この前レイヴン以外の勇者パーティーが、町の装(そう)飾(しよく)品(ひん)店で大騒動を起こしたこと知らないか？」

			　あの時のようなことはもう起こってほしくない。すごく疲れたし、店にも迷惑がかかった。

			「……それは知っている。ユウガたちは何をやっているんだかと思った。ミカナやセシリアがいながら、騒動が起きるとは思わなかったが……」

			　いや、レイヴンも人のこと言えないけどな。さっき、普通に出かけようとしていたし。同じことをしている自覚はないのか。男性陣がこの調子だ、きっと勇者パーティーは女性陣が旅の舵(かじ)取(と)りをしていたのだろう。

			「俺が持っている変装グッズを貸すから。それで変装してから出かけよう。まあ、変装と言っても顔隠すだけだけどな」

			　初デートの記念にとっておいてあるのだ。結局アクセサリーは買えなかったので、後から寄って買うのもよいかもしれない。

			　そうこうしている間に、馬車がハガラズ山の近くへと着いた。馬車を降り、歩みを進める。急げば、十数分で着く距(きよ)離(り)だ。

			　余(よ)計(けい)な体力を使わないため、山ではお互いに無言が続く。

			　ハガラズ山に着くと道が険しくなり、リザードマンやジャイアントホークといった魔物にも襲われた。

			　リザードマンは剣と盾を持った蜥蜴(とかげ)人間。ジャイアントホークは名前のとおり巨大な鷹(たか)である。

			　レイヴンの剣技、俺の魔法があれば大した敵ではなかった。それでも、いつ、どこから敵が出てくるか分からない緊張状態が続き、お互いに無言が続いていた。

			「……ヨウキ、この依頼が終わったら、相談したいことがある」

			　沈(ちん)黙(もく)をやぶり、いきなりレイヴンが口を開いた。……なんか死亡フラグっぽい言い方だ。まあ、レイヴンに限ってそんなことはないだろうが。

			「分かった。じゃあ、さっさと倒すか」

			　そのタイミングで、ズシンズシンと音を立て、何かが近づいて来た。

			　……本当に死亡フラグじゃないだろうな？

			「来たぞ、構えろ！」

			　レイヴンが鞘(さや)から剣を抜き、俺は魔法主体のため武器がないので、軽く身構える。

			　すると、討(とう)伐(ばつ)対象であるロックドラゴンが現れた。

			「いくぞ。《ストームブロウ》」

			　風の中級魔法《ストームブロウ》は、小規模だが威力のある竜巻を腕に纏(まと)わせる魔法だ。

			　この腕でロックドラゴンを殴り、頑(がん)強(きよう)な岩肌を削りとる。そして、岩肌に隠れた素(す)肌(はだ)が露出する。

			「よし！」

			　露出した肌をレイヴンが切り付ける。切られたことにより、ロックドラゴンが暴れるが、レイヴンは余裕でかわし、さらに剣で切り裂いていく。相手は鈍(どん)重(じゆう)なので、気をつけていれば攻撃は当たらない。

			　いくらドラゴンと言っても、相手が悪かったな。

			　この作業を繰り返し、危なげなくロックドラゴンを倒した。……良かった、死亡フラグではなかったようだ。

			「お疲れさん。早く終わって良かったな」

			　魔法を解除し、剣を納めたレイヴンに言う。

			「……そうだな。ロックドラゴンの死体はギルド職員に任せて、証拠だけ持って行こう」

			　ロックドラゴンは大きく、全部の死体は持っていけないので、一部だけ持っていくことにした。

			「じゃあ、帰って買い物に行って食事だな」

			　その後、ハガラズ山を降り、馬車に乗ってミネルバに戻る。

			　ギルドに行き、すぐに報告をして俺が借りている宿に向かった。道中、軽い騒ぎになったが、何度も囲まれるほどアホではない。前回の経験を生かしてすぐに逃げる。とはいえ、結局宿に着いたのは日が暮れた頃になってしまった。

			「ほら、帽子と眼鏡(めがね)だ。……もう時間が時間だし食事しかできないけどな」

			　レイヴンにセシリアからもらった変装グッズを渡す。

			「……ああ、助かる」

			　帽子を被り、眼鏡(めがね)をかける。……なんか似合ってるなあ。

			　やはり、イケメンはどんな格好をしてもイケメンらしい。まったく不公平な世の中だ。

			　変装を終えたレイヴンだが、念のため、剣は持って行かず俺の部屋に置いていくことにした。

			　宿を出て、飯屋に向かうと変装の効果か、特に何も起こらずに目的地に着くことができた。

			　お互いに空(くう)腹(ふく)だったためか、すぐに注文して食事にありつく。

			「そういえば、相談があったんじゃないのか？」

			　食べながら、レイヴンに尋ねる。

			　確か、ロックドラゴンと遭(そう)遇(ぐう)する直前に相談したいことがあると言っていたはずだ。

			「……ああ、聞いてくれるか？」

			「俺でいいなら、な」

			「実は……好きな人ができたんだ」

			　レイヴンの口から放たれたのは、俺の予想を裏切る恋愛相談だった。

			「好きな人ができた……か」

			「すまない。相談できそうな相手が、ヨウキしかいなくてな……」

			　レイヴンは声にコンプレックスを持っているからな。周囲に気軽に相談できる人間がいないのだろう。

			　ましてや恋愛相談だし。

			　そんな中、俺に相談してきたのだから、信頼されていると受け取ってもいいのかな。

			　しかし、前世でも転生しても、女性と付き合ったことがない俺に恋愛相談か。完全に相談する相手を間違っている。

			「相手はどんな子なんだ？」

			　せっかくできた友達だし、無(む)下(げ)には扱いたくないので一応相談に乗る。

			「……彼女は俺の声を馬(ば)鹿(か)にしなかったんだ。むしろ、良い声、羨(うらや)ましいって。それで……」

			　なるほど。声がコンプレックスだったレイヴンにとっては、かなり嬉しい出来事だったのだろう。普通なら見た目とのギャップで笑ったり、驚いたりするからな。

			「なるほど。それで惚(ほ)れたと」

			　思ったより、普通の恋愛相談だな。レイヴンは恥ずかしいのか顔を紅くし、頬(ほほ)をかく。

			「……俺はどうすればいい？」

			　オドオドしながら相談する姿は、まるで思春期の中学生のようだ。まあ、声のせいで女どころか男友達も作らず、今まで剣一本で生きてきたわけだし。こういう話に疎(うと)いのはわかるけどさ。

			「好きなら、告白してみたらどうだ？」

			　世界を救った元勇者パーティーの一人。イケメンだし、声のこともクリアしているなら、良い返事をもらえるだろう。

			「……自信がないんだ。剣一本で生きてきた俺に、告白なんて。それも、知り合ったばかりの娘(こ)に……」

			　想像していたとおりの理由で告白を避けているみたいだ。イケメンなのだから、自信を持てよと思う。このままじゃ、普通にアドバイスしても、いや、しかし、でも、となってしまいそうだ。友人が困っているわけだし、久しぶりにスイッチを入れよう。

			　……また一つ、俺に黒歴史が増えるな。

			「フッ、レイヴン、お前は自分のことをよく知らないのか!?」

			　ビシッとレイヴンを指さす。

			　レイヴンはいきなり俺のキャラが変わったので困(こん)惑(わく)する。だが、俺は止まらない。

			「顔はイケメン、背も高い、おまけに世界を救った勇者パーティーの一人。声が変わっている？　それぐらいでお前を笑う奴など捨て置け！」

			　レイヴンは話は聞いているが、俺の変(へん)貌(ぼう)のためか反論してこない。これはチャンスだと一気に畳みかける。

			「俺を見ろ。顔は冴(さ)えない、中肉中背、仕事はただの冒険者。告白は何回もして、何回もフラれた。だが、今の俺はどうだ。不幸な顔をしているか？　してないだろう。お前なら大丈夫だ。自分を信じろ」

			　最後に決めポーズをし、俺は厨(ちゆう)二(に)モードのスイッチを切り、レイヴンの返答を待つ。

			「……ふっ。そうか、そんなもんか」

			　レイヴンは何だか穏やかな表情をして、笑い始めた。

			「……何だか、難しく考えすぎていたかもしれないな。ありがとう、ヨウキに相談してよかったよ」

			　どうやら、説得に成功したようだ。引かれて終わったらどうしようかと思っていたので、安(あん)堵(ど)した。

			「ははは、そう言ってもらえると、こっちも相談にのった甲(か)斐(い)があったよ」

			「……実は明日も休暇をとっているんだ。彼女に告白してみる。よかったら明日ついてきてほしい」

			　決意を固めたものの、不安が残るためなのか。せっかく友人が勇気を出して一皮剥(む)けようとしているのだ。たきつけた俺が背中を押さないわけにはいかない。

			「それぐらい大丈夫だ。明日、頑張れよ！」

			　そう言ってその日は別れた。

			　

			　翌日、ギルドの受付にてレイヴンを待つ。ギルド内はがやがやといつも以上に賑わいを見せていた。

			　昨日レイヴンが来たことによる余(よ)韻(いん)が残っているのか。今日も来るが、ちゃんと変装してくるように言ってあるので、騒ぎにはならないだろう。

			「……おい、今日は依頼受けねーのか？」

			　昨日の幸せモードから打って変わって、だらけモードに戻ったクレイマンが尋ねてくる。

			「今日は友人を待っているんだ。依頼じゃないよ」

			　普段、俺以外の冒険者は他の綺(き)麗(れい)なお姉さん職員がいる受付を利用している。

			　だらけ職員、クレイマンの受付に来る冒険者は俺ぐらいのものだ。

			　だから、クレイマンの受付に座っていても誰も文句を言わない。むしろ、昨日は感謝されていたぐらいだ。

			「まあ、俺に仕事がこねえならいいがな。なんなら一日中何もしないでそこにいていいぞ」

			「何が悲しくてこんなところで一日を過ごさなきゃならん。友人を待っているだけだっての」

			　クレイマンとどうでもいい会話をしていると、不意に肩を叩かれたので振り向く。そこには、昨日貸した変装グッズを身につけたレイヴンがいた。

			　緊張しているせいか、表情が硬い。まだ告白する相手の家にも着いていないのに、大丈夫だろうか。

			「大丈夫か？　昨日ちゃんと寝れたか？」

			　レイヴンはこくこくと頷(うなず)くが、やはり動きが硬い。このままギルドにいるとぼろを出しそうな気がしたので、急いでギルドを出た。ガチガチに緊張しているレイヴンをほぐすため、深呼吸をさせる。

			「いいか。レイヴンは勇者パーティーの一員で騎士団長もやってたりするんだろ？　それだけ自分はすごいんだって、自覚を持て！　レイヴンならやれる」

			　自信さえつけさせれば勢いで告白できるはずだ。

			「……大丈夫かな」

			　俺の考えとは裏(うら)腹(はら)に、弱気な発言を連発する。俺が今日ついて来てなかったら、帰ってたんじゃないか。ここまで来たのだから、帰す気はないけれど。

			　レイヴンの好きな子の家に行く道中、俺はずっとレイヴンを励まし続けた。俺の励ましにより、目的地に着く頃には、レイヴンの決心が付いたのだが。

			「え……!?」

			　目的地はアクアレイン家の屋敷だった。レイヴンを励ますのに夢中で気づかなかったな。それにしても、目的地がここということは、レイヴンの好きな相手はセシリアなのか。セシリアの優しさに惹(ひ)かれた可能性は充分考えられる。

			　勇者パーティーで旅をしていた頃に、事が起こっていたとしてもおかしくない。

			　昨日、レイヴンが立てた死亡フラグを思い出す。

			　あれはもしや、俺に立っていたのか!?

			「……ありがとう、ヨウキのおかげで告白する勇気が出たよ……ここからは俺一人で行く。ヨウキはここで待っていてくれ」

			　俺が内心パニックに陥(おちい)る間に、レイヴンは変装を外し屋敷に入っていった。ライバルの背中を押していたとは、なんということだ。

			　セシリアが良い返事をするか……二人の関係がわからないから、なんとも言えない。

			　屋敷の前で、一人オロオロしながら待つこと数分。かなり暗い表情をしたレイヴンが戻ってきた。

			「……フラれたよ。『無理』って言われた。……ヨウキ、相談にのってくれたのにすまない……」

			　やばいな、目がクレイマン以上に死んでいる。初めての失恋は精神的ダメージがでかいからな。俺も経験しているからよく分かる。

			　友人として、このまま放ってはおけない。

			「いや、それは別に気にしなくていいよ。それより、どこか行かないか？　休暇なら昨日あまり遊べなかった分……」

			「今日はもう解散しよう。また、な……」

			　レイヴンは首を横に振り、悲しげに言い放つ。がっくりと肩を落とし、来た道を戻っていった。

			　小さくなっていくレイヴンの背中を俺は黙って見続けることしかできなかった。

			　喜ぶべきなのだろうが、釈然としない。ライバルが減って嬉しいとか、そんな感情が全然浮かばなかった。

			　友情か恋か……俺はどっちも譲れないヘタレなのだろう。

			　セシリアを取られずに安(あん)堵(ど)する俺と、友人の恋が実らずに悲しむ俺がいた。

			「……セシリアに会っていこう」

			　レイヴンがなぜフラれてしまったのか。お節(せつ)介(かい)かもしれないが、理由を知るために屋敷に入る。いきなり屋敷を訪れて不(ぶ)躾(しつけ)なことをしたと思ったが、セシリアへの取り次ぎをお願いすると、すんなり通してくれた。

			　セシリアの優しさに感謝だな。

			「さっきレイヴンが来たと思うんだけど、そのことについて話があるんだ！」

			　部屋に入っての第一声がこれだ。なんでふったのかなんて、ストレートに聞けない。しかし、遠回しに聞くのもダメだと思い、強めに言ってみた。

			「えっと……何の話でしょうか」

			　セシリアは椅(い)子(す)に座り、目を丸くしている。いきなりすぎたのかもしれないな。

			「いや、レイヴンが来たと思うんだけど……」

			「レイヴンさんですか？　私の所には来ていませんが……」

			　セシリアに会いに来ていないとはどういうことだ。レイヴンの想い人はセシリアじゃなかったのか。一人で考えても分からないので、セシリアに事情を説明した。

			「なるほど、そういう事情だったんですね。うーん……もしかしたら、使用人の誰かに告白したのではないでしょうか」

			「それだ！」

			　確かに、この屋敷にいるのはセシリアだけではない。メイドさんに告白したとすると……聞く相手は決まっているな。

			「ソフィアさんに話を聞いてみるよ。メイド長だし、何か知っているかもしれない。ありがとう、セシリア」

			「いえ、私も行きます。レイヴンさんには、旅でお世話になりましたし、心配ですから」

			　二人でソフィアさんがいる使用人部屋に向かった。

			　

			「確かに先ほど、レイヴン様がこちらにいらっしゃいました」

			　使用人部屋に着き、ソフィアさんに聞いてみたところ、やはりセシリアの言うとおり、告白したのは使用人の誰からしい。

			「それで、誰かに何か伝えたりしていませんでしたか？」

			「確か……一人のメイドを呼んで何かを話されていましたね」

			「ソフィアさん。呼ばれていた娘って誰かわかりますか？」

			　一体、どの娘に告白したんだろう。

			　友人として、その娘にレイヴンの何がダメだったのか聞かねばならない。セシリアも気になるのであろう、そわそわしてソフィアさんの返答を待っている。

			「新人のハピネスです」

			「「……」」

			　二人同時に固まった。転生し、初めてできた友人の好きな人が、元部下の魔物とは。セシリアも何も言えない様子だ。

			「……はっ！　すみません、ソフィアさん。今ハピネスはどこにいますか？」

			　ハピネスには聞かねばならないことができた。俺のあまりの焦りようを見て、若(じやつ)干(かん)引くソフィアさんだが、すぐにいつもの無表情に戻った。

			「ハピネスなら今、屋敷の掃除をしている時間です。屋敷は広いので、どの場所ということは分かりませんが」

			　確かにこの屋敷はかなり広い。だが、走り回って探せば数分ぐらいで見つかるだろう。

			「ありがとうございます。あと、セシリアをよろしくお願いします」

			　固まったまま動かないセシリアを任せ、俺は使用人部屋を出た。そこから、屋敷中を走り回る。時々、他のメイドさんに注意されるが、軽く謝りまた走る。屋敷を二周したところで、ようやくハピネスを見つけた。

			「……おひさ」

			　客室を掃除していた最中のようだ。箒(ほうき)で床を掃きつつ、片手を軽く上げて終了。

			「待てや」

			　すぐに背を向けて掃除に戻ったので、肩を掴み引き止める。ようやく見つけたのだ。まだ、何も話していないのに戻られても困る。

			「……何？」

			「何じゃないだろ、何じゃ。元隊長だよな、俺。なんでそんな感じの対応なの？」

			　一ヶ月半近く俺のこと探していてくれたはずだよな？　確かに、魔王城にいた頃から尊敬はされてなかった気がするけど。

			　しかし今はそんなこと関係ない、ぐっと我慢し話を進める。

			「……用事？」

			「ああ、そうだ。さっきお前のところに腰に剣をさしたイケメンが来ただろ。なんか言われなかったか？」

			「……告白」

			「されたんだよな、やっぱり。……なんて答えた？」

			「……無理」

			　いつもどおりの冷(れい)淡(たん)な声色で、そっけなく言い放つ。レイヴンは初めての告白で、こんな淡泊な返答をされたのか。ふと、屋敷から出てきたレイヴンを思い出す。

			　なぜ、あそこまで憔(しよう)悴(すい)していたのかが、今分かった。いろいろと上乗せがされていたからだ。

			　しかし、レイヴンをふったハピネスだが、疑問に残ることがあるな。たしか、レイヴンは声のことを羨(うらや)ましいと言われたと言っていた。どこかで出会って、そういう会話をしたということになるが。

			「その剣士と以前に会ったことあるよな。どんな出会いだったか、教えてくれないか？」

			　ハピネスがなぜそんなことを言ったのか気になる。しかし、ハピネスは俺に背を向け、無理と言い残して走り去って行った。追いかけようとしたが、ハピネスにも言えない理由があるのだろう。捕まえて無理矢理に問いただしては、何も解決しない気がする。

			「……一度出直すか」

			　セシリアに帰ることを伝え、ギルドに行くことにした。

			　

			「……ということがあったっす」

			　ギルドに着くともう昼間なので、酒場は食事をする冒険者たちで賑わっていた。いつもの指定席であるクレイマンの受付に向かうと、見たことある鎧(よろい)騎(き)士(し)が座っていた。どうやら、デュークとクレイマンが談笑しているようだ。

			「ほお、お前も苦労してんだな。俺だったらめんどくさくて投げ出してるぜ」

			　クレイマンが苦笑いを浮かべつつ、デュークの肩を叩く。デュークの苦労話でもしているのか？

			「お、噂をすればだな」

			「隊長、おはよっす」

			　クレイマンとデュークは俺に気づき、軽い挨(あい)拶(さつ)をした。

			「ああ、楽しそうだな、何の話だ？」

			　デュークは兜(かぶと)をかぶっているので、表情が分からないがおそらく笑っている。

			「隊長の面白い話をしてたっす」

			　悪びれもなく堂々と人をネタにしていた発言。もちろん、隠すとこは隠したっすよと小声で伝えてきた。

			「勝手に人の過去をネタに談笑してんじゃねぇよ」

			　記憶から消したい黒歴史がいくつもある。一体、デュークはどの話をしたのか不安で仕方ない。今すぐ問いただしてとっちめてやりたいが、そんな場合ではない。レイヴンのことをどうするか考えねば。

			　……いや、デュークがいるなら相談するのもありかもしれない。

			「……デューク、ちょっと今いいか。相談したいことがあるんだ」

			　デュークもハピネスとの付き合いは俺と同じくらい長い。味方に引き込めば、かなり頼りになる。

			「珍しく真剣な顔っすね。いいっすよ」

			　了承してくれたのでギルドから連れ出し、事情を説明した。

			「……というわけなんだ。ちなみに、セシリアもこの一件のことは知っているから、協力を頼もうと思っているんだけど」

			「セシリアさんに協力してもらうなら、ハピネスの事情を説明した方が良くないっすか？　ハピネスもセシリアさんなら、話していいって言うと思うっす」

			　確かに、ハピネスにも事情があることを知ってもらわないとな。しかし、落ち込んだままのレイヴンを放っても置けない。どうしたものかと悩んだ末、先にセシリアの下へ行くことにした。

			「よし、セシリアの所に行こう。デュークも来てくれ」

			「了解っす！」

			　こうしてデュークを連れて、アクアレイン家に戻り、セシリアの部屋で、ハピネスの過去を話すことになった。

			「じゃあ、話すっす。まず、ハーピーという魔物は人間にとってはよく狩りの対象になるってことは知っているっすか？」

			　セシリアは頷(うなず)き肯(こう)定(てい)した。ハーピーは容(よう)姿(し)端(たん)麗(れい)な魔物で、捕まって奴(ど)隷(れい)にしたり、綺(き)麗(れい)な羽目当てで狩ろうとする人間が後を絶たない。ちなみに言い忘れていたが、俺がハピネスから毟(むし)った羽は売らずにとっておいてある。

			「もちろんハピネスも例外じゃないっす。人間のハンターに追われているところを、たまたま見回りに出ていた俺が助けて、隊長の部下になったっす」

			　セシリアは複雑な表情をしている。自分と同じ人間がしたことだからだろう。

			「最初は全然口を開かなかったな。今はまだマシになった方だ」

			　最初は頷(うなず)くか首を振るかのどちらかで、コミュニケーションをとっていたからな。相当トラウマになっているようだった。

			「だから、人間に好きって言われても、良い感情は浮かばないと思うっすよ……」

			　確かに、俺もハピネスの事情は知っていたからそう思う。

			　しかし、ハピネスはレイヴンにそこまで悪い印象を持っていないはずなんだよなあ。

			「では、なぜレイヴンさんの声を聞いて羨(うらや)ましいなんて言ったんでしょうか」

			「ハーピーは元々歌うのが好きな種族っすから、声に惹(ひ)かれた可能性はあるっすけど……」

			　あの二人がどんな出会いをしたのか分からんからな。これ以上は想像するしかない。

			「……どんな出会いだったかは、ハピネスよりレイヴンに聞いた方がよさそうだな」

			　さっきハピネスに断られたし。頑固なところがあるから、もう一度聞いても結果は同じだろう。

			　ハピネスの性格を知るデュークも頷(うなず)く。セシリアも俺の案に賛同してくれた。

			「じゃあ、今日は解散しよう。俺は帰りにレイヴンのところに寄ってみるから」

			　どうするか方向性が決まったので、解散し、俺はレイヴンの住む騎士寮に向かった。

			「でかいな……」

			　俺は騎士寮を見上げる。何百人住んでいるのだろうかと思う、巨大な建物だ。感想を漏らすのもほどほどにして中に入った。

			「こんばんは。……騎士の方ではありませんね。ご用件は？」

			　入ってすぐに受付があり、寮長さんらしき人に声をかけられる。

			「すみません。ここに住んでいる騎士の友人に会いに来たんですけど……」

			　寮長さんは眼鏡(めがね)が似合う、普通のお姉さんだ。

			「確認をとりますので、騎士の名を教えていただけますか？　あと、あなたのお名前も」

			　俺は自分の名前、そして、レイヴンの名を言うと、寮長さんは眼鏡(めがね)を親指でクイッと上げ、疑いの眼差しをむけてきた。

			　まあ、レイヴンは有名人だし、友人も少ないようなので疑われるのは仕方ない。だが、確認してはくれるようで、彼女は寮の中に消えていった。数分経つと、つかつかと足音をたて、綺(き)麗(れい)な歩き方で寮長さんが戻ってきた。

			「確認がとれました。レイヴン様のお部屋にご案内します」

			　戻って来た寮長さんの後ろをついて行き、レイヴンの部屋に着く。

			　寮長さんは「ごゆっくり」と言い残し、受付に戻っていった。

			「レイヴン、入るぞ」

			　ノックをして、扉を開ける。部屋は湿っぽいような暗い雰囲気が漂っており、部屋の主のレイヴンはベッドに突っ伏していた。

			　……へこんでるな、気持ちはわかるよ。初恋だもんなあ。レイヴンは俺に気がつき、ベッドから起き上がった。

			「……ヨウキか、さっきはすまないな。せっかく誘ってくれたのに」

			「いや、大丈夫だ。……それより、聞きたいことがあってさ」

			　話したくないと言われるかもしれないが、レイヴンの恋を応援したい。意地でも聞き出してやる。

			「好きな子と会った時のことを詳しく聞きたいんだけど」

			「……それを聞いてどうするんだ？」

			　相当きているのか、めんどくさそうに呟(つぶや)くレイヴン。やばい、クレイマン化してるぞ、早く何とかしないと。

			「まだ、諦(あきら)めるには早いだろ。何か協力できるかもしれない。頼む、話してみてくれ」

			　俺の熱意に負けたのか、レイヴンはぽつりぽつりと話し出した。レイヴンとハピネスの出会いは、俺とユウガたちが装(そう)飾(しよく)品(ひん)店で大騒動を起こした日だったそうだ。レイヴンは、たびたび問題が多発する路地裏の見回りをしていたらしい。

			「異常なしか……ん？」

			　その時、チンピラの声が聞こえた。

			「なあ、お嬢ちゃん。ちょっとでいいからさ。お兄さんたちに付き合ってくんないかな～」

			「……」

			　声が聞こえた場所に着くと、メイド服を着たハピネスが三人組の男に絡(から)まれていた。

			「……全く」

			　見回りをしていると、チンピラが女性に絡んでいるのはよくあること。レイヴンは三人に近づき、剣を抜き、素早く鞘(さや)に納めて音を出した。狭い路地裏に高い音が響き、チンピラがレイヴンの存在に気づく。

			「なんだ、てめぇ!?」

			「……」

			　レイヴンは無言で剣を抜き、顔を横に振った。ここから去れという男たちへの警告だ。

			「なめんな、ごらぁ！」

			　その警告が伝わったのか。腹を立てた男の一人がレイヴンに殴りかかった。しかし、冷静にレイヴンは男の動きを読み、剣の柄(つか)で腹を殴る。

			「ぐぶおぅ!?」

			「アニキ！」

			　腹を押さえて倒れた男を心配し、仲間が駆け付ける。レイヴンは追い撃ちをかけずに、黙って男たちを見下ろす。

			「……ひっ!?　あ、アニキ逃げましょう。こいつ、勇者パーティーの一人、騎士団長レイヴンすよ。何をするにも、眉を一つ動かさない、冷(れい)血(けつ)漢(かん)で有名な！」

			「ぐっ、まじかよ……だったらさっさと逃げるぞ。こんな奴を相手になんて、命がいくつあっても足りねぇよ……」

			　仲間に支えられて去って行く男たち。剣を鞘(さや)に納め、仕事を終えたので立ち去ろうとしたレイヴン。

			「……うぉっ!?」

			　しかし、ハピネスに鞘(さや)の部分を掴まれ、バランスを崩す。

			　ハピネスは用がある時、よく服を掴む。レイヴンは鎧(よろい)を着ていたため、掴むところがなく、鞘(さや)を掴んだのだろう。

			「……良い」

			「……何？」

			　思わず声を出してしまい、馬(ば)鹿(か)にされると思っていたので、ハピネスの言葉に驚く。

			「……声」

			「……俺の、声が？」

			「……羨(うらや)ましい」

			「……え!?」

			　それは、レイヴンが全く予想していなかったことだった。今まで、自分の声を馬(ば)鹿(か)にされていたレイヴンにとって、羨ましがられることなど初めてだったからだ。

			「……じゃ」

			「あ……」

			　レイヴンは話し足りなかったが、ハピネスは軽く挨(あい)拶(さつ)をして、走り去って行った。

			　礼も済ませたし、留まる必要がないと判断したのだろう。レイヴンも見回りの仕事が残っていたため、追いかけられなかった。しかし、ハピネスのことが忘れられずメイド服を着ていたことから、どこかの使用人だと思い調べたようだ。

			　調査は騎士団でよくある業務らしく、経験を生かして調べ上げた。結果、アクアレイン家のメイドと判明し、俺に相談。後押しされ告白して玉(ぎよく)砕(さい)し、現在に至ると。

			「……もう、いいか？」

			　話し終えたレイヴンは、非常に疲れた顔をしていた。

			　しかし話を聞くかぎり、ハピネスもレイヴンに興味がないわけではなさそうだ。……友達からなら、いけるのではないだろうか。

			　とりあえず、放っておいたらキノコが生えてきてしまいそうなレイヴンを連れ出す。デュークのところに行って、ハピネスの情報を聞かせるためだ。

			「レイヴン、外に出よう。そのメイドの知り合いを知っているから、今から会いに行くぞ」

			　まあ、俺も知り合いだけどな。

			　最初は渋ったレイヴンだが、半ば強引に引きずるように、二人でデュークを探しに行った。

			　先ほどセシリアの家で解散したので、宿かギルドのどちらかに戻っているだろう。ギルドに行くと、案の定デュークはいた。

			「あれ？　隊長、どうしたんす……そいつがハピネスに告白したっていう奴っすか？」

			　レイヴンに気づいたデュークがじろじろと見てくる。デュークにとって、ハピネスは妹みたいなものだからな。悪い男に好かれていないか、気になるのだろう。デュークは仲間思いで義理堅い性格だし。

			「……ヨウキ、こいつが彼女の知り合いか？　……というか、隊長って何だ？」

			　レイヴンが小声で聞いてくる。

			「俺のあだ名みたいなもんだ。気にするな。それよりも……」

			　変装させずにレイヴンを連れてきたせいか、ギルドが騒がしくなってきた。騒動に発展するのはごめんだし、このままじゃ話もできないな。

			「二人とも、場所を変えるぞ」

			　二人の腕を掴み、急いでギルドを出た。

			「隊長走るの速いっすよ～」

			「……同感だ」

			　騒ぎになる前にと思い、宿に向かうため全力を出したのがいけなかったな。二人の腕を掴み走っていたので、きつかったようだ。二人とも息を切らしている。

			「……って、レイヴン、声！」

			　近くにデュークがいるのに、普通に喋ってたぞ。レイヴンは俺に言われて気づいたのか、片手で口を押さえた。

			「どうしたんすか。まさか、走りすぎて気持ち悪くなったとかじゃないっすよね？」

			　レイヴンの突然の行動に、デュークが疑問を持ったみたいだ。口ぶりから察するに声のことは気にしていないようだし、事情を説明しても大丈夫かもしれない。

			　レイヴンに許可をとり、デュークに事情を説明した。

			「別にそれぐらい気にしないっすよ。……で、あんたっすね？　ハピネスを好きとか言っている奴は」

			「……ああ」

			　少し間をおいて、答えるレイヴン。なんだ、このピリピリした空気は。この二人、何の因(いん)縁(ねん)もないだろう。

			「俺にとっちゃ、ハピネスは仲間で妹みたいな存在なんすよ。だから、結(けつ)構(こう)心配している部分がたくさんあるっす。んで、実はハピネスは男にトラウマを抱えてるんすよね。……あんたに聞くっすけど、そんなハピネスを癒(いや)すこと、できるっすか？」

			　正しくは男ではなく人間なのだが、そこはデュークが変えたみたいだ。実際、ハピネスは人間嫌いといってもセシリアやソフィアさんには怯えたりしていない。

			　レイヴンにも恩義があったからかわからないが、普通の対応をしていたみたいだ。

			　それでも、話すのが得意というわけではないのだ。

			　デュークの質問は実に上手い。

			　これでレイヴンが男になってくれればいいのだが、

			「……分からない」

			　レイヴンの答えは、俺が期待していたものではなかった。

			　会って日が浅いので仕方ないとは思うが、それではダメだ。

			「はあ？　そこはかっこよく、俺が癒すって言うところっすよ。あんた、とんだヘタレっすね。そんなんだから、ハピネスに告白してもフラれるんすよ」

			「……何だと」

			　デュークの言葉にカチンときたのか、剣に手をかけるレイヴン。

			「やるっすかぁ？　勇者パーティーだか何だか知らないっすけど、負けないっすよ」

			　デュークも鞘(さや)から剣を抜こうと構える。

			　……こいつら馬(ば)鹿(か)なんじゃないだろうか？

			　今いる場所は俺が借りている宿の一室で、六人も入ればいっぱいになるような小さな部屋だ。

			　こんな所で切り合いを始めれば、しゃれにならない事態になることは目に見えている。

			　さすがに宿を追い出されるのは嫌なので、二人を止める。

			「お前たち落ち着け。ケンカするならよそでやれ！　というか、今日はこんなことするために集まったわけじゃないだろ」

			　レイヴンのためにデュークの所へ連れてきたはずなのに、なぜこんなことになっているんだ。

			　俺の必死の説得により、二人とも剣から手を離す。

			「……ふぅ。馬(ば)鹿(か)馬(ば)鹿(か)しいっすね。隊長の言葉に免じて決着は今度つけるっすよ」

			「……ああ」

			　双方、なんとか納得できたらしい。これで宿を追い出されずにすむ。

			「さて、ハピネスの話に戻るっすよ。あんたはハピネスを癒せるかわからないと言ったっすね。そんなんじゃダメっすよ」

			「……ああ」

			　これはそのとおりだ。レイヴンも冷静になったのか、自分がダメだと自覚したようだ。

			「まずは友達から始めて、ハピネスのことを少しずつ理解していけばいいと思うっすよ」

			　さすが、デューク。的確なアドバイスをレイヴンにする。レイヴンも納得しているのか、こくこくと頷(うなず)く。俺は完全に空気になっているけど。

			　時には笑い、時には言い合いになるということを繰り返す二人。完全に二人の熱い世界に入ってしまっている。一人仲間外れになった俺は、ただ二人を傍(ぼう)観(かん)していることしかできなかった。

			　数十分ほど経ち、ようやく二人の会話に終止符がうたれた。

			「男見せるっすよ！　頑張ってハピネスに気持ちを伝えるっす」

			「……ああ、今なら行ける！」

			　がしっと握手を交わす二人、正直なぜこうなったのか分からない。

			　この二人、こんなキャラだったか？

			　恋愛は人や魔族の心まで変えてしまうのだろうか。

			　……何を言っているんだ俺は。

			　二人はそのままの勢いでアクアレイン家の屋敷に向かう。

			　時間帯はもう遅いのだが、大丈夫か？

			　そんな心配も二人はしていないのかもしれない。

			　迷惑をかけたら最悪、今一番冷静な俺が謝(しや)罪(ざい)しよう。

			　まあ、単にどうなるかが気になるってのもあるから、ついて行くのだけど。

			　屋敷に着くと、ちょうど門の前を掃除しているハピネスがいた。

			　屋敷を訪問することにならなくなってほっとした。

			　デュークに後押しされ、ハピネスに近づいていくレイヴン。ハピネスはこちらに気づいたようで、一(いつ)旦(たん)掃除をやめて立ち止まった。
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			「……友達になろう」

			　あまりの恥ずかしさからか、顔を紅くし、がちがちに緊張したレイヴンがか細い声を振り絞った。

			　ハピネスの返事はというと。

			「……友達なら」

			　その言葉の後、互いに無言が続く。そして二人の顔が真っ赤になり、ハピネスは屋敷に、レイヴンは来た道を同時に全力疾走していった。

			　残ったのは満足するデュークと呆(ぼう)然(ぜん)とする俺。まあ、レイヴンも満足できただろうし、ハピネスもこれで人間の男になれてくれればいいんだがな。

			　後日聞いた話だが、どうやらセシリアもそれとなく、ハピネスを説得していたらしい。ハピネスにしては簡単に承(しよう)諾(だく)したと思ったら、セシリアも協力してくれていたようだ。ハピネスも最初から渋っていたわけじゃなかったようなので、無理矢理ではない。

			　やはり、声に惹(ひ)かれた部分があったようだ。ぜひ、これからは内面も見てやってほしいものだが。

			　ちなみに、デュークとレイヴンはというと、後日、本当に剣を交えたらしい。

			　さすがのデュークもレイヴンには勝てなかったが、中々良い勝負をしたようだ。そして、そのまま騎士団長の権限を使いスカウト、デュークもそれを承(しよう)諾(だく)し、見事騎士団の仲間入りをしたのだった。

			　だが、これでまさかのシークと二人きりの宿生活が始まってしまった俺である。

			「隊長～遊んで～」

			　シークが俺の体に引っ付いてくる。

			「ええい離せ！　俺には依頼があるんだ。ハピネスー、デューク。戻ってきてくれー！」

			　そうして、俺一人でシークのお守りをしなければならないという最悪な展開になってしまったのだった。

		

	
		
			第８話　村に行ってみた

			　

			「はぁ……」

			　深いため息をこぼす。

			　今、俺はアクアレイン家の馬車に乗り、揺られていた。

			　窓から見える景色は、先ほどからちっとも変わらない。長い山道をひたすら走る。隣には俺の好きな女性、セシリアがいる。

			　目的地はミネルバから馬車で六時間ほどかかる山村、ダガズ村。セシリアと二人きりのプチ旅行。嬉しくないわけがない！　と言いたいところだが……。

			「わ～い。初めての馬車だ～」

			　向かいの席には、窓から顔を出してはしゃぐシークがいた。

			　二人きりではないのだ。そもそも、どうして俺たちが馬車に揺られているのか。今朝に遡(さかのぼ)ってみよう。

			「……朝か」

			　宿のベッドから起き上がる。窓から太陽の光が入り、朝の始まりを告げる。しかし横のベッドを見ると、シークがいない。

			　いつもならとんでもない寝相で寝ているシーク。俺が起こさないとちっとも起きないはずなのに……どこに行ったのか。

			「まったく、ハピネスやデュークがいなくなってから大変だよ」

			　ハピネスはソフィアさんに、デュークはレイヴンに連れていかれたので、シークのお守り兼遊び相手が俺一人にのしかかってしまった。魔王城にいた頃は三人で分担していたのに。

			　まあ、いなくなってしまったのは仕方ない。愚(ぐ)痴(ち)っても二人が戻ってくるわけでもなし。今日はセシリアと会う約束がある。

			　俺はひとまずシークのことはおいておき、身(み)嗜(だしな)みを整え、アクアレイン家の屋敷へと向かった。

			「ごめんなさい。急に仕事の依頼が入ってしまって。せっかく私からお茶でもと誘ったのに」

			　屋敷に着いたらこれである。どうやら、僧(そう)侶(りよ)としての仕事が入ったらしい。セシリアはすでに馬車に乗り、出発の準備をしていた。

			　ある村に山(さん)賊(ぞく)が出て、追い払うことはできたものの重傷者が多数出たらしい。また山(さん)賊(ぞく)が出るかもしれないし、僧(そう)侶(りよ)として実力があるものでもないと、回復が間に合わない。こういった理由からセシリアに話が来たとか。

			「仕事なら仕方ないよな……そうだ！　俺も連れていってくれ」

			　せっかく今日はセシリアと一緒にいられると思い、昨日から楽しみにしていたのだ。一緒に行くことができれば、セシリアの役にもたつし一石二鳥だ。

			「ですが、これは私の仕事です。ヨウキさんの手を借りるわけには……」

			「あら、別にいいじゃない」

			　セシリアが渋っていると、後ろからセリアさんが現れた。

			「また山(さん)賊(ぞく)が出るかもしれないし、危ないでしょう？　セシリアなら大丈夫だとは思うけど、念のためヨウキくんにもついて行ってもらいなさい」

			「……分かりました。ヨウキさんは回復魔法も使えますし、護衛としても充分な実力をお持ちです。ヨウキさん、申し訳ないですが、同行してもらえますか？」

			　俺から無理を言ってお願いしたので、セシリアが畏(かしこ)まる必要はないのだが。しかし、セリアさん、タイミングよく来てくれたな。もしや、俺のフォローをするために来たのか？

			　セシリアに良いところを見せて、好感度を上げるチャンスを与えるために。だとしたら、セリアさんには本当に感謝しないといけない。

			「喜んで、同行させてもらうよ」

			　とにかく、セシリアの足を引っ張ることだけはさけるようにしよう。聞くところによると、泊まりがけの仕事らしい。二日か三日、行き先の村で宿泊するのだそうだ。

			　着替えなどの荷物を用意するため、俺は一度宿に戻ることにした。

			「それじゃあ、すぐ戻るよ」

			　セシリアとセリアさんに見送られ、全力で走り宿に戻る。宿に着くと、すぐに荷物をまとめ、屋敷に向かい再び全力で走った。この時までは、セシリアと二人きりのちょっとした旅行だなと思っていたのだが、

			「わ～い」

			　屋敷に着くと、なぜかシークが馬車に乗ってはしゃいでいた。

			　セシリアも馬車に乗っており、セリアさんはあらあらと困ったような感じで笑みを浮かべていた。俺に気づいたセリアさんが駆けより、耳打ちする。

			「ごめんなさいね。ヨウキくんが宿に戻った後、シークくんが来ちゃって。事情を説明したら自分も行くって言い出したの」

			　すれ違いでシークが屋敷に来たようだ。朝からどこに行ったのかと思っていたが、まさか、アクアレイン家の屋敷に向かっていたとは。ただ、俺の方が早く着いていたことを考えると、寄り道しまくったのだろう。

			「私もセシリアも危険があるからって説得したのだけれど、シークくんたら駄(だ)々(だ)をこねちゃって……」

			　シークも一度言い出したら聞かないところがあるからな。幼い美少年の泣き顔は女性には効果的だ。シークの奴、狙ってやりやがったな。

			「はぁ……仕方ないですね。俺が説得しても無(む)駄(だ)でしょうし」

			　ハピネスとデュークの三人がかりでも、言うことを聞かなかったことがある。今回は運が悪かったと諦(あきら)めるしかない。

			「ごめんなさいねえ。本当はセシリアと二人きりでと計画していたのだけど」

			　どうやら、セリアさんも俺と同じようなことを考えていたようだ。まあ、シークは子供みたいなもんだし、仕方ない。

			「まあ、セシリアと出かけられることには変わらないですし。シークは俺の友人ですから……」

			　別に迷惑はかけないだろうしな。ああ見えて、シークは薬草調合とか薬の知識に長けているので、怪(け)我(が)人(にん)の治(ち)療(りよう)もでき、戦力として数えられる。伊(だ)達(て)にハピネスやデュークとともに俺の部下をやっていない。実際、戦うと強いし。

			「あら、そう？　なら安心ね。気をつけていってらっしゃい」

			　こうして、セリアさんとの会話は終わり、俺も馬車に乗り込む。

			「隊長、僕を一人にする気だったの～？　酷(ひど)いよ～」

			　馬車に乗るとシークが抱き着いてきて、俺に文句を言ってきた。

			　俺はショタコンじゃないので、とっとと離れてほしい。セシリアはこんな俺たちのやり取りを微(ほほ)笑(え)ましく見ていた。

			　よかった、セシリアにそっちの気はないらしい。前世ではこういうのが好きな女子が結(けつ)構(こう)いたからな。

			「では、出発しましょうか」

			　こうして馬車は目的地のダガズ村を目指し発車した。

			　

			　そして、現在に至る。

			「シークくん、本当に子供みたいですね」

			　馬車の中で、かなりはしゃぐシーク。さっきから同じような風景が続いているのに、窓から身を乗り出しては物珍しそうに景色を見て楽しんでいた。

			「あいつも城からあまり出たことがなかったからな」

			　俺も初めて城から出た時、ファンタジーな世界最高とか思っていた。

			　シークの場合は子供特有の好奇心旺(おう)盛(せい)な部分が関係していると思う。

			「実はお二人が来てくれて、少しほっとしています。お仕事も早く終われるかもしれないですね」

			　確かに、俺の回復魔法とシークの薬があれば治(ち)療(りよう)は早く終わるだろう。

			　山(さん)賊(ぞく)が襲って来ても、この三人なら充分村を守りきれる。

			「任せてくれ。だから……もし早く終わったら……その……どこか一緒に出かけたりしたいなーと……」

			「隊長～遊びに行くの～？　ずる～い、僕も行く～」

			「……」

			　多分悪気はないのだろう。俺とセシリアの間に割って入り、無邪気な笑顔を見せるシーク。

			　セシリアは我が子を見守るような視線でシークを見つめる。

			「そうですね。じゃあ、仕事が早く終われば、シークも一緒に遊びに行きましょう」

			「やった～」

			　二人が笑い合う中、俺は苦笑いだ。

			　こうして、無残にもデートの誘いに失敗した俺は、代わり映えしない風景が見える窓の縁に腕をかけ、自分の世界に入ることにしたのだった。

		

	
		
			第９話　少女と会ってみた

			　

			　長い山道を抜けて、なんとかダガズ村に着いた。

			　セシリアから聞いた事前情報によると、ダガズ村は人口数百人の小規模な村らしい。現状を知るため、一度村を見回ってみたが、ダガズ村の状況はかなり酷(ひど)かった。

			　家は焼かれ、畑は掘り起こされ、地面は戦闘の跡であろう血の跡がたくさん残っていた。すれ違う村人たちも生気がなく、皆青白い顔で、包帯を巻いている者が多かった。

			「予想以上の状況ですね。まずは依頼主の村長さんの自宅に行きましょう」

			　村の中で一際大きな家があったので、多分そこだろう。村人に案内してもらい、俺たちは村長宅に向かった。

			　

			「おお！　まさか魔王を倒した勇者様のお仲間であるセシリア様に来ていただけるとは。ありがとうございます」

			　出迎えてくれたのは、村長であろう老人だった。頭に包帯を巻き、怪(け)我(が)をしているのか足を引きずっていた。

			「まずは、村長さんの治(ち)療(りよう)から始めましょう。その後は村の一カ所に怪(け)我(が)人(にん)を集めてもらえますか？」

			「分かりました、セシリア様。……ところで、そちらの方々は？」

			　村長が俺とシークに目線を向ける。セシリアは僧(そう)侶(りよ)が着るようなローブ姿だが、俺とシークは完全に普段着だ。ただの男と普通の子供にしか見えないだろう。

			「彼らは私の友人で、二人とも今回の依頼の手助けをしてくれることになっています。実力は確かなので、安心してください」

			　村長はセシリアの言葉を信じたのか、俺とシークにもよろしくお願いしますと深く頭を下げた。セシリアに頼まれたし、村長の態度も悪くない。

			　シークも頭を下げられて満(まん)更(ざら)でもない表情だ。ならば、俺も一肌脱ぐとしようか。

			「任せてくれ」

			「了解～」

			　さっそくセシリアが村長に回復魔法をかけ、村の広場に怪(け)我(が)人(にん)を集めてもらう。広場には老若男女の村人が集まった。特に若い男性の重傷者が多かった。

			　集まった村人の半分が治(ち)療(りよう)を終えたところで、セシリアの顔に汗が浮かぶ。チート持ちの俺や、薬剤を使うシークと違い、疲(ひ)労(ろう)が溜まってきたようだ。

			「セシリア、少し休憩した方がいいんじゃないか？」

			　魔力切れを起こしたら、それこそ本末転倒だ。最悪、倒れて明日まで目が覚めなくなる場合も考えられる。

			「ハア……ハア……だっ、大丈夫……です」

			　全然大丈夫には見えないんだが。顔も青白くなってきているし、限界だろう。俺はセシリアに光の初級魔法《ホーリーベル》をかけた。

			「ちょっと……待ってくださ……い……」

			　ホーリーベルは癒しの力を持つ聖なる音色で、対象者を眠らせる魔法だ。元々、泣いている赤ん坊に使う魔法なのだが、疲(ひ)労(ろう)のせいか、セシリアは魔法に抵抗できず、眠ってしまい地面に倒れた。　

			　周りの村人から悲鳴があがるが気にしない。セシリアを休ませるため、村長に泊まるところの手配を頼む。

			「すみません。セシリアはもう限界なので休ませたいのですが、どこか寝(ね)床(どこ)はないですか？」

			　呆(あつ)気(け)に取られた村長が、俺の言葉で正気に戻る。

			「わ、分かりました。ですが、今は村の宿も盗(とう)賊(ぞく)の襲撃で宿泊できる状態ではありません。私の家に空き部屋があるので、そちらで休息をお取り下さい」

			　宿が焼け落ちていたのは、最初に村を回った時気づいていたので、どこに泊まるのか疑問に思っていた。どうやら村長の家に泊めてくれるみたいだ。俺は気絶させたセシリアをお姫様抱っこする。

			「シーク、少しの間頼むぞ」

			「任せて、隊長～」

			　一(いつ)旦(たん)村人たちの治(ち)療(りよう)をシークに任せ、俺はセシリアを抱っこしたまま村長宅に向かった。

			　村長宅に着き、奥さんに部屋を案内してもらう。あまり使っていない部屋なのだろう、かなり埃(ほこり)っぽい。簡素なベッドと机に椅(い)子(す)、タンスがあるだけの部屋だ。セシリアをベッドに寝かせ、窓を開けて換気をする。

			「多分、少し休ませたら起きると思うので、起きたら広場に来るように言ってください」

			　その頃にはもう村人たちの治(ち)療(りよう)は終わっているかもしれないが、奥さんにそう伝え、俺は広場に戻り村人たちの治(ち)療(りよう)を再開した。

			　

			　集まった村人の治(ち)療(りよう)を終えた頃、セシリアが戻って来た。どうやら、かなりお怒りの様子だ。

			「……ヨウキさん。私の言いたいこと分かりますよね」

			　セシリアはセリアさん譲りだろう、目が笑っていない笑顔を見せる。シークはかなりビビっているようで、俺の後ろに隠れてしまった。

			　俺はセシリアの怒る顔もかわいいと思えるから……ある程度は平気だ。それに、俺は自分が間違ったことをしたとは思っていない。

			「確かに、いきなり魔法で眠らせたことは悪かったと思う。でも、あのまま治(ち)療(りよう)を続けていたら、セシリアが倒れていた。俺はそんなの嫌だから眠らせてもらったんだよ」

			　俺の言葉を聞き、セシリアは考える。シークは俺とセシリアのぴりぴりした空気に耐えられないのか、涙目になる。かわいそうなので、安心させるため頭を撫(な)でてやった。

			「そうですか……ヨウキさんは私のことを考えて、行動してくれたんですね」

			「えっと、そうなるか、な」

			　どうやら、分かってくれたようだ。いつもの雰囲気に戻ったことが分かったのか、シークが俺の後ろから出てくる。

			「終わった～？」

			「ん、まあな」

			　俺の言葉もあってか、シークも大丈夫そうだし、一件落着かな。

			「ヨウキさん」

			「は、はい？」

			　セシリアがいきなりぽつりと呟(つぶや)いたので、曖(あい)昧(まい)な返事をしてしまった。俺が油断していることを悟ったのか、間合いを詰められ、一気に距(きよ)離(り)が近くなる。

			「ありがとうございます」

			　いい具合の上目遣いでお礼を言われた。しかも、微(ほほ)笑(え)みのおまけつきだ。俺は顔が真っ赤になり、思わずその場にへたり込んでしまった。セシリアは計算通りと、また笑みを浮かべる。

			　多分、眠らせた仕返しだろう。俺にとってはご褒(ほう)美(び)だが。

			　そんなやり取りをして、村人たちの治(ち)療(りよう)も終わり、村長の家に行こうとしたところ。

			「おい、ついでにティールも見てもらえばいいんじゃないか」

			「あの子は盗賊が来た時いなかったろ。セシリア様もお疲れのようだし、別にいいんじゃないか？」

			「まだ、怪(け)我(が)人(にん)がいるんですか？」

			「いや、村はずれにティールという少女が住んでいるんですが、盗賊の襲撃時は出かけていたので怪(け)我(が)はしていません。ただ、生まれつき体が弱くて」

			　どうやら、病気の類のようだ。シークに任せれば多少は症状を和らげることができるかもしれない。

			「よければ、その娘の住んでいる場所を教えてもらえますか？」

			「……良いのですか？　すみません。ティールは村の東にある森に住んでおります」

			　こうしてティールという少女に会うため、俺たちは東の森に向かった。そこは森といっても、以前コカトリスを退治したオセルの森のような薄暗く深い森ではなく、林と言った方が正しかった。

			　五分ほど奥に進むと、木でできた小さな一軒家が見えてきた。あれがティールという少女の家か。

			「お邪魔しま～」

			　変な挨(あい)拶(さつ)で、ノックもせずに入っていくシーク。おいおいと思いつつも、シークに続いた。家の中は、本が好きなのか本棚が多かった。

			　部屋の奥のベッドに腰掛け、本を読んでいるのがティールちゃんだろうか。勝手に侵入してきた俺たちを見て、驚きを隠せないようだ。

			「どちら様でしょうか？　村の方々ではないですよね？」

			　言い終えると、コホコホと咳(せき)込む。
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			「いきなりお邪魔してすみません。村長さんの依頼で来ました、セシリアと申します。こちらの二人は私の友人で、ヨウキさんとシークくんです。あなたの病気を治すため、やってきました」

			「そうなのですか」

			　セシリアが自分と俺たちの身元を話したので、かなり驚くと思ったが、案外冷静に返答してくる。

			「シーク、病状を見て、薬を与えてやってくれ」

			　シークがティールちゃんに駆け寄り、症状を見る。そしてリュックから薬を取り出し、ティールちゃんに渡した。

			「とりあえず、この薬かな～」

			　シークの奴、相手が不安を覚える言い方をするなよ。ティールちゃんは、渡された薬を凝(ぎよう)視(し)する。やっぱり、疑っているのだろう。

			「安心してくれ。シークはこんなんだが、薬剤知識に関してはちゃんとしているからさ」

			「こんなんて、何～」

			「いいから、黙っとけ」

			　シークがむっとした表情で俺を見る。せっかくフォローしてやったんだから、それぐらいは大目に見ろ。

			「あの、もう飲みました」

			　俺とシークが短い漫才をしている間に、薬を飲んだようだ。

			「……どう？」

			「えっと、少し身体が楽になった気がします」

			「よかった～。じゃあ、しばらくこの薬を飲んでね～」

			　シークがさらにいくつか薬を渡し、いつ服用するかの説明をする。一回だけの薬の処方で治るほど、軽い症状じゃなかったということか。

			「でも君、運が良いよね～。盗賊の襲撃があった時出かけてたなんてさ～」

			　確かにいくら村はずれに住んでいたとはいえ、襲われてもおかしくなかったはずだ。

			「違います。私は運が良かったわけじゃありません。村の守り神様が、私を守ってくれたんです」

			　一転、目を輝かせて強い口調になるティールちゃん。知的で冷静な娘かと思ったら、不思議ちゃんなのか？

			「守り神？」

			　随(ずい)分(ぶん)と胡(う)散(さん)臭(くさ)い話だ。この世界にはそんなものまでいるのか。仮にいたとしても、こんな山村に？

			「亡くなった私のおばあちゃんから聞いたんです。昔、この村が山(さん)賊(ぞく)に襲われた時、守り神様が守ってくれたと。そして先日、私のことを守ってくれたんです！」

			　ティールちゃんがうっとりとした表情で熱弁する。その姿に、俺たちは若(じやつ)干(かん)引き気味だ。

			　この村に守り神がいる伝説があって、その守り神にティールちゃんは守られたと……いや、分からんわ。

			「守られたって具体的にどういうことだ」

			　何か話的に怪しい雰囲気がするが、気になるので詳しく話を聞いてみる。

			「私も気になります」

			「僕も～」

			「……分かりました。お話しします」

			　ということで、聞いた話を要約すると。

			　ティールちゃんは祖母から聞いた守り神に、毎日お供え物を持って行くのが日課らしい。

			　彼女の祖母の世代では当たり前の風習だったようだが、今では彼女ぐらいしかしていないとか。

			　盗賊の襲撃があった日も、お供え物を持って守り神様の所に行ったが、帰ろうとしたら突然強烈な眠気に襲われた。そして気がつくと、守り神様に寄り添うように寝ていて、それで彼女は盗賊の難からも逃れられたらしい。

			「隊長～。強烈な眠気って、ひょっとすると闇魔法の類じゃな～い？」

			　確か、闇魔法で《ナイトメアスリープ》という魔法があったな。でも、この魔法は敵を眠らせて悪夢を見せ、苦しめる魔法だったはずだ。

			「……ヨウキさん。この村の守り神って、怪しい気がします」

			「そんなことありません。守り神様は怪しくなんかないです！」

			　セシリアが守り神に疑いをかけると、ティールちゃんが反抗する。相当守り神とやらを信用しているようだ。

			「その守り神様ってのは、どこにいるんだ？」

			　まずは、実物を見てみるのが一番いいだろう。守り神様とやらの正体もわかるかもしれない。

			「守り神様を祀(まつ)る社(やしろ)は近くにあります。そんなに疑うなら、案内しますのでついてきてください」

			　先ほどの薬が効いたのか、すたすたと家から飛び出して行った。

			　三人でティールちゃんの後をついていくと、ボロボロの社(やしろ)が見えてきた。扉は半分壊れ、屋根は崩れかけている。しかし、埃(ほこり)やゴミはない。おそらくティールちゃんがこまめに掃除をしているのだろう。

			「社(やしろ)の中に守り神様がいます」

			　神様を模(かたど)った人形か像的な何かがあるのだろか。俺が代表して、壊れないように慎重に扉を開けてみると……、

			「は!?」

			「え!?」

			「あれ？」

			　中にあった物は、石像だった。でも、これはどう考えても……、

			「悪魔像？」

			　それにしか見えなかった。

			　悪魔のような顔に、頭に生えた二本の角。胴体に鋭い爪や牙があり、翼まである。

			　どう考えても守り神には見えない。

			　俺たち三人が唖(あ)然(ぜん)とする一方で、悪魔像に手を合わせてお祈りするティールちゃん。

			「この守り神様が私を守ってくださったのです」

			「いや、これは守り神って感じには……」

			「守り神様を馬(ば)鹿(か)にすることは許しま……ごほっ、ごほっ」

			　ティールちゃんが急に咳(せき)込み出した。シークの薬を飲んだとはいえ、病気そのものは治っていない。悪化しないよう、セシリアに付き添ってもらい、帰ってもらった。

			　

			　帰る途中、セシリアに支えられつつも、ティールちゃんはこちらを睨(にら)んでいた。守り神に何かしたら、ただじゃおかないという目だ。

			　別に壊したりはしないので、安心してほしい。彼女たちの姿が完全に見えなくなるのを待ち、俺たちは石像の調査を開始した。

			「なあシーク、どう考えてもこれって守り神の類には見えないよな」

			「あはは～。当たり前だよ～。神様っていうよりは、悪魔って言う方が正しいと思うな」

			「まんま、外見が悪魔だからな」

			「そうだよね～。感謝込めて造ったならもっと姿を考えて作るでしょ～」

			　シークの言い分はもっともだ。そもそも、村の伝説とやらもおかしい。村を守った者を讃(たた)えてこの石像を造ったとすれば。

			「この姿をした何かが村を救ったということか？　ありえないと思うんだけどなあ」

			　どう見ても魔物にしか見えない何か。魔物が人間の村を守る理由がわからない。俺みたいなのは特殊な例だし。俺以外に昔転生した人間がいたとか？

			「隊長～。そういえば僕、この石像に似た奴、見たことあるや～」

			「何だと!?」

			「魔王城にいたトラップモンスターのガーゴイルに似ているよ～」

			「……そういえばそうだな」

			　魔王城では引きこもっていたので忘れていた。

			　ガーゴイルとは、石像に化けて敵を襲う魔物だ。古い遺(い)跡(せき)などに生息し、冒険者や盗賊が被害に遭(あ)うことが多い。しかし、なんでガーゴイルに似せた石像が神様扱いされているんだ？

			「……本当にただの石像か？　もしかして、本物のガーゴイルとかじゃないだろうな」

			　一度疑問に思うと、もう怪しいとしか思えない。シークは短剣を構え、俺は魔法の準備をし、戦闘態勢に入る。

			　じりじりと石像に詰め寄ると、不意にその目が光り、石像が社(やしろ)の中から飛び出して来た。

		

	
		
			第10話　守り神の話を聞いてみた

			　

			　正体を現したガーゴイルが、背中の翼で空中を飛び回る。

			　俺たちを敵と認識したようで、空中から闇の中級魔法《ダークガトリング》で攻撃してきた。無数の闇の魔力の弾丸が降り注ぐ。俺はとっさに木の裏に隠れて回(かい)避(ひ)する。

			「やっぱり、ただのガーゴイルか。何が村の守り神だよ。魔物じゃねぇか！」

			　こんな所で暴れ続けられたら、いずれ村人たちに気づかれてしまう。気づかれたらいろいろと厄(やつ)介(かい)だ。騒ぎになる前に倒してしまった方がいい。

			　飛んでいるとはいえ、俺の魔法で撃ち落とすことなど造作もないことだ。さて、倒すかと思ったその時、シークが横にいないことに気づく。あれ、あいつどこに行った？

			　シークの実力は知っている、あんなガーゴイル一匹にやられるわけがない。キョロキョロと周りを見渡し、シークの姿を探すとすぐに見つかった。周りの木々を利用し、身軽な身体を生かし跳んでいた。

			　シークには羽があるが、飛ぶことはできない。

			　これは、シークにとって禁句なので触れることはしない。だから、シークは跳んでいたのだ。

			　そうして、ガーゴイルの背後に回り、手に持った短剣を使わず踵(かかと)落(お)とし。

			　石の身体など、関係ないと言わんばかりにシークの一撃が決まり、哀れガーゴイルは地面に落下し、たたきつけられた。そして、その上に華(か)麗(れい)に着地するシーク。

			「僕の勝ち～」

			　ショタコンが見たら、確実に鼻血を噴(ふ)き出すであろう愛らしい笑顔だ。俺はショタではないので関係ないが。

			「隊長～。こいつどうするの～？」

			「ふむ」

			　先に戦闘態勢に入ったのはこっちだし、とりあえず話を聞けるなら聞いてみよう。

			「おい、お前喋(しやべ)れるか？　質問に答えてくれ」

			　シークに踏まれたまま、恨めしそうにこちらを睨(にら)むガーゴイル。

			「なんだ！　殺すなら殺せ」

			　かなり渋い声で諦(あきら)めたように返答してくる。

			「は～い」

			「わわわ、ちょっと待て！」

			　シークが本気にして、ガーゴイルの頭めがけて短剣を振り下ろそうとしたので、慌てて止める。まだ、全然話を聞いていないのだ、やめてくれ。

			「我(わが)輩(はい)を殺しにきたのではないのか？」

			「いや、先に襲って来たのはお前じゃないか」

			　まあ、そのさらに前に戦闘態勢に入ったこちらも悪いのだが。

			　自分の非を認めたのか、ガーゴイルは下を向いてすまないと謝(しや)罪(ざい)する。どうやら、話の通じる奴のようだ。

			「シーク、そいつから下りろ」

			　ある程度の理性はありそうだ。この状態じゃ話すことも話せないだろう。

			　シークがピョンとガーゴイルから飛び下りる。ガーゴイルは起き上がり、肩を回す。

			「ふむ、先ほどは失礼した。我(わが)輩(はい)の正体を知っており、魔王城がどうたらと怪しい会話をしていたのでな。貴公らが戦闘準備も始めたようだったので、こちらも攻撃せざるをえなかったのだ」

			　俺たちが何もしなかったら、大人しくしてたっぽい。

			「それはこちらが悪かったな。でも何でガーゴイルのお前が村の守り神なんだ？」

			　遺(い)跡(せき)や城を守る魔物だと聞いたが。

			「貴公らなら話しても良さそうだな。そう、あれはもう数百年も前の話だ。我(わが)輩(はい)はある遺(い)跡(せき)を守るために生まれ、そこを守っていた。だが、その遺(い)跡(せき)は財宝などが全くない、人間にとっては何ら魅(み)力(りよく)もない遺(い)跡(せき)だったのだ」

			　財宝がない遺(い)跡(せき)なんか、確かに行かないだろうな。

			　シークはあまり興味がないのか、欠伸(あくび)をしている。

			「我(わが)輩(はい)も襲うべき人間が全く来ないので、毎日暇を持て余していた。気がつけば、一日の大半を寝て過ごすようになっていたのだ」

			「隊長と同じだ～」

			　興味なさそうに聞いていたくせに、シークが急に笑い出した。いくら引きこもっていたとはいえ、一日の大半を寝ているほど酷(ひど)くはなかったぞ。

			「何の話かは知らんが続けるぞ。そんなある日のことだ。その日も人間が来ることはないだろうと思い、居眠りをしていたのだ。しかし眠りから覚めると、我(わが)輩(はい)はガタコトと揺れる場所にいた」

			「何があったんだ？」

			「どうやら、寝ている間に我(わが)輩(はい)自身が遺(い)跡(せき)から連れ出されてしまったようで、そこは盗賊の馬車の中だった」

			「アハハハ、馬(ば)っ鹿(か)だ～」

			　シークが腹を押さえて地面を転げ回る。確かに、馬(ば)鹿(か)みたいな話だ。

			　守護すべき遺(い)跡(せき)で居眠りなんかするからだ。まあ、ずっと引きこもっていたから暇だっていう気持ちはわかるけど……。

			「事態に気づいた我(わが)輩(はい)は、すぐに馬車から逃げ出した。もちろん我(わが)輩(はい)を連れ出した盗賊には、灸(きゆう)を据えてやったわ」

			　大した盗賊じゃなかったみたいだな。

			「だったら、何で遺(い)跡(せき)に帰らなかったんだよ」

			　馬車から脱出できたなら、さっさと自分の守護する遺(い)跡(せき)に帰ればいい。

			「……我(わが)輩(はい)はその遺(い)跡(せき)から出たことがなかったのでな。どれぐらい寝ていたか判断もつかなかったので、遺(い)跡(せき)への帰り道がわからなかったのだ」

			　つまり、迷(まい)子(ご)になったというわけだ。

			「あ～、もう馬(ば)鹿(か)すぎだよ～ダ、ダメ、もうお腹痛～い！」

			　笑いすぎて地面の上でピクピク痙(けい)攣(れん)するシークはおいといて、

			「帰ろうとする努力を少しはしなかったのか？」

			「うむ。山道だということはなんとなく分かったのだが、それ以外の情報がなくてな。あてもなくうろうろしていたのだが、火の手が見えたので、その場所に行ってみたのだ」

			「それがこの村だったとか？」

			「そうだ。我(わが)輩(はい)を連れ出した盗賊が村を襲っていたのだ。人間を助けるつもりはなかったのだが、我(わが)輩(はい)を連れ出したくせに、さらに盗みを働くのかと、むかついてな。また懲(こ)らしめてやった」

			　そこから守り神扱いか。なんか無理矢理な話だなあ。

			　昔の村人たちで、悪魔を守り神扱いするのに反対した人はいなかったんだろうか。

			「それから、鬱(うつ)憤(ぷん)を晴らした我(わが)輩(はい)はこの社(やしろ)に住むことにした。すると、村人たちが勝手に我(わが)輩(はい)のことを守り神扱いしだしたのだ」

			　この社(やしろ)も元からあった場所を住家にしたようだ。本当は別の守り神的な何かがいたんじゃないか？

			「なるほど、元々、この村を守る気はなかったというわけか」

			　確かにこいつが善意で守り神をやっているなら、直近の盗賊襲撃時に村人たちを助けているはずだ。

			「ああ、我(わが)輩(はい)は別に村を守るため盗賊を追い出したわけではない。村人が勝手に勘違いをしただけだ」

			　こいつはやはり普通の魔物だな。人間のことを助ける気はないみたいだ。

			「……しかし、我(わが)輩(はい)のことを守り神だと信じ込み、身体が弱いくせに毎日社(やしろ)を掃除しに来る娘がいたのでな」

			　ティールちゃんのことだな。身体が弱いことを知っていたのか。毎日掃除をしに来ていると言っていたからな。咳(せき)込みながら掃除をしていたのだろう。

			「盗賊が来ることを知った我(わが)輩(はい)はいつもの礼にと、その少女だけはこの社(やしろ)にかくまったのだ。何人か盗賊も来たが、全員我(わが)輩(はい)が蹴(け)散(ち)らしてやったわ」

			　中々の力は持っているようだ。

			　ガーゴイルのランクは確かＤぐらいのはずだったけど、力をつけたのだろう。一応闇の中級魔法を使ってきたし、実力はありそうだ。

			「まさか、ティールちゃんに手を出したりとかは……」

			　ティールちゃんはたぶん、十四歳か十五歳ぐらいだ。数百年生きている悪魔が、まだ何も知らなそうな無(む)垢(く)で病的な少女を……嫌な光景だなあ。俺が勝手な妄想で気分を悪くしていると、ガーゴイルが反論する。

			「勝手なことを言わないでもらおう。娘には何もしていない。《ナイトメアスリープ》でも悪夢など見せず、ただ眠らせただけだ。これで我(わが)輩(はい)の話は終わりだ。今度は貴公らの正体を話してもらおうか」

			　確かに、相手のことだけを聞きだして、自分たちの正体を話さないのはフェアじゃない。

			　笑いすぎから回復したシークと相談し、ガーゴイルに俺たちの事情を説明した。

		

	
		
			第11話　守り神をどうするか話してみた

			　

			「はっはっは。我(わが)輩(はい)より奇(き)異(い)な行動をとっているではないか。人間の娘に恋とはな」

			　俺は魔族、シークはピクシー。そこまではよかったのだが、なぜ人間のふりをしているのかという質問をされ、回答したらこうなった。

			「隊長、仕方ないよ～。僕だって最初聞いた時、すっごく笑ったもん」

			　普通の魔物からしたら考えられない行動なのだろうが、そんなに面白いことか？　好きになったんだから、仕方ないだろ。

			「……なんだよ。そこまで笑うことないだろ。自分なんか迷(まい)子(ご)のくせに」

			　笑われて悔しかったので反撃してみた。それが、思ったより効いたようで。

			「迷(まい)子(ご)……!?」

			　ピシッと石の体にひびが入るような音がした。どうやら、今の言葉でかなりダメージを受けたようだ。見かけによらず、打たれ弱いのか？

			「や～い。迷(まい)子(ご)迷(まい)子(ご)～」

			　シークが笑いながら追撃する。悪気はあまりないと思うが、ガーゴイルからしたらかなりのダメージだ。

			「ぬう……迷(まい)子(ご)とは屈(くつ)辱(じよく)だ。だが、事実なので言い返せぬ……」

			　何だか残念なガーゴイルだなあ。普通の個体よりは強いのに。考えてみたら俺って、キャラの濃い奴と知り合いになりやすいな。俺の中の唯(ゆい)一(いつ)の常識人、セシリアがとても輝いてみえる。

			「迷(まい)子(ご)云(うん)々(ぬん)は置いといて、悪さをする気はないんだな？」

			「無論だ。我(わが)輩(はい)はこの社(やしろ)に住んでいるだけだ。別に村に何かするわけでもないし、助けたりする気もない」

			　毒にも薬にもならないということか。

			　でも、ティールちゃんがピンチになったら飛んで来たりしそうだな。まあ、見逃しても大丈夫だろう。一応帰ったらセシリアに相談するか。

			「村人たちに危害を加えるつもりがないなら、大丈夫そうだな。シーク、帰るぞ」

			「は～い」

			　俺たちはガーゴイルに別れを告げ、ティールの家に戻った。

			　帰り際にガーゴイルが「我(わが)輩(はい)の正体は誰にも言うなよ」と口止めしてきた。

			　安心しろ、セシリア以外には言わないから。村人たちに言ったらいろいろ問題になりそうだし。

			　ティールちゃんの家に戻ると彼女はベッドの上で寝ていて、セシリアは椅(い)子(す)に座り本を読んでいた。

			「お疲れ様です。……何かあったんですか？」

			　俺たちの服が少し汚れていることに疑問を持ったようだ。ティールちゃんが完全に寝ていることを確認し、事情を説明した。

			「守り神の正体がガーゴイルですか。村人にも迷惑をかけていないし、討(とう)伐(ばつ)依頼も出ていない。でも、何かがあってからでは遅いかもしれないですし……」

			　立場上どうするか悩んでいるようだ。俺は別に見逃してもいいと思うんだけど、セシリアは簡単に決められないようだ。

			「数百年間大人しくしていたみたいだし、大丈夫だと思う」

			「うーん、どうしましょうか。でも、ティールちゃんのことを助けたという事実もありますし、悪さはしなさそうですね」

			「僕、退屈～」

			　大事な話をしているというのにこいつは……。

			「村の様子でも見てこい。腹減ったら、これで好きな物食っていいから」

			　シークに小遣いを渡して家から追い出した。いわゆる厄(やつ)介(かい)払(ばら)いだ。ひどいと思われるかもしれないが、ノリノリで村に向かって行ったので気にしない。

			「良いのですか？」

			「別にシークがいても意見を言わないだろうし、あいつも遊び盛りだから良いだろ」

			「それもそうですね」

			　簡単に納得するなあ。まあ、それほどシークが子供っぽいということか。

			「……で、ガーゴイルをどうするかっていう話だけど、とりあえず保留にしないか？　今は残った村人の治(ち)療(りよう)や、また襲撃してくるかもしれない山(さん)賊(ぞく)をどうにかした方がいいと思う」

			　それにガーゴイルに何かしたらティールちゃんが何をするか分からない。ティールちゃん、守り神に対して狂信的だから。

			「そうですね。今は治(ち)療(りよう)に専念しましょう。ヨウキさんやシークくんのおかげで早く治(ち)療(りよう)が終わりそうですし、山(さん)賊(ぞく)問題も何とかしないと……」

			　これからどうするか、方向性を話し合う。

			　最終的に明日、村人たちの治(ち)療(りよう)をしつつガーゴイルの情報を聞き出し、そして、実際にセシリアもガーゴイルと話をしてみることになった。やっと話し合いが終わり、気がつけば、あたりはすっかり夜になっていた。

			「もう、こんな時間か。そろそろ村長の家に行かないとな」

			　帰りが遅くなって心配かけるのも悪い。

			「そうですね。そろそろ行きましょうか」

			　眠るティールちゃんを起こさないよう、静かに家を出た。

			　月の光を頼りに暗い林を二人で歩いていると、ロマンチックな気分になってくる。

			　前世でも夜道を女性と二人きりで歩くということを経験したことがない。

			　内心すごくドキドキしているが、表には出さない。

			　チラリとセシリアの方を見てみると、彼女は別にそうでもないようで、普通に歩いていた。

			「……どうかしましたか？」

			「いや、別に」

			　やはりセシリアは何とも思ってないようだ。そわそわしている俺を見て、首を傾げるセシリア。

			　結局、せっかく良い雰囲気なのに何もしないまま村長の家に着いてしまった。

			　ヘタレすぎるだろう、俺よ……。せめて、手ぐらいつなぎたかったな。

			「おお！　セシリア様とご友人、遅いので心配しておりました。もう一人のご友人は先ほどお帰りになられて夕飯を召し上がった後、すぐに部屋でお休みになられましたぞ」

			　家に入るとやたらテンションが高い村長に出迎えられた。村人たちの治(ち)療(りよう)が順調で嬉しいのだろう。

			　シークの奴は、遊び疲れたんだろうな。俺とセシリアを待たずに飯食って寝てしまったのか。まあ、子供だし別にかまわないけど。

			「ご心配おかけしてすみません。ティールさんの治(ち)療(りよう)をして、話をしていたら長引いてしまいました」

			「そうでしたか。ティールも両親を早く亡くしていて、唯(ゆい)一(いつ)の肉親だった祖母も三年前に亡くなっていましてね。皆さんと話せてティールも楽しかったことでしょう。ありがとうございます」

			　ぺこりとお辞儀してくる。こちらとしては中々面白い守り神のことを知れたので、別に気をつかわなくて良いのだが。

			　その後、夕食をご馳(ち)走(そう)になった。野菜の入ったシチューとパンというメニューだ。

			「すみません。このような物しかお出しできなくて……」

			「いえいえ。ただでさえ山(さん)賊(ぞく)の襲撃で食糧が少ないのに、ご馳(ち)走(そう)してくださってありがとうございます。いただきます」

			　俺は言い終えるとむしゃむしゃと出された料理を食べ始めた。俺の豪(ごう)快(かい)な食べっぷりを見て、料理を作った村長の奥さんが少し戸(と)惑(まど)う。

			「ヨウキさんはこういう方なんです。私もいただきますね」

			　俺とは対照的に静かに食べ始めたセシリア。そんな俺たちを見て、奥さんはどことなく嬉しそうな顔をしていた。

			　夕食も食べ終わり、村長と明日の予定を話していると夜遅くなってきたので、寝ることになった。

			「セシリア様は先ほどのお部屋、ご友人は隣の部屋をお使いください」

			　村長に言われたとおり、二階に上がり部屋に向かった。

			　セシリアにお休みと告げて部屋に入ると、ベッドですでにシークがアホ面で寝ていた。どうやら、相部屋のようだ。いつもそうだから気にしないけど。

			　明日も村人の治(ち)療(りよう)があるし、ガーゴイルの情報も調べなければいけない。疲れもあったので、すぐに寝た。

			　

			「今日は村人たちの治(ち)療(りよう)をしつつ、ガーゴイルの情報を詳しく調べるぞ」

			「分かりました」

			「ぶ～」

			　朝起きて、今日の予定を確認するためセシリアの部屋に集合した。シークは寝ぼけ気味だったが、何とか引っ張ってきた。

			「ガーゴイルの証言はたぶん正しいと思うけど、村人たちはどう思っているのかが知りたいからな。シーク、ちゃんとやってくれよ」

			「……は～い」

			　やる気なさそうだな、大丈夫だろうか。無理を言ってでも、デュークかハピネスを連れて来るべきだったか。

			「村の人たちの治(ち)療(りよう)が一段落したら、ティールちゃんの所に一度行きませんか？　身体のことも心配ですし」

			「ガーゴイルのことを一番知っているわけだから、良いと思うよ」

			　その後にガーゴイルに会いに行くということで話し合いは終了。村長の奥さんに朝食をご馳(ち)走(そう)になり、怪(け)我(が)人(にん)をまた昨日と同じ場所に集めてもらい、治(ち)療(りよう)を開始した。

			「ありがとうございます。セシリア様」

			　村人で特に男はセシリアに治(ち)療(りよう)をしてもらいたいらしく、長蛇の列ができた。下心がありそうな奴は俺の魔法でのしてやりたくなる。

			「お大事に～」

			「ありがとう、シークくん」

			　可愛(かわい)らしい笑顔を浮かべるシークに薬を渡された女性がうっとりする。シークの方は若い女性が多いようだ。

			　一方の俺はというと……、

			「悪いのう。ヨウキさん」

			「いやあ～、助かるのう」

			「癒(いや)されるわい」

			　なぜか年寄りが多かった。別に嫌というわけではないが……何か負けた気がする。

			「ははは……無理せずに療養してくださいね」

			　回復魔法をかけると、気持ちよさそうな声を出す老人の皆さん。温泉に浸かるとこんな声出るよなあ。そんなことを考えていると、ガーゴイルについての情報収集のことを思い出した。

			　年配の人ならば昔の話を知っている可能性が高い。これはチャンスじゃないか。

			「すみません。村の守り神について何か知っていることありませんか？」

			「村の守り神？　……ああ、知っているよ。林の奥にある悪魔像のことだろう。ティールちゃんが熱心にあの像のことを崇(すう)拝(はい)しているからねえ。村の皆知っているよ」

			　どうやらティールちゃんは村の有名人のようだ。彼女以外の村人はやはりあれが悪魔像だと知っているのか。だからこそ余(よ)計(けい)に狂信者のようなティールちゃんは悪目立ちしているのだろう。

			「どうして村の守り神と呼ばれているかは知っていますか？」

			「さぁ……、それは分からないねえ。ただ、あの悪魔が村を救ってくれたっていう伝説は残っているよ。でも、誰があの石像を作ったかがまったく記録に残ってないんだよねえ」

			　それはそうだろう。あの石像自体が村を救った本人なのだし。もっと詳しい情報はないのか。

			「でも、それしか情報が残っていないのに、なぜティールちゃんはあそこまで執(しゆう)着(ちやく)しているんですか？」

			「ああ、あの子もね、昔はあんなに信じちゃいなかったんだよ。時々、掃除や供え物を持って行くぐらいだったのさ。でも、ある時あの娘がレッドファングに襲われたことがあってねえ」

			　レッドファングとは狼のような姿の魔物だ。獲物の血で口が真っ赤に染まる様からその名がついた。しかし、戦闘力はあまりなく、自分より弱い生物ばかり狙う。怖い名前の由来があるのにランクはＥという残念な魔物だ。

			「ティールちゃんは当時七歳で身体が弱かったのもあってねえ、しかし、もう駄目だって思った時にあの守り神が助けてくれたって言うのさ」

			　あいつ、その頃からティールちゃんのこと助けたりしてたのかよ。

			「へ、へぇ～。それで、誰か他に守り神に助けてもらった人は？」

			「まさか。そんな与(よ)太(た)話(ばなし)、誰も信じちゃいませんよ。そもそも、みんなあの像を気味悪がって、近づいたりしないからねぇ」

			「そうですか」

			　その後、他の老人たちにも質問をしてみたが、似たような回答ばかりだった。昨日に比べて、今日は早く治(ち)療(りよう)が終わった。今一度、集めた情報を整理するため俺たちは集合したのだが、

			「すみません。守り神について質問しようとしたのですが、私個人に対する質問を大量にされてしまいまして……」

			「僕も～……」

			　申し訳なさそうな二人。まあ、仕方ないな。二人の列には若い世代の村人しかいなかったし、聞けたとしても知らない人が大半だっただろう。というか、セシリアをナンパした奴はとりあえずぶっとばしたい。

			「……ヨウキさん？　何か変なこと考えてませんか？」

			「セシリアに言い寄っていた奴をぶっ飛ばそうかなと」

			「治(ち)療(りよう)が長引くのでやめてください……それで、ヨウキさんは何か情報は集まりましたか？」

			　セシリアに釘を刺された。仕方ない、セシリアにばれないように……って今はそんなことは関係ないか。俺は村の老人たちから集めた情報を二人に話した。

			「なるほど」

			「へ～」

			　セシリアは俺が仕入れた情報を真面目に聞いてくれたが、シークは興味なさげだ。こいつはもう、治(ち)療(りよう)以外に期待しない。

			「昨日のガーゴイルからの情報と大差ないな。村を襲ったっていう記録も残ってないみたいだし。無害じゃないかな」

			「確かにそうかもしれないですが、私は念のためにガーゴイルさんと話してみたいです」

			　少々疑いすぎな気もするが、立場上仕方ないか。昨日、会いに行くって約束したし。

			「その前にティールちゃんに会いに行くんじゃないの～？」

			「「あ！」」

			　すっかり忘れていた。まさかシークに言われて思い出すとは。

			「じゃあ、シークはティールちゃんの所に行ってくれるか？　もしガーゴイルと話している時に鉢合わせたらやばいし」

			「は～い」

			　ティールちゃんをシークに任せて、俺とセシリアはガーゴイルの下に向かった。

			　

			「貴様、我(わが)輩(はい)との約束を破ったな。誰にも話すなと言ったであろう！」

			　社(やしろ)に着くなり、セシリアに正体を話したと言うと、ガーゴイルはすぐに石像のふりをやめ、文句を言い出した。

			「あなたがガーゴイルさんですね。私はセシリアと申します。山(さん)賊(ぞく)による襲撃で村人に負傷者が多数出たので、村長さんから依頼を受け、治(ち)療(りよう)のためこの村まで参りました」

			「ほう……昨日そこの魔族の小僧が話していた人間の娘か。それで、我(わが)輩(はい)に何か用か？」

			　小僧って。まあ数百年生きてる奴からしたら俺なんて小僧か。

			「あなたに村のことについて聞きに来ました。本当に村を襲う気はないのですか？」

			「昨日、そこの小僧に話したはずだ。我(わが)輩(はい)は村を襲う気もないし、救う気もない。ここを住家にしているだけだ」

			　昨日と同じ回答だ。やはり放っておいて大丈夫だな。

			　セシリアも事前の情報と実際に話した印象が一致したからか、納得したようだ。あ、でも一つ聞きたいことがあったな。

			「なあ、ティールちゃんが七歳の時にレッドファングから助けたって聞いたんだけど……」

			「む……それがどうかしたか？」

			「お前、ロリコンなのか？」

			「ろ、ろりこん？」

			「ロリコンって言葉、分からないのか」

			　この世界にはない言葉なのかもしれない。

			「知らんな」

			「私も知りません」

			　軽い気持ちで聞いてみただけなのだが、意味を教えたら怒るだろうなあ。まあ、ガーゴイルは恩を返しただけだろうし、別に深い意味はないからいいか。

			「そうか、ならいいんだ」

			「なんだ？　気になるではないか。教えろ、小僧！」

			「仕方ないなあ、これは俺の前世の世界の言葉でな……」

			　ロリコンの意味を二人に教えると、想像通りガーゴイルは怒り、そして俺との戦いが始まった。戦いの中、我(わが)輩(はい)にそんな趣味はないと何度も叫ぶガーゴイル。

			　セシリアは深いため息をつき、社(やしろ)に座り込んで戦いの顛(てん)末(まつ)を見守った。余(よ)計(けい)なことを言うんじゃなかったな……。

			「小僧、覚えていろ！　我(わが)輩(はい)は決して幼い女子が好きではないことを必ず証明してみせるからな」

			　結果は言わずもがな。負け犬ならぬ、負けガーゴイルの遠吠えだ。シークにすら負けたのに、俺に勝てるわけないだろ。

			　セシリアは戦いが終わったのを見計らい、社(やしろ)から立ち上がり、ローブに付いた土(つち)埃(ぼこり)をはらう。その表情から呆れた様子が窺(うかが)える。

			「終わったようですね。……ヨウキさん、あまり無(む)駄(だ)な争いの種をまかないでください。正直この戦いに何の意味があったのか、私には理解しかねます」

			「つい口がすべったんだよ」

			「ですが、普通に考えればティールちゃんを助けたのは単に掃除の恩を返しただけで、ヨウキさんの言うロリコンとやらには当てはまらないのでは？」

			　セシリアの正論にたじろぐ。このままでは、俺が悪者になってしまう。セシリアの前でそれは嫌だ。よし、ガーゴイルには悪いが、ロリコンになってもらおう。

			「いや、村人からの情報によると、ティールちゃんが襲われた場所にレッドファングの死体はなく、地面に黒い燃え跡が残っていたらしい。こいつはたぶん、レッドファングを倒すために闇の上級魔法《ダークブレイズ》を使ったんだと思う」

			　ダークブレイズは対象を跡形もなく焼失させる炎を生み出す、闇の上級魔法だ。ランクＥのレッドファングに使う魔法じゃない。明らかにオーバーキルだ。

			「こいつはティールちゃんを助けるために自分が使える最高位の魔法を使ったんだ。それほどに、自分好みの幼女であるティールちゃんを襲ったレッドファングが許せなかったんだろう」

			　うん、我ながら素晴らしいこじつけだ。しかし、そんな俺の言葉を聞き納得してしまったようで、ガーゴイルを見るセシリアの目が変わった。

			「小僧、でたらめを言うな。おい人間の娘、我(わが)輩(はい)をそんな目で見るでない！」

			　ガーゴイルが何を言ってもセシリアの目は変わらない。ふふ、これでガーゴイルロリコン化作戦は成功だ。すまんガーゴイル、セシリアに嫌われないため、お前の尊い犠牲に感謝だ。

			「ぐ……、話が終わったのなら我(わが)輩(はい)はもう寝るぞ。……何度も言うが我(わが)輩(はい)の正体は話すなよ。特にあの娘にはな！」

			　社(やしろ)に入り石像に戻った。こいつ逃げたな。石像の体をぺちぺち叩くが反応はない。

			「まあ、これでこいつに害がないことが分かったろ、セシリア」

			「……そうですね。一応は」

			　なんだか違う意味で危険だと思わせてしまったかもしれない。やっぱり、悪い気がするし誤解を解いておくかな。本当にロリコンかもしれない可能性は……うん、どうでもいいか。

			「ヨウキさんは……ロリコンとやらではないですよね？」

			「大丈夫、俺の好みはセシリアさ」

			「なっ!?　いきなりそんなこと言わないでください……」

			　昨日何もできなかったので、勇気を出してみた。今まで普通に話していたのに、急に顔を背けられた。なんか、成功したっぽいな。キモいとかいわれなくて良かった。

			　そんなやりとりをしていると、急に殺気を感じた。

			　殺気の発生源は社(やしろ)からだ。悪魔像の顔が強張っている。たぶん、我(わが)輩(はい)の前でイチャイチャするなという警告だ。仕方ない、退散してやるか。

			「じゃあ、シークを迎えにティールちゃんの所に行くか」

			　薬を渡すだけだから、もう終わっているだろう。むしろ、俺たちを待っているのに飽きて村の子供たちと遊びに行っているかもしれないな。未だに照れるセシリアを引っ張り、ティールちゃんの家に向かった。

			　

			「……というのが守り神様の魅(み)力(りよく)なんです。シークくん、聞いていますか？」

			「あ～うん。聞いてる～」

			　家に入ると、ガーゴイルの話を熱く語るティールちゃんと、うんざり顔のシークがいた。二人はベッドの上に仲良く座っている。

			「隊長～」

			「待ってくださいシークくん！　まだ守り神様について語りたいことがたくさんあります」

			「助けてえ～」

			　こちらに駆け寄ってこようとしたシークをティールちゃんががっちりホールドする。シークは半泣きだ。おそらく、ずっとガーゴイルの話を聞かされていたのだろう。外で体を動かすのが好きなシークにとっては、地(じ)獄(ごく)だったろうに。

			「ヨウキさんにセシリアさん、ちょうど良かった。お二人にも守り神様のすばらしい話を……」

			　まずい、聞かされては帰るのが何時になるか分からない。

			「いや、ごめん。今日は忙しいから帰らせてもらうよ。行こうセシリア」

			「ちょっ、ヨウキさん!?　ティールさんに話を……」

			「シーク、情報収集は頼んだ。夕食までには帰ってこいよ」

			　シークには悪いが犠牲になってもらおう。この場で救出するのは難しい。退屈とか言っていたし、ちょうど良い暇つぶしになるだろう……勝手な言い分だが。

			「隊長～！」

			「残念ですが仕方ありませんね。ではシークくん、さっきの話の続きですが……」

			　助けを求めるシークを無視し、ばたんと扉を閉める。セシリアの手を握って村長の家に帰った。なぜかこの時は、自然に手を繋ぐことができた。

			「……さすがにシークくんがかわいそうな気がします」

			「昨日たくさん遊ばせてやったから、これぐらいはいいだろ」

			「大丈夫でしょうか、シークくん……」

			「あの反応を見る限り、面白い話ではなさそうだったな。……まあ、ガーゴイルについての情報もたくさん手に入るから、問題ないだろ」

			「……」

			　何も言わなくなったセシリア。あのティールちゃんの狂信っぷりはすごいからな。シークの奴、夕食前に帰れるだろうか。

			　結局、シークは夕食までに帰ってくることはなかった。

			　昨日寝すぎたようで眠たくないという理由から、延々と話に付き合わされたらしい。

			　シークは帰ってくるなり、残しておいた夕食を食べ、すぐに寝てしまった。

			　なんだか今日はガーゴイルにもシークにも悪いことをしたな。反省しよう。

			　それから数日、村人を治(ち)療(りよう)しつつ、ガーゴイルにちょっかいを出しに行くという日々が続いた。

		

	
		
			第12話　村を守ってみた

			　

			　村人たちの怪(け)我(が)もだいぶ回復し、山(さん)賊(ぞく)も姿を見せなかったので、そろそろミネルバに帰れると思っていた夜。

			「シークはもう寝たのか……」

			　午前中は村人の治(ち)療(りよう)、午後はティールちゃんから村の守り神についての話を聞き続けるといったスケジュールだ。疲れが相当たまっているのだろう。

			　一方の俺は村の年配の方の治(ち)療(りよう)をし、ガーゴイルにちょっかいを出しに行くというスケジュールだった。

			　ちなみに、ガーゴイルロリコン化作戦の後日。セシリアはガーゴイルが本当にロリコンなのか疑問を持ったようで、再び俺に聞いてきた。

			　やはり常識人のセシリアをごまかすことはできなかったみたいだ。俺の嘘だと認めると散々説教をされ、ズルズルとガーゴイルのいる社(やしろ)に引っ張られ、謝(しや)罪(ざい)をするよう言われた。

			　ガーゴイルの勝ち誇った顔は今でも鮮(せん)明(めい)に覚えている。最初は冗談のつもりだったが……こうなれば、ロリコンキャラにしてやろうか。いや、セシリアに怒られるから止めよう。

			　明日も予定がある。この日は俺も早々に眠りにつくのだった。

			　数刻後、ドンドンとドアを叩く音が聞こえ、目が覚める。眠いので意識がはっきりしないが、目を擦りながらドアを開けた。そこには、走ってきたのか、息を荒らげる村長がいた。

			「た、助けてください。山(さん)賊(ぞく)が夜襲をかけてきました。村の若い者が応戦していますが、病み上がりの者が多く……いつまでも持ちません」

			「分かりました。セシリアはもう起こしましたか？」

			「今、妻が起こしているところです」

			「では村長さんはこのまま家に立て篭(こ)もっていてください。俺はすぐに山(さん)賊(ぞく)退治に向かうので」

			　村長は俺の言葉に頷(うなず)くと部屋から出ていった。

			「シーク、起きろ」

			「な～に隊長～、僕まだ眠いよ～」

			　ベッドから起き上がり、目を擦る。疲れがあるのは分かるが、今は緊急事態だ。

			「山(さん)賊(ぞく)の夜襲だ。先に行って村人の援護をしてくれ」

			「う～、分かった～」

			　シークは自分の武器である短剣を片手に窓から飛び下りた。俺は魔法だけで戦うので、準備などない。部屋を出ると、ちょうどセシリアと鉢合わせた。ローブを着て、杖を持ち、戦闘準備万端のようだ。

			「ヨウキさん！　急ぎましょう」

			「分かってる」

			　急いで村長の家から出ると。そこには村人が山(さん)賊(ぞく)と戦う光景が広がっていた。

			　月明かりだけが頼りの真夜中に、刃物のぶつかり合う音が響く。

			　突然の夜襲、そして村人はほとんど病み上がり。山(さん)賊(ぞく)が優勢だったのだろう。しかし、戦場を縦(じゆう)横(おう)無(む)尽(じん)に駆け回るシークによって、状況はひっくり返ろうとしていた。

			「いっくよー!?」

			　素早くトリッキーな動きで相手を撹(かく)乱(らん)し、次々に山(さん)賊(ぞく)を斬りつけるシーク。そして痛みにより隙を見せる山(さん)賊(ぞく)に、村人たちが襲い掛かる。

			「このガキがあぁぁぁ！」

			　もちろんシーク本人に戦いを挑む山(さん)賊(ぞく)もいる。二メートルはあるであろう巨漢の山(さん)賊(ぞく)が、シーク目掛けて巨大な斧を振るうが、

			「馬～鹿」

			　シークは跳んでかわし、得意の踵(かかと)落(お)としを山(さん)賊(ぞく)の脳天にたたきこんだ。

			　仰向けに倒れ込む山(さん)賊(ぞく)の上に、華(か)麗(れい)に着地するシーク。

			　そして再び戦場を駆け回り、山(さん)賊(ぞく)たちに傷を負わせていく。

			「シークくん、強いんですね。予想以上に……」

			「あいつは、得意の身軽さを生かして敵を撹(かく)乱(らん)するのが得意だから。それに、強いのは当たり前だよ。伊(だ)達(て)に俺の元部下はやっていない。さて、俺たちも戦わないとな」

			　シークばかりに任せているのは良くないし、ここは一つ暴れるかな。セシリアには後方支援を任せ、俺は山(さん)賊(ぞく)たちに向かい走り出す。

			「《瞬雷》、《ストームブロウ》」

			　敵味方入り乱れての乱戦のため、規模の大きい魔法は使えない。俺は身体強化系の魔法を使い、近接攻撃で倒すことに決めた。

			《ストームブロウ》は風の中級魔法で、ロックドラゴン戦で使った魔法だ。《瞬雷》は雷の中級魔法で、足に雷系の魔力を流し動く速度を上げる魔法である。

			　シーク同様、俺も素早い動きで山(さん)賊(ぞく)たちを殴り飛ばしていく。

			　敵の数が多いので、庇(かば)いきれず村人に怪(け)我(が)人(にん)が出るが、すぐにセシリアが回復した。

			　戦える山(さん)賊(ぞく)も残り少なくなってきたところで、不意に嫌な予感がした。

			　まさか……。林の方を見ると、煙が上がっている。この方角は間違いない、ティールちゃんの家だ。山(さん)賊(ぞく)に襲われたのか？

			「シーク、ティールちゃんの家の方から煙が上がっている。ここはもう俺や村人で対処できるから、お前はティールちゃんの所に行ってくれ」

			「了～解」

			　シークは林の方へ走っていった。

			　これでティールちゃんは大丈夫だろう。

			　最初の頃から比べると、山(さん)賊(ぞく)の数は半分以下に減っている。残りは俺や村人たちだけで充分だ。

			　三十分後、村を襲った山(さん)賊(ぞく)はほとんど無力化した。

			　幸いにして死者は出なかったようだ。山(さん)賊(ぞく)からの脅(きよう)威(い)が去った嬉しさのあまり、抱き合う村人もいた。

			「……何だろう。胸騒ぎがする」

			　だけど、俺はまだお祭り騒ぎをする気分になれなかった。周りを見渡すが、シークの姿が見えない。

			「セシリア！　シークはまだティールちゃんの家から帰ってきてないのか!?」

			　いくらなんでも、こんな時に守り神の話を聞いたりしているとは思えない。まさか、シークが苦戦しているのか……。

			「シークくん、まだみたいですね。でもシークくんに限って山(さん)賊(ぞく)にやられるなんてことは……」

			「分かってるよ！　でも、何だか嫌な予感がするんだ」

			　俺はティールちゃんの家に向かって走り出した。後ろにセシリアもついてくる。俺の気のせいだ、シークなら負けるわけないと思いつつも、心が焦る。そして林を走り抜けて、俺が見たものは……、

			「……何だこれ」

			　そこには倒れた山(さん)賊(ぞく)たちと、片腕片翼を失ったガーゴイル、涙するティールちゃん、そして、ボロボロになりながらも謎の男と戦うシークの姿があった。
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			第13話　キレてみた

                        　

			「村人……じゃないね。有名人いるし。横の人は村人っぽいけど」

			「あなたは……!?」

			　セシリアが謎の男を見て、驚いている。奴について、何か知っているのかもしれない。話を聞きたいところだが、今はそんな時間はない。シークがやばい。

			「というか、いい加減にしろよ、この……ガキがっ！」

			　シークの短剣を弾き、腹をめがけて強烈な蹴りを繰り出す。直撃したシークは俺たちの方角に飛ばされ、木にたたきつけられた。そのまま木からずり落ちるが、すぐに立ち上がる。

			　表情を見るといつも笑っているはずのシークが笑っていない。傷が原因ではなく、かなりキレているようだ。口を閉じ、目は怒りに満ちているのか、男を睨(にら)みつける。

			　再び男に向かおうとしたので、肩を掴み止める。

			　今のシークでは、向かって行ってもやられるだけだ。セシリアは、急ぎ傷だらけのシークに回復魔法をかける。

			「隊長……僕まったく笑えないよ……」

			　そのまま、短剣を握りしめやはり男に向かおうとしたので、今度は地面に押さえつけて止める。

			「落ち着け！　何があったか説明しろ」

			「あいつ……山(さん)賊(ぞく)からティールちゃんを守っていたガーゴイルを後ろから不意打ちしたんだ　……理由を聞いたらね、魔物だからって言ったんだ」

			「何だよ～、魔物殺しちゃ悪いの？　俺がせっかく倒してやろうと思ったのに、そっちがいきなり切り掛かってきたんだろ。あんたら保護者ならガキの躾(しつけ)ぐらいしろっつーの」

			　魔物だからって理由なく殺して良いわけない。シークは馬(ば)鹿(か)にされたのが悔しいのか、声を押し殺して泣き始めた。

			「泣くぐらいなら最初から噛み付いてくんなよなあ。まあ、その歳にしちゃやる方だったぜ、相手が悪かったな、僕～」

			　さらにシークのことを馬(ば)鹿(か)にする男。ガーゴイルのこと。シークのこと。そして、魔物を一方的に殺していいと言ったこいつを、

			　俺は、絶対に許せない！

			《瞬雷》で強化した足で近づき《ストームブロウ》で強化した腕で殴りつけた。しかし、その攻撃は男の剣によって防がれる。

			　そしてその瞬間、なぜか腕にかけた《ストームブロウ》がとけてしまった。

			「くそ、何なんだ、あいつの剣は!?」

			　俺の魔法が消されたのは、おそらくあの剣のせいだろう。

			　大して特徴がない片手剣に見えるが……。ダメだ、怒りのせいで冷静な思考ができない。

			「ヨウキさん引いてください。ヨウキさんでは相性が悪いです」

			　セシリアがシークの回復をしながら、俺の怒りを静めさせる。

			「セシリアはあいつを知っているのか？」

			「彼はガリス帝国の勇者。名はミラーと言い、彼の持つ剣は人造魔剣《マジック・イーター》という剣です。魔法を吸収する効果を持っているので、魔法主体のヨウキさんでは……」

			「待て待て、ガリス帝国の勇者？　あの勇者くん以外にも勇者がいたのか？」

			　てっきりあの勇者くんだけが勇者と呼ばれる者だと思っていたのだが。それに人造魔剣というのも気になる。

			「彼はクラリネス王国が選出した勇者ということで、他の国々からも勇者は選出されています。魔王城にたどり着いたのは私たちだけでしたが……」

			　ずっと魔王城に引きこもっていたので、知らなかった。中ボス部屋にいても、外から来たのはセシリアたちだけだった。デュークたちは情報を持ってないし。

			「じゃあ、人造魔剣ってのはなんだ」

			「ガリス帝国が開発した様々な効力を持つ剣です。他にも槍(やり)や槌(つち)などの武器があると噂もありますが……」

			「勇者くんが使っていたあれは？」

			「あれは本物の聖剣です。ガリス帝国は聖剣や魔剣と言われる物をまねして作っているんですよ」

			　そんな物騒な物の開発をしているなんて、戦争する気満々じゃないか。シークには剣技だけで勝ったみたいだし、魔法は吸収されるときたか。やっかいな奴だ。

			「いつまでこそこそ喋(しやべ)ってんだよ。邪魔しないなら放っておくからさー。黙ってろよー」

			　俺の言葉を遮(さえぎ)り、ガーゴイルに向かい歩みよるガリス帝国の勇者ミラー。ガーゴイルにとどめをさす気のようだ。

			「待て！　そのガーゴイルはティールちゃんを守っただけで、人を襲ったりは……」

			「何を言ってんの、あんた。魔物に良い、悪いなんて関係ないじゃん。そして俺はさあ、殺せればそれでいいんだよ」

			　……何言っているんだ、こいつは？　殺人鬼みたいなことを言い出した。

			「ヨウキさん、彼は魔王を討(とう)伐(ばつ)する気なんて、最初からなかったんですよ」

			「は!?　じゃあなんで勇者になったんだよ。国に選ばれたから仕方なくっていうのか」

			「違います。彼は勇者選定を快く引き受けました。理由は――」

			「勇者になれば魔物を殺す言い分ができるからなあ。いちいちギルドから依頼を受けるなんて面倒だろ？　だから俺は勇者になったんだよ」

			　とても愉快そうに笑い、ティールちゃんを蹴り飛ばす。そして、ガーゴイルの残った翼を切り裂いた。

			「守り神様――!!」

			「おっと、邪魔するなら……どうなるか分かるよね」

			　両翼を失ったガーゴイルに駆け寄るティールちゃんに剣を向け、脅しをかける。

			「待ってください。ガリス帝国の勇者たるあなたが、クラリネス王国の国民に手を出せばどうなるか……」

			「知らないよ、そんなの。戦争したいなら勝手にやれば、俺は関係ないを貫くし。それとも何？　今度はアクアレイン家のお嬢様が相手してくれるのかな？」

			　ニヤリと笑い、セシリアに剣を向けた。

			　今まで、いろいろ許せない言動をしてきたこいつだが、俺の前でやってはいけないことをしたな。

			　俺の中で、スイッチが入った。

			　応戦しようと、杖を構えて魔法を唱えようとするセシリアの肩を掴み、無言で後ろに下がらせる。

			「ヨウキさん!?」

			　俺の異変に気づいたセシリアが動(どう)揺(よう)する。だが、こうなった俺はもう止められない。

			「何？　あんたが相手すんの。あんたより、アクアレイン家のお嬢様の方が楽しそうなんだけどなあ」

			　先ほどの攻防だけで、俺の力を把(は)握(あく)したつもりらしい。チートをなめないでもらいたいな。あんなもんが俺の実力なわけがない。たかが剣技が優れていて、魔法を吸収する剣を持っているだけの若造が……調子に乗るのも大(たい)概(がい)にしろ！

			「クックック、貴様に地(じ)獄(ごく)を見せてやる。覚悟しろ!!」

			　シークとティールちゃんを泣かしたこと、ガーゴイルをボロボロにしたこと。そして、俺の好きな娘、セシリアに剣を向けたこと、後悔させてやるよ。

			「俺をどうするってーのさ。やってみろよ、村人くんー」

			　未だに俺のことを馬(ば)鹿(か)にしているが、そんなことをしていられるのも今のうちだ。

			「フッ、いくぞ！　《ファイアーボール》《サンダーボルト》《アクアバルカン》《ウインドブレード》《ロックニードル》」

			　火、雷、水、風、土の初級魔法を放つ。

			「威勢のわりにくだらないな。こんなもの効くわけがないじゃないか」

			　余裕の表情で魔法をすべて剣で吸収する。

			　まだまだ、この程度で終わるわけがない。今のは挨(あい)拶(さつ)みたいなものだ。

			「《スパークストーム》《アクアストリーム》《ゲイルシュート》」

			　雷、水、風の中級魔法を合成して放つ。

			　風の魔法で勢いをつけ、雷を纏(まと)った水の激流が地面を削りながらミラーに向かっていく。

			「だからぁ、無(む)駄(だ)だってーの！」

			　またも剣で切り伏せ、吸収される。ニヤニヤと俺を見るミラー。たぶん、俺のことを馬(ば)鹿(か)だと思っているのだろう。

			「あんたつまんないから、さっさとやられちゃってよ」

			　こちらに走り、切り掛かる。

			《瞬雷》をかけてミラーの剣撃を避ける。剣技が多少優れているようだが、俺には関係ない。

			「あんたさあ、避けるのは上手いみたいだけど、いい加減武器だしたら？　俺に魔法は効かないって分かっただろ？　武器使った戦闘なら俺に勝てるかもよー」

			「クックック、生(あい)憎(にく)だが武器は使わない。立ち向かってきた奴はすべて魔法で葬(ほうむ)ることにしているからな」

			　本当の理由はせっかくファンタジーな世界に転生したのだから、魔法で敵倒した方がかっこよくねと思っているからだが。

			　いくらチートを持っているからって、武器を振り回す気にはならなかった。一応魔族の時は鋭い爪という武器があったけど。今は使う気はない。

			「あんた馬(ば)鹿(か)すぎなんじゃない？　そんなんじゃ俺には一生勝てない、よ！　《ブレイドウェイブ》」

			　避け続ける俺に苛(いら)立(だ)ちを感じたのか、剣で広範囲に衝(しよう)撃(げき)波(は)を放つ。

			　余裕で避けられるが、周りのセシリアたちに衝(しよう)撃(げき)波(は)が届きそうだったので、あえて受け止める。

			「ヨウキさん！」

			　セシリアの声が響く。

			　やばい、好きな娘に心配されるっていいな、燃えてきた！　これ以上長引かせるのもあれだし、遊びは終わりにしよう。受け止めた衝(しよう)撃(げき)波(は)を魔法で霧(む)散(さん)させ、距(きよ)離(り)をとる。

			「さあ吸収できるならしてみろ！　《バーンワルツ》《シーパラダイス》《ハイパーストーム》《轟雷》《へヴンジャッジメント》《フォーリングメテオ》」

			　火、水、風、雷、光、土属性の最上級魔法を放つ。こんな芸当ができる魔法使いは俺ぐらいだろう。

			　さすがのミラーも多少驚くが、なんとか剣で切り裂き吸収したようだ。

			「まだまだ！　《バーンワルツ》《シーパラダイス》《ハイパーストーム》《轟雷》《へヴンジャッジメント》《フォーリングメテオ》」

			　もう一度火、水、風、雷、光、土の最上級魔法を放つ。

			　所(しよ)詮(せん)は人造の魔剣、吸収するにも限界があるはずだ。ミラーも除々に焦りの表情を浮かべる、決まりだな。

			　この作業を四回繰り返したところで、刃にひびが入り出した。そして五回目の最上級魔法乱舞でひびが広がり、ついに刃が砕け散った。

			「くそっ！　どんだけ魔力の量があるんだ！」

			　自慢の剣がなめていた俺に壊されてしまったことで、動(どう)揺(よう)するミラー。だが、俺は敵が立ち直るのを待ってやるほど、優しくはない。

			「隙だらけだ！」

			　うろたえる時間など与えてやるはずもなく、奴の顔面に渾(こん)身(しん)の右ストレートをプレゼントした。後ろに吹っ飛び、無様に地面を転がる。

			　さらに腹の虫が収まらない俺は、続けざまに《フォーリングメテオ》と《バーンワルツ》を打ち込む。

			　煙が晴れると、ボロボロになったミラーが倒れ込んでいた。

			「この俺を怒らせたのが間違いだったな！」

			　最後はもちろん決めポーズでしめる。

			　後ろを振り返るとセシリアはやれやれといった感じで頭を押さえ、ティールちゃんはガーゴイルにつきっきりでこっちを見ていない。

			　勝利の祝福とかあると思っていたのに。まあ、別にそれが目的で戦ったわけじゃないからいいか。シークの容態が気になるのでセシリアの下へ向かう。

			「お疲れ様です、ヨウキさん。……最後のあれは必要なのでしょうか？」

			　あれとはおそらく決めポーズのことだ。

			「いや、俺の中でスイッチが入るとテンションが高まっちゃってさ。その状態で戦闘をしたら、終わりに決めポーズとっちゃうんだ」

			　俺の中にあるスイッチ……名付けて厨(ちゆう)二(に)スイッチだな。

			「はぁ……」

			　セシリアは納得いっていない様子だ。厨(ちゆう)二(に)は理解できないらしい。

			「それよりシークの容態はどうだ？」

			「切り傷ですが重傷には至っていないので、二、三日あれば回復しますよ」

			「そうか、良かった。次はガーゴイルの治(ち)療(りよう)を――」

			　その時、後ろから気配を感じ振り向くと倒れていたはずのミラーがガーゴイルに向かって、槍(やり)を投(とう)擲(てき)していた。

			《ホーリーレーザー》を槍(やり)に放つが、槍(やり)に当たった瞬間、魔法が弾かれた。

			「くそっ、今度は人造魔槍かよ」

			　直接掴んで止めるしかない。《瞬雷》を発動し、ガーゴイルの下へ跳ぶ。

			　間に合うか？

			　しかし、走りながら俺は信じられない光景を目のあたりにした。ガーゴイルの前に、ティールちゃんが立ち塞がったのだ。

			　このままではティールちゃんに槍が刺さる。間に合え！　と願いを込めて迫る槍に腕を伸ばす。

			　しかし、無情にも俺が槍を掴めたのは、ティールちゃんの腹部に槍が突き刺さった後だった。

			「娘、なぜ我(わが)輩(はい)などかばったのだ！」

			「守り、神様は……私の、ことを何度も、救って、くださり、ました。だから、今度は……」

			「ぐっ、小僧！」

			「わかってる。セシリアー！　急いで来てくれ！」

			　掴んだ槍を抜くと、腹部から血があふれ出た。そのまま地面に倒れ込みそうになったので、身体を支える。急ぎ回復魔法で止血をするが、元々身体が弱いこともあって、かなり危険な状態だ。

			「ヨウキさん、後ろ！」

			　こちらに駆け寄るセシリアが叫ぶ。後ろを振り返るとミラーが第二射を放っていた。

			「ふざけんな！」

			　二射目もガーゴイルを狙っていたので、今度こそ掴んで完全に無効化した。俺に気づかれたからか、第三射はないようだ。

			「はぁ……。今度は違うガキに邪魔されちゃったか。村人くんにも気づかれちゃったし、もう無理かな」

			　ボロボロにしたはずなのに、傷が回復している。

			　セシリアがこちらに来たので、ティールちゃんの回復を任せ、俺はミラーの下へ向かう。先ほどとは違いキレてはいない。なぜかとても冷静だ。無表情でミラーに近づいていく。

			「実はさあ、俺本当はクラリネス王国の勇者の動向について調べに来たんだよね。この村はたまたま通っただけなの」

			　ふざけるのも大(たい)概(がい)にしてほしい。こいつのたまたまで、ガーゴイルやティールちゃんはこんな目に遭(あ)ったというのか。やはり、こいつだけは許せない。

			「まさか、《マジック・イーター》を壊されるなんて予想外だったよ。それに、あんなに傷を負うなんてね。《貯(ちよ)魔(ま)の杖》のおかげで回復できたから良いけど、これ使い捨てなんだよね。でも、楽しかったし、いいかな。勇者の情報なんてどうでもいいや。もっとすごい情報手に入れたし」

			「このまま、逃げられると思っているのか？」

			　こいつはボコボコにしてやらないと気が済まない。逃がしてやるわけがない。

			「村人くんてやっぱ馬(ば)鹿(か)だね。逃げる手段を考えてないわけないじゃん」

			　するとミラーは背中に隠していた弓を構え、矢を一本放った。山なりの起動で放たれた矢がどんどん分身していき、矢の雨となり、セシリアたちに襲い掛かる。

			「守ってあげないと全員矢の雨に打たれるよ～」

			「くそっ！」

			　俺はセシリアたちの下に急いで戻り、風の上級魔法《ハリケーン》で矢を吹き飛ばした。

			　ミラーがいた場所を見ると、周囲を強烈な閃(せん)光(こう)が襲う。

			　目を開けるとそこには誰もいない。逃げられてしまった。

			　山(さん)賊(ぞく)は退治したものの、シークは傷つき、ガーゴイルは両翼、片腕を失う重傷。そして、ティールちゃんは体が弱いこともあり、かなり危険な状態だ。このままで済むと思うなよ……。

			　まだ、奴は遠くに行っていないはずだ。追いかければ、見つけることができる。ただ、倒すだけでは気がすまない。

		

	
		
			第14話　魔族に戻ってみた

			　

			「セシリア、この現状は全部俺が悪い」

			　ミラーを倒したと思いこみ、すっかり油断していた。

			「ヨウキさんだけが悪くありません。私は何もできませんでしたから」

			　ティールちゃんに回復魔法を施しながら、申し訳なさそうに答えるセシリア。

			　いや、俺が馬(ば)鹿(か)だっただけだ。最近楽しかったせいか、平和ボケしていたのだろう。身体能力が多少優れていて、魔力無限。それが俺のチートだ。でも、それだけなのだ。

			　こんなんで、好きな娘が守れて、なんでも上手くいくとかどうして考えていたのか。この世界は、俺が思っている以上に甘くない。まだ、挽(ばん)回(かい)できるだろうか。いや、しなければならない。

			　そのために、俺はある決意した。

			「セシリア、村の人たちはこっちに来ないよな？」

			「おそらく来ないと思いますよ」

			「ティールちゃんは痛みで気絶中、ガーゴイルは別に大丈夫だし。周りに人は……？」

			　周りを見渡し、人がいないか確認する。気配もないし大丈夫だろう。

			「ヨウキさん、何をするつもりなんですか」

			「決まってるだろ。ミラーを追っかけてぶっ飛ばす。あと、あいつ魔物をなめすぎだからさ、トラウマを植え付けて来る。殺しはしないから安心してくれ」

			　九割殺しぐらいはするけど。

			　俺はわざと再生を止めていた額(ひたい)の角と翼を再生し、魔力による筋力強化で筋肉を隆(りゆう)起(き)させる。上着がビリビリになったが好都合だ。顔はさすがに変化できないので、スカーフを巻いて口元を隠す。

			　最後に、いつしかセシリアにもらったかつらをかぶって完成だ。

			　念のための変装用として持っていてよかった。先ほどの俺とは比べものにならない、身長二メートル超えの化け物のような姿だ。

			「ヨ、ヨウキさん……!?」

			　セシリアは俺の姿を見て驚く。帰ってきたら引かれるかもしれないな。

			「じゃあ、行ってくる。ティールちゃんのこと頼んだ」

			　いつもより低い声で伝え、背中の翼で羽ばたきミラーを探すべく林に向かった。いつもの厨(ちゆう)二(に)はなしで、ただ冷静に思考し暗い林の中を入念に探す。
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			　嗅(きゆう)覚(かく)と聴覚を強化して探すこと数分。

			　空中からミラーを発見し、急降下して奴の前に姿を現した。

			「っち！　なんでこんな所に魔族がいるんだよ!?」

			　やはり俺だと気づいていないようだ。俺を敵と認識したのか剣を向けてくる。また、人造魔剣だろうな。

			「今俺、すごく楽しいことがあったばかりでさあ、早く帰りたいんだよ。だからさあ、とっとと死んじゃえよ」

			　俺に切り掛かるミラー。しかし、背中の翼を使い背後に回り、頭を掴んで地面に叩きつけた。

			「ぐべぁ!?」

			　変な声出すなよな。後ろに羽ばたいて距(きよ)離(り)をとる。そのまま、押さえつけて無抵抗のままボコっても良かったが、それじゃあダメだ。ミラーはむくりと起き上がり俺を睨(にら)みつける。

			「ちきしょう、てめぇは何なんだよぉ!?」

			「汝(なんじ)、我が部下であるガーゴイルの片腕と両翼を奪いし者だな。ガーゴイルは我が忠実なるしもべ。我がしもべに対する数々の愚(ぐ)行(こう)、万死に値する」

			　即興で考えた嘘を、ミラーを襲う口実にする。奴は軽く舌打ちし、バトンを宙に投げた。バトンから閃(せん)光(こう)がほとばしり、あたりを照らす。先ほどの閃(せん)光(こう)はこのバトンのせいだったのか。まあ、同じ手をくらうほど馬(ば)鹿(か)じゃないけどな。

			「《ブライト・イート》」

			　俺が唱えた魔法は光を喰らうだけの闇魔法だ。光を嫌う魔物が住家を作るために覚える魔法だが、こんな使い方もある。

			　閃(せん)光(こう)が一瞬で消え失せ、背を向けて逃亡しようとするたミラーの間抜けな姿があらわになる。すぐに飛んで詰めより、伸ばして強化した爪で背中をエックスに切り裂いた。

			「がぁっ!?　なんで《フラッシュバトン》の閃(せん)光(こう)が……」

			　そのまま地面に倒れそうになるも、なんとか踏ん張ったようだ。まあ、倒れても許しはしないけどな。

			「面倒だが戦うしかねーなあ」

			　なぜかニヤニヤしている。逃げようとしたくせに、勝てると思っているのか。だとしたらめでたい奴だ。今回は魔族の姿でフルパワーだぞ。まあ、俺だって気づいてないみたいだから、関係ないか。

			「死にやがれええ」

			　剣を持ってこちらに向かってくる。また馬(ば)鹿(か)正直に真っ直ぐ向かってきた、学習しろよ。飛んで背後に回り、剣を持っている腕を掴み、容(よう)赦(しや)なくへし折る。

			「ぎ……!?」

			　悲鳴をあげずに声を殺し、剣を捨てて俺から距(きよ)離(り)をとる。悲鳴をあげなかったのは立派だな。

			「ちきしょう……なんで魔王が倒されたのに、こんな強い魔族が生き残ってるんだよ」

			　折られた腕を掴み、こちらを睨(にら)みつける。睨みつける元気があるならまだ大丈夫だな。休ませてやる気はないので、近づいて腹部に蹴りを入れると、サッカーボールのように飛んでいき、木にぶつかって止まった。

			「まだだ、我の気はおさまらん。汝(なんじ)、覚悟するがよい」

			　そろそろ、セシリアの所に帰りたいし、さっさと終わらせよう。今の俺は人間ヨウキじゃない、魔族のヨウキだ。非情になっても構わない。九割殺しは確定事項だ。

			　ミラーが折れてない腕で短剣を持ち、再び向かってくる。先ほどよりも動きが速いので、スピードが上がる効果がある短剣みたいだ。今の俺には無意味だけどな。

			　地面を思いきり殴り、地震を起こし動きを止める。その間に翼で飛び、その勢いを利用してミラーの腹部に拳を入れた。骨が折れる音がする。血を吐いているので、内臓もいくつかいったっぽいな。

			　倒れこんだミラーの両足をへし折り、奴の持ち物を漁って武器を見つけては全部ぶっ壊した。

			　そして、ミラーの襟(えり)首(くび)を掴み、背中の翼で羽ばたき空を飛ぶ。そのまま、ある目的地に向かった。

			「がふっ……。俺を……どこに連れてくつもりだぁっ!?」

			　抵抗したいのだろうが、声を出すだけで精一杯の様子。片腕、両足、アバラの骨が折れ、内臓にもダメージを負っているのだ。それに、こいつが持っていた武器は俺が全部ぶっ壊した。もう戦う術もないだろう。

			「……」

			　俺は目的地である川にたどり着いた。

			　以前、セシリアに地理を学んだ方が良いと言われ、少し勉強したことがあった。たしか、この川はガリス帝国の近くに繋がっている。

			「おい、まさかお前……」

			「貴様など殺すに値せん」

			「あ、あはははは、ふざけんな。俺はお前をぜってぇゆるさねぇ！　こんな屈(くつ)辱(じよく)……」

			　俺は掴んでいたミラーの襟(えり)首(くび)から手を離した。狂った笑顔のまま、ミラーは川に落ちる。

			　運が良ければ、国に帰れるだろう。殺しはしない、セシリアと約束したからな。俺はミラーが川に落ちたのを見届けると林に戻り、着地した。

			「ふう……」

			　隆(りゆう)起(き)させた筋肉を戻す。上着もズボンもビリビリという姿になってしまったが仕方ない。……戻ったら事情を知らない村人からはなんと言われるだろうか。変態とか言われないかな、心配だ。

			「……おっといけね、忘れるとこだった」

			　俺は額にある角をへし折り、翼をもいだ。激痛が走る行為だが我慢する。

			　最後に被っていたかつらをビリビリになったズボンのポケットにつっこみ、人間のヨウキに戻った。

			「さて、セシリアのところに戻るか」

			　ミラーへの鉄(てつ)槌(つい)を完了した俺は、セシリアの下へ走り出した。

		

	
		
			第15話　頼まれてみた

			　

			　ミラーをボコり川に捨ててから、数日が経った。

			　あの後、セシリアの下に戻ると、かなり心配をかけたみたいで注意された。特に魔族の姿になったことを良く思わなかったらしい。ミラーに魔物の恐さを教えるために、魔族の姿になったのだが……セシリアは俺に人間らしい姿で生活してほしいみたいだ。

			　俺だって理由があったから、魔族の姿になっただけだ。なるべくなら魔族の姿になんてなりたくない。俺は今、人間のヨウキとして生きているのだから。

			　シークは戦って負けたのがショックだったのか、あの日以来元気がない。俺やセシリアが励ましたがあまり効果はなかった。帰ったら、デュークやハピネスに期待するしかない。あの二人でダメだったら、セリアさんに頼むしかないな。シークのこと大分かわいがってくれてるみたいだし、なんとかしてくれるだろう。

			　ティールちゃんはセシリアと俺の回復魔法で、なんとか一命を取りとめた。

			　かなり危険な状態になったが、ガーゴイルがずっと手を握っていたのが効いたのかもしれない。そのガーゴイルは、両翼と片腕を失ってしまった。

			　これは回復魔法では治らない。本人はそんなに気にしていないようだったけど、いろいろ不便になってしまったな。

			　捕らえた山(さん)賊(ぞく)たちはセシリアがレイヴン団長率いる騎士団に連絡したようで、連行される手(て)筈(はず)となった。

			　いろいろな出会いや出来事があったが、今日で俺たちはダガズ村を去る。

			　今は村長の家で荷物の整理をしている。一週間以上この家で生活していたのだと思うと、去るのが少し寂しい気がした。

			「シーク、ちゃんと荷物の整理は終わったのか？」

			　自分の服や、薬剤調合の道具などを、緩(かん)慢(まん)な動きでリュックに詰めるシーク。こくりと首の動きだけで返事をされた。

			　未だにショックが抜けきらないのは仕方ないと、俺もセシリアも諦(あきら)めている。シークはまだ子供だから、こういう壁にぶち当たった経験をしていない。

			「整理が終わったなら外で遊んできていいぞ。仲良くなった子もいるんだろ？　最後になるんだし、行ってこい」

			「……うん」

			　荷物を詰めたリュックを背中にしょって、窓から飛び降りた。

			　……なぜ玄関から出ていかないんだ。

			「……少しは元気になってくれるといいんだけどな」

			　村の子供たちが少しでもシークを元気づけてくれることを祈りながら、荷物の整理をし、部屋の掃除をした。掃除が一段落ついた頃、ドアをノックする音が聞こえた。

			「ヨウキさん、今入っても大丈夫ですか？」

			　扉ごしに聞こえるのはセシリアの声だ。

			「ああ、大丈夫だ」

			　俺が返事をすると、扉が開き、セシリアが入ってきた。部屋をキョロキョロと見回している。

			「荷物の整理は終わったようですね。部屋の掃除も……あれ？　シークくんはどこですか？」

			「最後だから、村の子供たちと遊んでくるように言ったら窓から出てったよ」

			「……そうですか。出発までまだ時間もありますし、大丈夫ですね」

			　セシリアも大目に見てくれた。

			「それで、何か用事？」

			「はい、先ほど言ったように、出発まで時間があるのでティールちゃんとガーゴイルさんのところに行きませんか？」

			　確かに二人にはきちんとお別れの挨(あい)拶(さつ)をするべきだな。

			　俺の油断や慢心でティールちゃんは生死の境をさ迷うことになった。ガーゴイルも両翼、片腕を失った姿になってしまったし、中々楽しい奴だったから会っておきたい。

			「そうだな。シークは……仕方ないか。行こう」

			　セシリアと二人でティールちゃんの家に向かった。歩きなれた林を歩き、ティールちゃんの家に着くと、なんだか家の中が騒がしかった。

			「ヨウキさん、ティールちゃんの家に誰かいます！」

			「山(さん)賊(ぞく)の生き残りか!?」

			　セシリアは杖を持ち、俺はいつでも魔法が使えるようにし、戦闘準備を整える。そして急ぎ家のドアを開けると、

			「守り神様が！　守り神様が私の下に来てくださるだなんて！　こんな本だらけの汚い部屋ですみません。すぐに掃除をしますので、少しだけお待ちください！」

			「ええい、いいから大人しく寝ていろ娘。まだ身体の具合が悪いのであろう！　これでは我(わが)輩(はい)が看病しに来た意味がないではないか」

			「大人しく寝ているなんてとんでもないです。本を片付けて、部屋の掃除して、お茶を出して、えっと、えっと……」

			「何もしなくていいから寝てくれー!!」

			　寝巻き姿で暴れるティールちゃんと、そのティールちゃんをベッドに押さえ付けるガーゴイル。

			　セシリアは呆(ぼう)然(ぜん)としているが、俺はこういう良く分からない状況に陥ることに慣れてしまったようだ。

			　多分、自分を守って怪(け)我(が)をしたティールちゃんが心配になり、ガーゴイルが様子を見にきたのだろう。看病しようとしたが、憧れの守り神様が来たので、ティールちゃんはパニックになっていると。

			「おい、そこの小僧。眺(なが)めていないで手伝え！　このまま暴れさせるのは娘の身体によくないぞ」

			「守り神様、守り神様。厚かましい願いだとは思いますが、ティールと呼んでくださいませんか」

			「ぬうぅ、わかった。では……ティール、身体がまだ本調子ではないのだからベッドに……」

			「きゃーっ！　守り神様がティールって。今、私の名前呼んでくれましたよね。ああ、もう死んでもいいかも……」

			　うっとりとした表情で顔を紅く染め、どこか遠くを見だしたと思ったら、頬(ほほ)に手を当て頭を左右に振り出した。なんかよからぬ妄想でもしたのか。

			　ガーゴイルから名前を呼ばれたことが、頭の中で何度も再生されているのかもしれない。

			「死んではならん。というか、いい加減落ち着いてくれ！」

			　ガーゴイルが必死にティールちゃんを寝かしつけるのを、俺はセシリアが正気に戻るまで眺(なが)めるのだった。

			　

			「……先ほどはかなり取り乱してしまって申し訳ありません。せっかくわざわざ家まで来ていただいたというのに……」

			　ガーゴイルと協力し、ティールちゃんを落ち着かせる。また暴れられると困るので、ガーゴイルには家の外で待機してもらった。

			「い、いえ、大丈夫ですよ。ねぇ、ヨウキさん」

			「あ、ああ、まあな」

			　俺もセシリアも表情にはあまり出していないが、内心は苦笑いだ。

			　まさか、あんなにぶっ飛んでしまうとは……。どれだけ、ガーゴイルのこと好きなんだよ。ヤンデレにならないか心配だ。

			「でも、ちょうどよかったです。私からお二人に会いに行こうと思っていたので」

			「何か用があったのですか？」

			「実はですね。私と守り神様も一緒にミネルバまで連れて行ってもらいたいのです」

			　俺たちに深々と頭を下げてきた。すると同時に勢い良くドアが開く。外から話を聞いていたのか、ガーゴイルが入って来た。

			「ティール、何を勝手なことを……」

			「お願いします、セシリアさん、ヨウキさん。守り神様は私を庇(かば)って両翼と片腕を失ってしまいました。回復魔法では守り神様の体は治りません。でも、ミネルバなら守り神様の御体を治す術が見つかるかもしれません」

			　お願いします、と再度頭を下げてくる。

			　確かに山村にいるより、人がたくさんいて情報が集まるミネルバの方が治す術が見つかりやすいだろうが……、

			「どうする？　セシリア」

			「正直無理ですね。ティールちゃんは病み上がりですし、ガーゴイルさんはどうしようもないです。村の人に万が一、社(やしろ)からいなくなっていることがばれたら大変ですし……」

			　やはり無理か。しかし、ティールちゃんの決意を無(む)駄(だ)にしたくはない。俺が一肌脱ごうじゃないか。

			「セシリア、俺に良い考えがあるんだが……」

			「……とても不安なんですが、一応聞きます。話してみてください」

			「実はさ……」

			　作戦を伝えると、セシリアは最初こそ渋ったが、俺の強い推しにより納得してくれた。

			「セシリアから許可が出たぞ。良かったな」

			「待て、小僧！　我(わが)輩(はい)はまだ行くと決めては……」

			「やったー。良かったですね。守り神様ー！」

			　ガーゴイルが反論する前にティールちゃんが抱き着いた。それによりガーゴイルは何も言えなくなったようだ。くそう……俺だってセシリアに抱き着いてもらいたい。

			　そんな煩(ぼん)悩(のう)をかき消し、俺の考えた作戦を二人に話した。

			　二人の了承をもらい、作業を実行し完了。そして、村人との別れの時がやってきた。

			「村の者を代表して、お礼申し上げます。この度は村の危機を救ってくださりありがとうございました」

			　村長が頭を下げてくる。こう感謝されるのは悪いものではないな。

			「あと、どうかティールのことをよろしくお願いします」

			　ティールちゃんは身体の弱い部分を治すため、ミネルバの治(ち)療(りよう)院(いん)に療養させるということにした。半分本当で、半分嘘。

			　療養は本当だが、アクアレイン家の屋敷に住み込みで働けるよう、セシリアがセリアさんに進言してくれることになったのだ。働きながら、シークの薬で治していく予定だ。

			　一方、ガーゴイルはというと……。

			「……？　ヨウキ殿、その石像はなんですか？」

			　俺が馬車に積もうとしているのは、もちろんガーゴイルだ。だが、今は俺の土魔法で体をコーティングして大仏の姿になっていた。

			「ああ、すみません。この村の近くに良い岩があったので、つい趣味の石像作りをしていたらかなりの力作ができたので、持って帰ることにしたんですよ」

			「そ、そうですか。随(ずい)分(ぶん)と変わった趣味をお持ちなのですね……」

			　俺だって趣味が石像作りってなんだよと思う。

			　本当に石像作りが趣味な人に失礼なので強くは言えないが。ちなみに社(やしろ)には俺が作った悪魔像を置いてきた。ティールちゃん曰(いわ)く、社(やしろ)に来る村人はほとんどいないので、多少形が違っても気が付く人はいないはず、とのことだった。

			　ガーゴイルを積み終わり、全員馬車に乗る。

			「では皆さん。また会いましょう」

			　村人たちに別れを告げると、馬車はミネルバに向けて発進するのであった。

			　ちなみにミネルバ到着後、ティールちゃんはメイドとして採用されたが、俺の作品である大仏ガーゴイルを置くことは断られてしまった。

			　ティールちゃんもガーゴイルと離れたくなかったのか、セリアさんに何度も頼んだがダメだった。

			　俺が造ったせいか、セリアさんに、

			「ヨウキくん。うちに石像を置きたいなら、もうちょっとセンスを磨いてね」

			　と真顔で言われてしまった。

			　この世界の美的感覚が俺に追いついていないみたいだ。異世界っていろいろ難しい。

			　結果、俺が借りている部屋にガーゴイルは住むことになった。

		

	
		
			第16話　造り変えてみた

			　

			「隊長、シークを泣かした奴はどこのどいつなんすか？　教えてください。血みどろにしてやらないと気がすまないっすよ」

			「……血祭り」

			　ミネルバに帰ってきた翌日。ダガズ村での仕事に疲れ、宿のベッドで寝ていたらいきなりデュークとハピネスがドアを蹴(け)破(やぶ)り訪ねてきた。

			　その音で飛び起き、用件を聞こうとしたらこれだ。情報が回るの早すぎだろ。

			「ええい、落ち着け、お前ら！　……ていうか誰から聞いたんだその情報」

			「シークが仕事に行ったという情報を仕入れていたんで、ハピネスと一緒にお疲れ様会を開く計画をしていたっす。でも、昨日シークが帰ってきたと聞いて呼んだら表情が暗かったんで、本人から直接聞き出したっすよ」

			　そういえば昨日、帰ってきたらいつの間にかシークがいなくなっていたな。

			　大仏ガーゴイルを部屋に置くことを了承してもらうための交渉を宿屋の親父としていた時だ。

			　というか、お疲れ様会？　こいつら、なんで俺のことをはぶってんだよ……。

			　俺だって仕事頑張ったんだけどな。誘われてたとしても宿屋の親父と夜遅くまで交渉していたから行けなかったからいいけどさ。

			「安心しろ、お前ら。シークを泣かした奴は俺が片腕、両足とアバラ数本を折って川に捨ててやったから」

			　俺がミラーに報復したことを伝えると、デュークもハピネスもやれやれといった表情で首を横に振っている。なんでだよ。

			「ちっちっち、甘いっすよ、隊長。俺なら全身の骨を粉々にして、海に重りつけて落とすっすよ」

			「……えぐる」

			　こいつら、すごいえぐいこと言ってないか？

			　……いや、奴がしたことを考えたら、それぐらいするべきだったかもしれない。

			　でも、今奴は川を漂っている最中だろうし。そもそも生きているかもわからんからいいだろ。

			「とにかく奴は俺が倒したから大丈夫だ。……というかお前ら、仕事はどうした」

			　デュークはいつも鎧(よろい)兜(かぶと)だからわからんが、ハピネスはメイド服姿だ。昼休みにしてはまだ早いし、まさか……。

			「大丈夫っすよ。すぐ戻るっすから」

			「……平気」

			「大丈夫じゃねーし、平気でもねえよ。お前ら仕事抜け出してきたな!?　戻れ今すぐに」

			　レイヴンやソフィアさんに何か言われたらたまったものじゃない。俺が巻き込まれたらどうするんだ。

			「だけど隊長、シークの奴、俺たちが何を言っても、立ち直ってくれないんすよ!?　心配じゃないすか」

			「……同感」

			「うーん……」

			　なるほど、そういうことか。腕を組み考える。この二人でもダメだったとなると、もうセリアさんしかいないなあ。頼まずともシークのことを癒してくれるだろうし、適任だろう。

			「セリアさんに任せよう。シークもセリアさんの所に行くだろうし」

			「そうっすか。俺たちじゃダメだったけど、セリアさんならなんとかしてくれるっすよね」

			「……期待」

			　この二人も賛成らしい。これで仕事に戻ってくれるだろう。

			「そういえば隊長。入って来た時から気になってたんすけど……なんすか、これ？」

			　デュークが指さしたのは大仏ガーゴイルだ。こいつらに説明するべきだろうか。どうしようか悩んでいると……。

			「正直言ってダサいっすよ。どっから拾ってきたんすか？　部屋に合ってないし、邪魔なだけじゃないっすか。捨てた方が良いっすよ、これ」

			「……同感」

			　俺が何も言わないからか、好き放題にボロクソ言い出した。大仏ガーゴイルを見ると微かに震えている。会話が聞こえているようだ。

			「マジで捨てた方がいいっすよ。何か石像置くにしてもこれはないと思うっすよ」

			「……ゴミ」

			「貴様ら！　好き勝手なことを言いおって……。我(わが)輩(はい)とて好きでこのような姿をしているわけではないわ!!」

			　さすがに我慢の限界がきたのか、ガーゴイルが怒り始めた。

			　いきなり大仏が喋りだしたからか、二人は一瞬驚いたが、すぐに立ち直り、デュークは鞘(さや)から剣を抜き、ハピネスは魔法を唱えようとした。

			　ガーゴイルもそんな二人の反応を見て危険を感じたのか、大仏の体を壊し正体を現してしまった。

			　一(いつ)触(しよく)即(そく)発(はつ)な雰囲気になるが、ここで戦いが勃(ぼつ)発(ぱつ)しては困るので止めに入る。

			「こらぁ！　部屋で暴れようとするな。壊したら誰が修理代払うと思ってるんだ。お前ら全員座れ、説明するから」

			　三人をいさめて、ガーゴイルのことをハピネスとデュークに説明する。

			「へえ、そうだったんすか。いきなり剣を抜いて悪かったっすね。俺はデュラハンのデュークっていうっす、よろしくっす。この娘はハーピーのハピネス。口数は少ないけど、いい奴なんで仲良くしてほしいっす」

			「……よろ」

			「ふむ……この小僧の友か……我(わが)輩(はい)はただのガーゴイルだ。名はない。よろしく頼む」

			「名前がないのは呼ぶ時不便っす。何かあだ名をつけるっすよ」

			「……ガイ」

			「おっ、カッコイイじゃないっすか！　ガイ……強そうで男らしい感じがするっすよ」

			「む……好きに呼ぶがいい」

			「……決定」

			　よかった……部屋で暴れられることがなくて。どうやら仲良くやってくれるみたいだ。この短時間であだ名をつける仲にまでなるとは。ガーゴイルって呼ぶの長いって思ってたんだよな。俺もガイと呼ぶようにしようかな。

			「それにしてもさっきの格好は隊長のせいだったんすか……ないっすわー、あれ」

			「……ダサい」

			「我(わが)輩(はい)も実はそう思ってはいたのだが、人間の世界に溶け込むために仕方なくだな……」

			　仲良くなったと思ったら俺の力作、大仏に対して文句を言い始めた。そこから仲良く俺の愚(ぐ)痴(ち)を吐き出す三人。

			「……お前ら、いい加減にしろよ」

			　結局、俺がキレてしまい、部屋の中でバトルが開始された。しばらく騒いでいると、ドアがノックされる。ハピネスとデュークはともかく、ガーゴイルは誰かに見られたらまずいので、急いで土魔法でコーティングする。

			　大仏が不評だったので、違う石像にする。完成した所で部屋の隅に置き、扉を開けた。

			「やはり、ここにいましたか……ハピネス」

			　訪ねてきたのはソフィアさんだった。

			　顔に青筋を立て、明らかに怒っている様子だ。まあ、理由はなんとなく分かるが。

			「昨日セシリア様が連れてきた新人の教育を任せていましたよね。こんなところで遊んでいる時間はないはずです。屋敷に戻りますよ。ああ、ヨウキ様。ダガズ村ではお嬢様がお世話になりました、お礼申し上げます。ですが……その石像はないと思いますよ。それでは失礼いたします」

			　綺(き)麗(れい)なお辞儀をして、逃げようとするハピネスの首根っこを掴む。そのままズルズルと引きずって、部屋から出ていってしまった。

			「……ここにいたんだな」

			　入れ代わりで、今度はレイヴンが部屋に入って来た。

			「今日はアクアレインやヨウキが捕まえた山(さん)賊(ぞく)を連行するためにダガズ村に行く予定だと昨日言っただろう。朝から出発だったのに……デューク待ちだ。さっさと行くぞ。あとヨウキ……機会があれば、今度こそ遊びに行こうな」

			「あ…ああ、またな」

			「また……な。あと正直その石像はないと思うから、違うのに変えることを勧める。……ほら、行くぞ」

			「隊長、決着は今度つけるっすよ」

			　逃げられないようにするためか、レイヴンに腕を捕まれデュークは連行されていった。

			「……行ったか」

			「おい小僧……貴様、我(わが)輩(はい)の体に何をした……」

			　人が二人来てどちらからも存在を否定されたから、ガーゴイルが怒っている。俺だって時間がなかったとはいえ適当に作ったわけではないのに、作品を否定されショックだ。

			「前回大仏が不評だったから、反省してかっこいい石像にしたのになあ」

			　スフィンクスは絶対かっこいいと思ったのだが……、なぜダメなのだ。やはり、俺は転生者だから、この世界の住人と美的センスが違うのかもしれない。この世界の美術について詳しく勉強する必要があるな。

			「それより、部屋がぐちゃぐちゃじゃないか。このままじゃあ修理代とられるぞ。……金はあるけど、クレイマンにちょっかいだしたいし。久しぶりにギルドに行くかな」

			「おい、我(わが)輩(はい)の体はこのままなのか!?　帰って来い、小僧ー!!」

			　スフィンクスガーゴイルを放置して、部屋の修理代を稼ぐために俺は久々にギルドへ行くことにした。

			　

			　ギルドの中は相変わらず賑やかで、まだ昼にもなっていないというのに酒を飲む冒険者が数人いた。いつもどおり、クレイマンがいる受付に来てみたのだが、

			「あれ？」

			　クレイマンがいない。受付には欠勤と書かれた札が置いてあった。

			　クレイマンの奴、怠(だる)いめんどいと常々言っていたが、ついに職務放(ほう)棄(き)をしだしたのか。おそらく、嫁に愛(あい)想(そ)を尽かされて家から追い出され、自(じ)暴(ぼう)自(じ)棄(き)になってしまったのだろう。そこから精神状態がおかしくなって、治(ち)療(りよう)院(いん)に入院しているとか。

			「あの～すみません」

			　俺が悪ふざけ全開の勝手な妄想をしていると、いつもクレイマンの隣に座る綺(き)麗(れい)な女性職員に声をかけられた。

			「ああ、すみません。ちょっと考え事をしていました」

			　あなたの同(どう)僚(りよう)の勝手な妄想ですとは絶対言えない。

			「いえ……いつも副ギルドマスターと話をされている方ですよね」

			　俺いつそんな権力がありそうな人と知り合いになったっけ。

			「ギルドで話しているのはクレイマンだけですが」

			「ですから、副ギルドマスターですよね？」

			「……」

			　盛大にずっこけた。ありえない、ありえなさすぎる。仕事は怠(だる)い、面倒、やりたくないの三拍子。「だらけ」という文字を擬人化させたようなクレイマンが、副ギルドマスター!?

			　エイプリルフールってこの世界にもあったんだなあ。どこかでクレイマンがドッキリと書いた看板を持ち、隠れているのではないか。

			「大丈夫ですか？　遠い目をしていますよー、戻って来てください！」

			　女性職員に肩を捕まれ揺さぶられる。頭が揺れて正気に戻った。

			「ああ、すみません。普段の行いからじゃ考えられないなあと思ってしまいまして……」

			「はは……お気持ちは分かります」

			「分かっちゃうんだ」

			「ですが、文句を言いながらも、仕事はきっちりとこなしてくれるんですよ。受付や書類整理、冒険者同士の乱闘の仲(ちゆう)裁(さい)など、ギルドの仕事はなんでもできるんです」

			「全く、イメージが湧かないんですけど」

			「普段の様子を見ていては仕方ないかもしれませんね。でも、仕事の話は本当ですよ」

			「うーん……」

			　職員さんが嘘をつく理由もないし、本当のことなのだろう。

			　そういえば、クレイマン自身も受付が本来の仕事じゃないと言っていたな。

			「勇者様のパレードがあった時も、冗談で副ギルドマスター以外全員が有休をとろうとしたんです。そしたら、副ギルドマスターったら本気にしちゃって、三日間一人でギルドを切り盛りしたんですよ」

			　俺が初めてミネルバに来たあの日か。本人はかなり愚(ぐ)痴(ち)を言っていたけど、自分一人で仕事することを了承してたのか。

			　でも、ぶつくさ言いつつも仕事はしていたっけな。俺が依頼をやりまくっても処理を完(かん)璧(ぺき)にこなしていたし。

			「で……その実は仕事ができるクレイマンは今日どうしたんですか？」

			「ギルドの尊(そん)厳(げん)に関わることなので、公(おおやけ)にしてはいけないのですが、いつも副ギルドマスターと仲良くしているあなたなら教えても大丈夫ですね。……このことは他言無用でお願いしますよ？」

			「分かりました」

			　内緒話のため、耳を職員の口元に近づける。

			「実は、奥様と夫婦喧嘩をしたらしくて。結果、副ギルドマスターが全治一ヶ月の重傷を負ってしまい、現在治(ち)療(りよう)院(いん)にて入院中のため、休暇をとっているんです」

			　今日二回目のずっこけをしてしまった。なんだか、似たような話を聞いたことがあるが、一応見舞いに行ってやるか。

			「すみません。お見舞いに行きたいので、クレイマンが入院している治(ち)療(りよう)院(いん)を教えてもらえますか？」

			「いいですよ。副ギルドマスターが入院しているのはミネルバ第一治(ち)療(りよう)院(いん)です。場所はですね――」

			　女性職員の話だと、ギルドから歩いて十分ぐらいの場所のようだ。教えてくれた女性職員に礼を言って、ミネルバ第一治(ち)療(りよう)院(いん)に向かった。

			　

			「……で、俺の見舞いに来たということか」

			「おう」

			　治(ち)療(りよう)院(いん)のベッドに寝そべるクレイマン。

			　体中に包帯という状態なのに、いつもどおりの面倒そうな表情だ。とても全治一ヶ月を言い渡された患者には見えない。しかし、奥さんにやられたらしいが、ここまでするとかどんだけだよ。

			「夫婦喧嘩が原因らしいな。どうせ奥さんのカンに障るようなことしたんだろ？」

			　クレイマンのことだ。家事もせず、怠い、めんどいと家でも振る舞い奥さんの怒りをかってしまったのだろう。

			「ああ、実はなあ。喧嘩した当日が結婚記念日だったんだよ」

			　こいつ最低だな、おい。夫婦の記念日になにしてんだよ。

			「なるほど、結婚記念日を忘れて奥さんにボコボコにされたのか」

			　女の人って記念日とか大切にするもんな。しかしクレイマンは首を振り、否定する。

			「ちげーよ。ちゃんと覚えていたさ。ただ、嫁にプレゼントを買おうと思ってよう。それが面倒で先延ばしにしてたら記念日当日になっちまって……」

			「結局プレゼントは渡さなかったのか。それでこんな事態に？」

			「いや、プレゼント探しに夢中になっちまって、気がついたら夜中になっててよ。急いで家に帰ったらいつも無表情な嫁がさらに無表情に……」

			「馬(ば)鹿(か)だろ」

			　記念日自体を台なしにしてしまってはせわないな。プレゼントはオプションであって大事なのは一緒に祝うことだろうに。

			「まったく、面倒だぜ……」

			「全部自分のせいだろ。奥さんに謝ってこい！」

			　今ならまだ間に合う……わけでもないが、離婚になったりしたら大変だ。

			「いや、嫁はもう怒ってないぜ。しかも、今日の仕事が終わったら迎えに来てくれるんだよ。家で俺の看病してくれるんだぜ？」

			　羨(うらや)ましいだろ～？　とニヤニヤしながら自慢げに言う。……やっぱり聞いたことあるな、こういう話。自分の考えが予想から確信に変わり、クレイマンにある質問をぶつける。

			「……クレイマンの奥さんて、メイドやってないか？」

			「お！　よく分かったな。でもただのメイドじゃないぜ、メイド長だ。すげえだろ」

			　まるで自分の自慢話をするかのように誇らしげに言ってきたこの時点で、完全にクレイマンの奥さんが誰か分かった。

			「ソフィアさん……」

			「あん？　なんでお前が俺の嫁の名前を知っているんだ？」

			　しまった、つい声に出してしまった。別にやましいことなんてないから、焦る必要もないのだが。変な勘違いをしだす前に説明しておこう。

			「実は俺、アクアレイン家のお嬢様と知り合いなんだ。あと、メイドさんにも昔の友人がいるからさ。その時に知り合ったんだよ」

			　こう言っとけば怪しまれずに済むだろう。案の定、疑いの眼差しがすぐにいつものやる気の感じられない目に戻った。

			「悪い悪い。少し疑っちまったぜ。そういえば、嫁の勤め先のお嬢様が訪ねてきた時があったな。安心したぜ、もし嫁に何かしてようなら……な～」

			　瞬間かなりの殺気が俺に向けられる。

			　真剣な顔で、いつもの怠い雰囲気からは想像できないぐらいのものだ。伊(だ)達(て)に副ギルドマスターではないということか。

			「おいおい、殺気を向けるなって。ソフィアさんに手出しなんかしないよ……」

			「ああ、そうか。ならいいんだ。悪いな」

			　なんなんだこいつは。そんなにソフィアさんのこと想っているなら、結婚記念日くらいしっかりしろよ。さっきの真剣な顔はどこへやら。いつものだらけ顔に戻ってしまった。

			　しかし、クレイマンといい、ソフィアさんといい、どちらもかなりの実力者だ。

			　……二人がどんな出会いをしたのか気になる。クレイマンに詳しい話を聞いてみよう。

			「あのさ、ソフィアさんとどこでどんな出会いをしたんだ？」

			「あん？　なんだ薮(やぶ)から棒に」

			　急に話題を振ったからか、怪(け)訝(げん)な表情をする。だが、恋をしている俺からすれば、一応こいつは成功者なのだ。クレイマンの口ぶりからすると、恋愛結婚だろうし……参考にしたい。

			「いいから、いいから。話してくれよ」

			「んー、寝てるのも飽きたしな。良いぜ、俺とソフィアの運命的な出会いからラブラブな結婚に至るまでの話をしてやる」

			　明らかに見下した態度をとり始めたので、思わず殴りそうになる。

			　しかし、話を振ったのは自分だからと言い聞かせ、握った拳をぐっとこらえた。

			「そもそも俺はだな……」

			　それからしばらく、クレイマンの話が続いた。ソフィアさんとの出会いの話をしろと言ったのに、自分は小さい頃から天才だっただの、凄かっただのという話だ。

			　前フリだろうと信じ、適当に相(あい)槌(づち)を打ちつつ、耳を傾ける。どうやら、クレイマンは一八歳になるまで、ソロの冒険者として活動し、ランクＡまでいったらしい。

			　自分は天才だと思い、やることなすこと簡単に終わってしまうので、人生に暇を感じていた頃、ソフィアさんと出会ったようだ。

			「俺はな、昼間っからギルドのテーブルで酒をちびちび飲んではだれていたんだよ。もう、冒険者稼業もつまんねーし、やる気出ねーってな」

			　酒を飲んでること以外、今とあまり変わらない気がするが、とにかく仕事をする意欲が薄れていたということか。

			「そんな俺に声をかけて来たのが、ソフィアだったんだ！」

			　出会った日のことを詳細に思い出したせいか、頬(ほほ)が緩みまくっている。そして、いつものだらけた感じではなく、声のトーンに力がこもる。

			「近づいて来たソフィアは俺になんて言ったと思う？」

			　いきなりクイズ形式かよ。あまり、深く考えても意味がない気がするので、普通に答える。

			「仲間になりませんかとか？」

			「フッ」

			　俺の答えを聞いたクレイマンが鼻で笑う。自分で聞いてきたくせにそれかよ。

			「ソフィアはなあ、俺に『あなた暇そうで強そうですね。良ければパーティー組みませんか？』って言ってきたのさ」

			「うわぁ……」

			　答えを聞くと、さすがソフィアさんという感じがする。暇そうで強そうって……洞(どう)察(さつ)力(りよく)すごいな。暇そうは分かるかもしれないけど、強そうな人なんてよく分かったな。

			「最初は断ろうとしたんだが、その時俺は酒を飲んでいて酔っていたからな。返事を言う前に、当時から美人だったソフィアに抱き着いちまったんだよ」

			「馬(ば)鹿(か)だろ」

			　ソフィアさんにそんなことしたらどうなるか。聞かなくたって分かる。

			「すぐに腕から抜け出されて、無表情のソフィアに俺は容(よう)赦(しや)なくボコボコにされた。満足に抵抗もできずにな。酒を飲んでいたとはいえ、人生をだらけつつも何をしても成功していた俺からしたら、ソフィアに敗北したのは少なからずショックだった」

			「訂正するわ、大(おお)馬(ば)鹿(か)だろ」

			　あのソフィアさんに、だらけまくったクレイマンが勝てるわけない。というかこいつは俺最強とかそこまで思っていたのか。

			「これが俺とソフィアの出会いだ」

			「出会いの話終わり!?　その後どうなったんだよ」

			「その翌日、俺から改めてパーティー申(しん)請(せい)をしたら、快(こころよ)くソフィアは了承してくれた」

			　いきなり抱き着いてきた奴とよくパーティー組むことを了承したな。元々ソフィアさんから誘っていたんだし、不思議な話でもないのか？

			「そこから俺とソフィアは凄かったんだぜ。二つ名だってできたからな」

			　二つ名、ファンタジーで強い奴に贈られる称号みたいなものか。

			「どうせ聞くだけで耳が真っ赤になるような恥ずかしい厨(ちゆう)二(に)な二つ名なんだろ？」

			「『無敵の無気力カップル』っていう二つ名がついた」

			「何そのまったく羨ましくない二つ名！」

			　完全にクレイマンのせいでついた二つ名だろ。ソフィアさんは無表情だから、そう見えてしまったのかもしれないが。ソフィアさんがかわいそうだ。

			「その頃から、もう付き合っていたのか？」

			「周りの連中がそう騒ぎ立てていただけだ。俺は面倒だし、ソフィアはくだらないと思っていたみたいだから否定しなかったんだよ。そしたらそれが定着しちまった」

			「それでいいのかよ……。というか、そこからよく結婚までいけたな」

			　そんないい加減な形でカップルって呼ばれても、実際にはそうでなかったみたいだし。本当に付き合いだしたきっかけがあったはずだ。

			「あぁ……結婚な。結婚ね……」

			　急に目を閉じて思い出に浸りだした。こっちはさっさと話を聞きたいんだけどな……。このまま、浸らせ続けると話が進まないので、覚(かく)醒(せい)させよう。

			「おい！　話を聞かせてくれ」

			「うぉっ!?　ああ悪い悪い、つい懐かしくなっちまってな」

			　思い出の世界から現実世界に帰ってきた。少し悪いことをしたかな……？　いや、思い出に浸るのは俺が帰ってからにしてもらおう。

			「まず、付き合ってくれとか告白をしてねぇな」

			「え!?　そうなの」

			「おう、二人でコンビを組んでいるうちに愛が芽生えたってわけだ。いつの間にか休日にデートするようになっていたしな」

			「恋愛ってそんなことあるんだな」

			　自然消滅じゃなくて、自然交際か。

			「まあ、結婚する際にものすごい事件が起こったんだが……」

			「……俺が聞いていいような話なのか？」

			　両親の説得とか、実は愛人がいたとか生々しい昼ドラのような話じゃないよな。他人の俺が聞いて大丈夫だろうか。しかし、俺の不安げな空気を感じとったクレイマンが軽く笑う。

			「なんかお前、変なこと考えてるだろ。言っておくが、お前が思っているようなことは起こってないぞ」

			　クレイマンの言葉にほっとする。正直、前世の世界で見た昼ドラのようなことが、身近で起こっているのはあまり想像したくない。

			「じゃあ何があったんだよ」

			「……プロポーズをしたのは俺だ。一緒に過ごしていくうちに段々とソフィアに惹(ひ)かれていってな。それまで俺はだらけつつ人生を過ごしていたが、初めて人生で真剣に悩んだ」

			　どうプロポーズするかはだらけずに真剣に考えたようだ。なら、真面目なプロポーズをしたはずだ。事件なんて起こらないだろう。

			「ちゃんと雰囲気のよい店に食事に誘って指輪を渡したんだぜ。そして、こう言ったんだ『結婚しねぇ？』ってな」

			「普通じゃん」

			　何も面白くないし、それじゃあ何も起こらないと思う。なぜそれで事件と呼べることが起こったんだ？

			「ソフィアは普通に了承してくれたんだが……その後言った俺の言葉でソフィアがキレてな。結果俺は全治半年の重傷を負った」

			　当時のことを思い出したのか、顔が青ざめるクレイマン。なんか、似たような話をセリアさんから聞いたことあるぞ。プロポーズ当日の話だったんだな。

			「了承してもらったのにどんないらんことを言ったんだ？」

			「……ソフィアに冒険者を辞めるように言ったんだ。その頃俺に副ギルドマスターにならないかっていう話が来てたんでな。せっかく結婚するんだし、危ない橋を渡る必要はないだろって。そしたら、キレちまったんだ。ソフィアは『無敵の無気力カップル』を続けたかったらしい。ボコボコにされながらも説得したらな……納得してくれたのさ」

			「……」

			　なんだろう、ツッコミどころがありすぎる。

			　なぜソフィアさんは『無敵の無気力カップル』を続けたかったのか、なぜクレイマンなんかに副ギルドマスターへの話が来たのか、一番謎なのは……。

			「……結局、結婚してラブラブなんだよな？」

			「おう！」

			　ニッと歯を出して笑うクレイマン。俺から話を振っておいて何だが、聞く価値があったんだろうか。そんなことを考えていたら、後ろからガチャリと扉が開く音がした。

			「あなた、迎えに来まし……なぜヨウキさんがいるのですか？」

			　入って来たのはいつものメイド服を身につけたソフィアさんだった。迎えに来るとは聞いていたけど、早くないか？

			「あはは……。ギルドでクレイマンにお世話になっているからお見舞いに来てたんです。それより、まだ昼になったばかりでソフィアさんは仕事のはずじゃあ……」

			「なるほど、ギルドで夫と知り合ったんですね。今日は元々有休をとっていたんです。しかし、急に新人が来たり、ハピネスが仕事を抜け出したりと問題が発生したので、午前中だけ出勤となったのです」

			　いつもどおりの無表情で淡(たん)々(たん)と答えるソフィアさん。だから、さっきハピネスを迎えに来た時、若(じやつ)干(かん)機(き)嫌(げん)が悪かったのか。

			「ハニー、迎えに来てくれたんだな」

			「ハニー!?」

			　クレイマンてソフィアさんのことハニーって呼んでいるのか……しかし、ソフィアさんは素早くクレイマンに近づくと、

			「誰がハニーですか」

			　綺(き)麗(れい)な踵(かかと)落(お)としをクレイマンの腹に決めた。腹を押さえ悶(もん)絶(ぜつ)するクレイマンをソフィアさんは無表情で見つめる。

			「いつもソフィアと呼んでいるでしょう」

			「いや、ただの冗談だ。あとスカートの中見えたぞ」

			　いつものだらけモードに戻ったクレイマンがいらない一言をいう。そんなこと言ったらまた蹴られるんじゃ……。

			「だからどうしました？　関係ありませんよ」

			「関係ないの!?」

			　今の発言はおかしいと思う。だからだろうか、驚いてつい口に出てしまった。俺の質問に答えるため、ソフィアさんが振り向き一言。

			「だって、夫ですから」

			　ソフィアさんの一言に言葉を返せない。そんな俺をよそに、ソフィアさんの肩に腕を回して立ち上がるクレイマン。
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			「じゃあな、またギルドで会おうぜ。俺回復力は無(む)駄(だ)に高いから、あと一週間ぐらいでギルドに戻るからな」

			「それではヨウキ様、失礼致します。夫のお見舞いに来ていただき、ありがとうございました」

			　ひらひらと手を振るクレイマンと、ペこりといつ見ても綺(き)麗(れい)だと思うお辞儀をするソフィアさん。俺への挨(あい)拶(さつ)を済ませた二人は部屋から出ていった。

			「……帰ろう」

			　治(ち)療(りよう)院(いん)から出て、一人寂しく宿に帰った。

			　悲しげなオーラを纏(まと)い帰宅した俺に、スフィンクスと化したガイが何があったと問い掛けてきたが、無視をしてベッドに寝転ぶ。

			　なんだかんだで幸せそうな二人を見て嫉(しつ)妬(と)したとは言えない。俺も恋愛結婚したいなあと思ってしまった。

		

	
		
			第17話　訪ねられてみた

			　

			　クレイマンとソフィアさんのラブラブっぷりを垣(かい)間(ま)見た翌日。

			　そんな二人が羨(うらや)ましく思え、セシリアに会いたい病が発症してしまった俺は何もやる気が起きなかったため、ギルドにも行かずにベッドの上でゴロゴロしていた。

			「おい、小僧。昨日から思っていたが、正直うっとうしいぞ！」

			「……別にいいだろ～。俺なんかほっといてくれよ～」

			「むうう、見ているだけでいらいらするな。どうせ、あの僧(そう)侶(りよ)の娘に会いたいだけであろう。さっさと会いに行け！」

			　ガイの言うとおり、セシリアと会えばこの病は完治する。しかし、今日は会う約束をしていない。何より、僧(そう)侶(りよ)の仕事がある可能性が高いから無理だ。それなのに、ガイの奴、簡単に会いに行けなんて言いやがって。

			「……会いたくたって、会えないんだよ、ちくしょー！」

			「ぬ、おい小僧、やめ……」

			　腹がたったので、ガイの静止も利かず、外見をスフィンクスからミロのビーナスにしてやった。むしゃくしゃしていても手は抜かないのが俺だ。

			「中々良い出来だな」

			「ふざけるな！　まだ前の方がましだ。戻せ！」

			　ギャーギャーと喚くガイを無視して、ベッドに寝転ぶ。せっかく、新しい姿にしたのに戻すわけないだろ。ガイの必死の訴えを気にせずに眠ることにした。

			　

			　コンコン、コンコンと扉をノックする音に気づき目が覚める。ベッドから起き上がり、少しの間ボーッとする。体感では一時間も寝ていない気がするが、中途半端に寝たせいで、眠いし頭があまり働かない。

			　ボリボリと頭をかいて誰だよと思っていると、

			「ヨウキさーん、いらっしゃいますか」

			　扉の向こうから、セシリアの声がするではないか。

			「いるいる！　でもちょっと待ってくれ」

			　まさか、セシリアが会いに来てくれるとは！　急いで、寝巻きから普段着に着替え、身(み)嗜(だしな)みを整える。部屋の中もささっと片付け、ルンルン気分で扉を開ける。

			「おじゃまします」

			「……します」

			　そこには私服姿だが、一応眼鏡(めがね)と帽子で変装したセシリアと、メイド服ではなく同じく私服姿のハピネスがいた。

			　なんでハピネスもいるんだという話だ。セシリアが会いに来てくれたのは嬉しい。だが二人きりになれるとばかり思ったのに……いや、無理か。どちらにしろ、部屋にはガイがいるし、来てくれただけでも良しとしよう。

			「いきなり訪ねてすみません。迷惑じゃなかったですか？」

			　申し訳なさそうな表情をするセシリア。とんでもない！　むしろウェルカムだ。来てほしかった。セシリアに会いたい病が発症していた俺にとって、この訪問はまさに特効薬だった。ハピネスは俺がどんなことを考えているのか分かったのか、微妙な表情だった。

			「……変態」

			　そう言って、蔑(さげす)むような目線を送ってきた。なぜ、そこまで言われなければならないのだろうか。別に好きな子のことを考えて何が悪い。俺とハピネスが睨(にら)み合いをしていると、セシリアが控えめに声をかけてきた。

			「あの……、ヨウキさん」

			「何かな、セシリア」

			「部屋に上がらせてもらってもいいですか？」

			「……あ」

			　確かに、こんなことはやるにしても部屋に上がってもらってからでもできる。一(いつ)旦(たん)ハピネスとの睨(にら)み合いをやめ、二人を部屋に招き入れた。

			「……隊長」

			　入ってすぐにハピネスが困(こん)惑(わく)気味に話しかける。

			「どうした？」

			「……ガイは？」

			「そこにいるだろ」

			　俺はミロのビーナスと化したガイを指差す。本人は眠っているのか、何も言葉を返してこない。ハピネスがガイを五秒ほどじっと見つめ、一言。

			「……ない」

			「なんでだよ!?」

			　まさかのダメだしだ。スフィンクスがダメでミロのビーナスもダメなのか!?　むしゃくしゃしながら造ったが、手を抜いた覚えはない。むしろ、今までの中で最高のできだと自信があったのに。

			「セシリアはどう思う？」

			「わ、私ですか!?　えっと……」

			　自分に話を振られると思っていなかったのか、あたふたし始めた。そんなセシリアをかわいいと思いつつ返答を待つ。

			「ちょっと、ないと思います……」

			「ええー!?」

			　セシリアからも不評だった。これで三連敗。芸術は奥が深いなあとしみじみ感じるのだった。

			　

			「……ところで、今日は二人そろって何しに来たんだ？」

			　ガイの次の姿については、また今度考えることにし、二人が訪ねて来た用件を聞く。

			「……隊長を笑いに」

			「どういうことかな、ハピネスさん？」

			　せっかくの休日にわざわざセシリアまで連れてきて、ハピネスは俺のことをからかいに来たということか。

			　俺にはもっと有意義な休日の過ごし方があると思う。またもや、ハピネスと睨(にら)み合いになるがセシリアが仲(ちゆう)裁(さい)に入る。

			「ハピネスちゃん、冗談はやめてください。ヨウキさんも抑えて……」

			　セシリアに言い聞かされ、お互いに身を引く。まあ、この程度の言い合いは魔王城ではしょっちゅうしていたので、止めに入らなくてもいいのだけど。

			「二人とも落ちつきましたね。では用件……と言っても本当にただ遊びに来ただけなんですよね」

			　何か重要な話でもあるのかと思ったが、そうではないらしい。

			　ハピネスはティールちゃんが屋敷のメイドとして入り、負担が減ったため、セシリアはダガズ村での仕事が早く終わったため。休暇をもらったらしい。

			　本当に仕事の手伝いをして良かった。

			「そういえば、シークくんは大丈夫ですか……？」

			　ダガズ村での話で思い出したのだろう。シークはガリス帝国勇者であるミラーによって、心身ともにボロボロになってしまった。

			「いや、まだ落ち込んでいるよ」

			「そうですか……心配ですね」

			　セシリアだけでなく、俺やデューク、ハピネスも心配している。

			　だけど、中々立ち直ってはくれない。昨日は宿に戻って来なかったし、どこに行ったのか。

			「……大丈夫」

			「「え!?」」

			　ハピネスの言葉に俺とセシリアは驚き声をあげる。昨日、ハピネスだってシークのことを心配して訪ねてきたくせに、一日で何があったというのか。

			「シーク、立ち直ったのか？」

			「……まだ。でもセリアさんがなんとかしてくれる予定」

			「お母様がですか!?」

			　ハピネスに詳しい話を聞いてみると、今シークはアクアレイン家の屋敷にいるらしい。

			「セシリアは知らなかったのか？」

			「はい。昨日はダガズ村での件について報告せねばならないことがたくさんあったので……」

			　どうやら忙しかったせいで、知らなかったようだ。

			「……話す」

			　昨日セリアさんは町の方に用事があり、それを済ませ馬車で屋敷に帰っている途中で、一人とぼとぼ歩くシークを見つけたらしい。いつもと様子が違うことに気づいたセリアさんは、すぐにシークを馬車に乗せて屋敷に向かったそうだ。

			「……お母様がしたことって誘(ゆう)拐(かい)ではないですよね？」

			「……ぽいけど、同居人の俺が許すから大丈夫」

			「……続き」

			　屋敷にシークを連れ帰ったセリアさんは事情を聞いたようだ。

			　ダガズ村でミラーに一方的にやられ、馬(ば)鹿(か)にされ悔しいと涙を流すシークをセリアさんは黙って抱きしめ、泣き止むまでずっと頭を撫(な)でた。

			　そして、シークが泣き疲れて、眠ってしまったので屋敷に泊めたみたいだ。ちなみに、ハピネスがこの話を終えるのに三十分ほどかかった。

			「昨日屋敷でそのようなことがあったのですね。さすが、お母様です」

			　自分が人を癒す仕事をしているからか。セリアさんの手腕にセシリアが感動する。セシリアもシークを励ましてくれていたが、やはり、セリアさんだったか。

			　シークの事情を考えると、セリアさんが適任だと思っていたが、俺の予想が当たったみたいだな。

			「……伝言」

			「俺にか？」

			「……シーク、預かるって」

			「いや、だったら早く言わなきゃダメだろ」

			　というか、その言葉だと誘(ゆう)拐(かい)犯の脅(きよう)迫(はく)に聞こえてしまう。まあ、聞こえるだけだから何の問題もないが。

			「分かったって伝えてくれ」

			「……了解」

			「どっちにしろ頼む予定だったし。直接行く手間が省けたってとこだな」

			「そうだったのですか？」

			　セシリアは一人首を傾げる。俺やハピネスはシークのことを知っているからこそ、セリアさんに頼もうと決めていた。

			「まあ、ね。シークにとってセリアさんは母親より母親らしい人だから。どういうことかは、複雑な話になるからまた今度話すけど」

			　これは、シークにとって大切な話だし、本人がいないところでそう簡単に喋ることはできないからな。機会があれば、セシリアに話すことにしよう。

			「そうですか、分かりました」

			「ま、シークはセリアさんに任せとけば大丈夫だと思うぞ……それで、話は変わるんだけど」

			　突然、昨日のクレイマンとソフィアさんのラブラブな夫婦っぷりを見たことを思い出した。

			　クレイマンの話は聞いたが、ソフィアさんの話は聞いていない。

			　セシリアなら、ソフィアさんの冒険者時代のことを何か知っているかもしれないし話を聞いてみよう。

			「昨日、ギルドの知人が入院したって聞いて、見舞いに行ったんだよ。そしたら、ソフィアさんの夫だったんだ」

			　二人から面白い話を聞けたらいいなあと思いつつ、昨日あった出来事を話す。クレイマンが入院した経緯から、無(む)駄(だ)にラブラブな雰囲気を見せ付けて帰ったところまでだ。しかし、話しているうちにクレイマンに対して悔しさが込み上げ、いらいらしてしまう。

			　あのクレイマンが結婚できている。日々ソフィアさんと幸せに過ごしているんだろうなあ。俺なんて彼女すらできたことがないというのに。

			　理不尽すぎる怒りのせいで、熱弁してしまった俺に二人は首を傾げた。話を終えると、セシリアが口を開いた。

			「実は私も昨日ソフィアさんと話をしました。ハピネスちゃんも一緒でしたよね？」

			　ハピネスが首を縦に振り肯(こう)定(てい)する。

			「……叱られた、直後」

			「ああ……」

			　昨日抜け出したのがばれて、連れ戻されたもんな。ハピネスの表情を見る限り、こってり叱られたな。早くクレイマンとイチャイチャしたかったのにハピネスのせいで遅れたから腹いせに……いやいや、ソフィアさんの性格からしてそれはないか……ないよな？

			　そんな心配をしているとは思いもしないセシリアは、昨日の出来事を語り始めた。

			「昨日は朝食を食べた後、ダガズ村での報告書をまとめていたのですが、息抜きに屋敷内の中庭に行こうとしたところ……」

			　玄関でハピネスをいつもどおりの無表情で叱るソフィアさんが見えたらしい。通りがかったセシリアを見つけたハピネスは、目線で助けを求めた。優しいセシリアはそのまま見すごすことができず、止めに入る。

			「ソフィアさん、そろそろハピネスちゃんを許してあげても……」

			　セシリアの声に気づき、ソフィアさんは綺(き)麗(れい)な一礼をする。

			「おはようございます、お嬢様。しかし、ハピネスは仕事を抜け出しヨウキ様の下に遊びに行っておりましたので、注意しなければなりません」

			　ビシッとそう言い放ったソフィアさんにセシリアは何も言えなくなった。頼みの綱であったセシリアがソフィアさんに言いくるめられてしまい、ハピネスは絶望した。

			　結局、説教はその後も続いた……なぜかセシリアもその場に留まったようだが。その時間はハピネスやセシリアにとって、とても長く感じられたらしい。

			「ふう……今日はこれぐらいにしておきます。次からは気をつけてください」

			「……はい」

			　テンションがかなり低めになってしまったハピネス。セシリアは気の毒そうにハピネスを眺(なが)める。自(じ)業(ごう)自(じ)得(とく)だから、そんなに気を使わなくていいと思うが。

			「さて、急がないといけませんね」

			「……今日って何かありましたか？」

			　なぜか急いだ様子のソフィアさんを見て、何か用事があると思ったセシリアは質問した。

			「いえ、元々本日は有休を取らせていただいていたので……」

			　自分がティールちゃんを連れてきたせいで仕事が増えたと思ったセシリアは、すぐにソフィアさんに頭を下げようとしたが、

			「お嬢様は悪くありませんから、お気になさらないでください……悪いのは……」

			　じろりとハピネスを見る。ハピネスが恐怖で縮こまる。元冒険者ランクＡの睨(にら)みに耐えられなかったのだろう。

			「まあまあ、ハピネスちゃんも反省していますし……」

			　また説教されるのを不(ふ)憫(びん)に思ったセシリアは、ソフィアさんをなだめた。セシリアに説得され、ソフィアさんは自分が急いでいることを思い出す。

			「そうですね。本人も反省しているようですし、私も急いで治(ち)療(りよう)院(いん)に行かなければならないので」

			「治(ち)療(りよう)院(いん)!?　ソフィアさん、体の具合が悪いのですか!?」

			　セシリアはソフィアさんが体の調子が悪くて治(ち)療(りよう)院(いん)に行くと勘違いし、あわてて詰めよる。具合が悪くて有休をとったのに、無理矢理屋敷に来たのだと思ったようだ。

			「お嬢様、落ち着いてください。私は健康です。夫を迎えに行くだけです」

			「……夫？　すみません、勘違いをしてしまって。でも旦(だん)那(な)さん、どうしたんですか？」

			「夫が全治一ヶ月の重傷を負ってしまいまして……」

			　焦るそぶりを見せず、いつもどおりの淡(たん)々(たん)とした口調で述べる。セシリアは驚き、声を荒らげてしまう。

			「た、大変じゃないですか。いったい何で!?」

			　セシリアはソフィアさんが冒険者だったことも、ギルドでコンビを組んでいたクレイマンと結婚していたことも、セリアさんからある程度聞いていたらしい。だから、元ランクＡの冒険者である夫が重傷を負ったという話を聞き、何が起こったと思ったようだ。

			　焦るセシリアを見て、ソフィアさんは自分が言った言葉に語(ご)弊(へい)があることに気づき訂正する。

			「申し訳ありません。正しくは負わせたと言うべきですね……」

			「……え？」

			　その言葉に、それまで空気になっていたハピネスも一緒に口を開けて唖(あ)然(ぜん)とした。そこにいたら、俺も同じリアクションをしていただろうな。

			「えっと……どういうことですか？」

			「……説明」

			　立ち直ったセシリアはソフィアさんの言葉の意味がわからず説明を求めた。恐怖で会話に入らなかったハピネスも気になったようだ。

			「時間がありませんので簡(かん)潔(けつ)に説明しますと、結婚記念日に一人にされ、むかついてしまいボコボコにしてしまいました」

			「ええっと……」

			「……沈(ちん)黙(もく)」

			　突っ込むべき話なのに、なぜか二人ともソフィアさんに突っ込むことができなかったとか。

			　ハピネスはともかく、セシリアまでツッコミができないなんて……。

			「でも、その理由が私のために贈るプレゼントを探していたからなんて……夫らしいです、本当に」

			　そう語るソフィアさんが微かに笑ったのを二人は確かに見た。結局ソフィアさんはそのまま二人に挨(あい)拶(さつ)をし、身を翻(ひるがえ)してメイド服姿のまま颯(さつ)爽(そう)と屋敷を去っていったとか。

			「これが昨日あった出来事の内容です」

			「なんだよ、やっぱりあの夫婦はラブラブだってことか」

			　何そのデレ!?　もし、クレイマンがプレゼントを買って渡していたらどうなっていたのか、凄く知りたい。

			「ハピネス、今日はソフィアさんに会っていないのか？」

			「……会った」

			「どうだった？」

			「……怖かった」

			　クレイマンの看病をして、機(き)嫌(げん)が良くなったと思っていたのだが。また、クレイマンが何かやらかしたのか？

			「……笑顔」

			「……」

			　どうやら、機(き)嫌(げん)は良かったようだ。ハピネスが怖いと言ってしまうソフィアさんの笑顔。見てみたいものだな。そう思っていると本来聞きたかったことが聞けていないことに気づいた。

			　冒険者時代の話を聞いていない！　ラブラブな話はもういいんだよ。あの二人の奇(き)天(て)烈(れつ)な冒険者時代の話を聞きたいんだ。

			「セシリア、ソフィアさんの冒険者時代の話って聞いたことあるかな？」

			「いきなりそう言われましても……ああ、お母様から聞いた話ならあります」

			「話して話して」

			　面白い話カモン！　とセシリアをせかす。俺の子供のような様子に、セシリアはクスクスと笑った。

			「では話しますね」

			　

			「もういいよ……セシリア」

			　外を見ると、すっかり日が暮れてしまっていた。あれから、飲まず食わずでセシリアに『無敵の無気力カップル』のエピソードを語ってもらった……が、

			「なんで最終的に甘くなって終わる話しかないんだよ……」

			「す、すみません」

			　申し訳なさそうに謝るセシリア。別に責めているわけではないし、セシリアが悪いわけじゃないから、謝らなくていいのだが。

			　ハピネスは途中から話に飽きてしまい、俺のベッドの上で熟睡中だ。

			「あの二人、何なんだよ……」

			　例えばソフィアさんとクレイマンが出会って間もない頃の話。

			　コンビを組んだはいいが、ソフィアさんは不安があったらしい。クレイマンと組む前に、何回か他の冒険者とパーティーを組んでいたことがあったとか。しかし、ソフィアさんはかなりマイペースで、他の冒険者に合わせることをあまりしなかった。

			　結果、実力者のソフィアさんは無傷でも、仲間が大(おお)怪(け)我(が)を負ってしまうことが度々起こってしまったらしい。仲間に見合わない依頼選びをしたソフィアさんが悪いと言われ、パーティーを何回も解散することになったそうだ。

			　しかし、クレイマンはだるい、面倒と言いつつもソフィアさんの選ぶ依頼に何だかんだでついて行った。

			　コンビを組んで一ヶ月ほど経ったある日。

			　ギルドの酒場のテーブルで、二人が向かいあって食事をしていた時のこと。

			「……そんなに面倒なら、パーティーを解散しますか？」

			　クレイマンに無理をさせているのではと思ったソフィアさんは、コンビの解消を提案したそうな。クレイマンは酒をグビッと飲み、グラスをテーブルに置いてソフィアさんを見つめ、

			「確かに依頼は面倒だけど、ソフィアといるのは面倒じゃねえから無理だ」

			　そう言ったらしい。そこから、ソフィアさんに恋心が芽生えたとか……何だよこの話!?

			　また、『無敵の無気力カップル』と呼ばれるきっかけになった話はこうだ。

			　ある時、愚かにもソフィアさんをナンパしようとした勇気あるゴロツキどもがいたそうだ。

			　ギルドの酒場でクレイマンが用を足しに席を立った間に、ギルドに酔っ払い三人組が入ってきて、あろうことかソフィアさんに絡み出したとか。

			　下(げ)卑(び)た笑いを浮かべながら、ソフィアさんをナンパしたところ。

			「なんでしょうか、何かご用ですか？」

			　普通に話す声のトーンでゴロツキに返事をしたとか。怯えるわけでもなく、かといって反抗するわけでもない対応にゴロツキは怯んでしまい、そこにクレイマンが帰ってきた。

			「ああ、何だナンパか……だりいな。面倒だな、ソフィアこっち来い、違う酒場に行こうぜ」

			　普通なら助けに入るところなのに、そう言ってソフィアさんに手招き。ソフィアさんはゴロツキたちの間を通り抜け、すぐにクレイマンの下に。

			「仕方ありませんね。どこに行きますか？」

			　そのまま去って行くのをゴロツキたちが黙って見ているわけがなく、二人を引き止めたが。

			「あー、だりいって、面倒って、やめようぜ、本当に……」

			　ゴロツキの肩を掴み、無理矢理椅(い)子(す)に座らせて騒ぎを終了させようとしたとか。戦うのは面倒だからだろう。しつこい奴はソフィアさんが蹴りをいれて吹っ飛ばしたらしい。

			　その現場に居合わせたギルド職員がクレイマンの無気力でだらけた感じとソフィアさんの強さを結び付け、『無敵の無気力カップル』という二つ名が広まったようだ。

			　これだけなら、面白い話だろう。

			　しかし、この話のオチはその後、二人が別の酒場に行き飲み直した時だ。ゴロツキたちの愚(ぐ)痴(ち)を二人で言いあう中、クレイマンが、

			「まったく、面倒な連中だったな。こっちはソフィアといる時間を大切にしてえのによ……」

			　と言ったらしい。

			　……うっぜぇぇぇぇぇ。

			　昔はキザだったんだろう。俺最強って思っていたようだし。今のクレイマンは大分、大人になったんだな。だらけ副ギルドマスター万歳。

			「では、そろそろ帰りますね。ハピネスちゃん、起きてください」

			　ゆさゆさと、ベッドの上で眠るハピネスを揺すり起こす。

			「……終わった？」

			　セシリアは、まだ寝ぼけ気味なハピネスを引っ張り出す。

			「それでは失礼しますね。……あと、もしかしたらヨウキさんにはクラリネス城に来ていただくことになるかもしれません」

			「は？」

			「もしかしたら……です。それでは」

			　説明をしないままセシリアは帰っていった。

			　俺が城にってなんで!?

			　わけが分からないまま、数日を過ごしていると、俺は本当に城に行くことになった。

		

	
		
			第18話　城に行ってみた

			　

			「えっと……どちらさん？」

			　セシリア、ハピネスとともにクレイマンとソフィアさんはラブラブ夫婦だということを証明した数日後。

			　今日もギルドで依頼だーと思いつつ、身支度を整えていたら、部屋の扉をコンコンとノックする音が聞こえた。

			　誰かなと思い出てみたら、金属の鎧(よろい)に兜(かぶと)を身につけ、腰に剣を帯びた兵士がいた。

			「あなたがヨウキ様ですね？　はじめまして。私はクラリネス王国第三騎士団所属のカイトと申します」

			「はぁ、どうも」

			　丁(てい)寧(ねい)に挨(あい)拶(さつ)をしてきた兵士に頭を下げる。カイトという名のようだが、城の騎士が俺に何の用事だ。……デュークが何かやらかしたのか？　充分にありえる話だ。

			　しかし、兵士から話を聞いたところ、何やら俺に用があるらしい。どうやら一緒に城に来てほしいそうだ。……そういえばこの前セシリアが城に来てもらうことになるかもとか言っていたな。

			　城に行かなきゃならないとか、俺何かやらかしたか？　身に覚えがないが断るのはまずいだろうし、表に迎えの馬車が来ているとか言われたので、仕方なく行くことにした。

			「……ん？」

			　宿を出ると、見たことがある馬車が停まっていた。アクアレイン家の馬車だ。

			　ということは……、

			「ヨウキさん」

			　馬車に乗り込むと、予想通りセシリアがいた。

			「隊長～おひさ～」

			　なぜかシークも一緒だ。この前までの暗い雰囲気はどこにいったのか。俺が知っている明るいシークに戻っていた。セリアさんのおかげだ。戻ってくれて良かった。

			「隊長～馬(ば)鹿(か)隊長～へたれ隊長～」

			　……もう少しあのままでも良かったかもしれない。立ち直った分、前よりうっとうしさが増していた。狭い馬車の中だというのに俺の頭の上に乗り、無邪気な笑顔ではしゃいでいる。

			「こら、俺の頭の上に乗るな！」

			「座り心地がいいからやだ～」

			「んなわけあるか！　とっとと降りろ」

			　そんな子供全開なシークと微妙な表情をする俺をセシリアは微(ほほ)笑(え)ましく見守る。

			　見守っていないでシークに注意してくれないかな。そんなやり取りをしているうちに馬車は城に向かって出発した。

			　ガタゴトと揺れる馬車の中、窓から見えるのは、もうすっかり見慣れた王都の景色だ。結局、シークは俺の頭の上にいるままだ。何を言っても頑なに下りようとしないので諦(あきら)めた。

			　この感じも久しぶりだし、まあ、いいか。クラリネス城に着いたらさすがに下りてもらうが。と、そういえば……。

			「ところで、何で俺は城から呼ばれたんだ。あとシークも」

			　頭の上に乗るシークを指差す。俺もシークも城に来いなんて言われるようなことをした覚えがない。この前の口ぶりからして、セシリアなら何か知っているだろうと思い、説明を求める。

			「はい、説明しなければなりませんね」

			　セシリアは頷(うなず)き、今回俺たちが城に行くことになった理由を説明しだした。

			「私とヨウキさん、シークくんの三人でダガズ村へ行きましたよね」

			「ああ、行ったな」

			　かなり記憶に新しいことなので、忘れるわけがない。

			「治(ち)療(りよう)の手伝いで、俺のところには老人しか来なかったことを鮮(せん)明(めい)に覚えているよ」

			　セシリアの下にはデレデレした男どもが、シークの下には目をハートにした女性が殺到していた。

			　そういえば、あの時セシリアのことをエロい目で見たり、ナンパしてきた馬(ば)鹿(か)な村人が何人かいたので、隠れて魔法を使って報復したこともあったな。セシリアや村長に内緒で。報復した日にちょうど山(さん)賊(ぞく)が攻めてきたから、うやむやになってくれて安心したっけ。

			「あ、あはは、そんなこともありましたね。ですがまだ――」

			「そういえばティールちゃんやバカーゴイルと会ったのもダガズ村だったよね？」

			　俺の頭の上に乗るシークがいきなり会話に入ってきた。

			「バカーゴイルってなんだよ」

			　ガイが聞いたら怒るぞ。……いやティールちゃんの方がもっと怒るか。

			「だってあいつ馬(ば)鹿(か)じゃ～ん」

			　ガイの遺(い)跡(せき)居眠りエピソードを思い出したのか、あはは～と笑い出した。人の頭の上で腹を抱えて笑うのはやめてほしい。

			「確かにあの話を聞いたらそう思うかもしれないけども」

			　ティールちゃんはそんなガイの村の守り神になったエピソードを知らない。聞いたとしても、「さすが守り神様。村を守るために今まで守られていた遺(い)跡(せき)に帰らなかったんですね」とか間違った解(かい)釈(しやく)して終わりな気がする。

			　最初会った時は病弱で冷静に物事を見据えることができる、知的な文学少女かと思ったんだけどなあ。

			　ガイの話をしたり、ガイと一緒にいると暴走しだすから、気をつけないと。ガイも別に心底嫌がっているわけじゃないみたいだから、なんとも言えないが。

			「でしょ～？　あ～本当に面白いよね～バカーゴイル～」

			「おいおい……そんなに笑ったらガイに失礼だぞ」

			「隊長だって笑ってるじゃん？」

			「うっ……」

			　そう言われると何も言えない。確かに俺もガイの話は何回聞いても面白いと思ってしまうからだ。元部下、しかも子供のシークに言いくるめられてしまい言葉を返せずにいると、セシリアが遠慮がちに一言発した。

			「あのー、お話の続きをしてもいいですか……？」

			「「あっ……」」

			　俺とシークが二人で勝手に盛り上がり、肝(かん)心(じん)のセシリアから話を聞くことを忘れていた。

			　セシリアは少し苦笑しつつ、俺たちを見ていた。俺から説明を求めたというのに勝手に違う話でシークと騒いでしまうなんて最低だ。

			「ごめんセシリア、ほらシークも」

			「セシリアお姉ちゃん、ごめーん」

			　頭から下ろし、正座させて謝らせる。もちろん俺も頭を下げた。

			「大丈夫ですよ。ですから、二人とも頭を上げてください」

			　優しいセシリアにうながされ頭を上げる。許してもらえて良かった。いずれは再告白に挑む予定なのに、嫌われてしまっては話にならない。

			　純粋に好きだとまた伝えられるのはいつになるのだろうか。この気持ちを伝えることは今関係ないので、今度こそセシリアの話を聞く姿勢に入る。

			「では、続きを話します。ダガズ村での、村人の治(ち)療(りよう)、山(さん)賊(ぞく)討(とう)伐(ばつ)は別に城に報告するほどのことではありませんでした。ガイさんのことも別に人を襲う意思が見られなかったですし……こう言ってはなんですが、隠していれば大丈夫なので問題はありません」

			　だとすると、他にダガズ村であったことと言えば……。

			「まさか、あのふざけた勇者のことか？」

			　勇者という言葉を聞き、シークがビクッと震える。どうやらシークも思い出したらしい。

			　自分が目の前にいたのにガイを救えず、戦っても一方的にやられたこと。

			　立ち直ったとはいえ、心に負った傷は完全に癒(い)えていないのだろう。優しく頭を撫(な)でてやる。

			「……大丈夫だよ隊長。僕はもう平気だからさ」

			　震えて俯(うつむ)いたかと思えば、顔をあげていつもの無邪気な笑顔を見せるシーク。どうやら俺の杞(き)憂(ゆう)だったようだ。シークはもう吹っ切れているらしい。セリアさんにまかせて本当によかった。

			「シークくん、本当に大丈夫ですか？」

			　セシリアもシークのことが心配になったのか、声をかけるが……。

			「うん、僕はもう誰にも負けないように強くなるって決めたんだ。だから大丈夫だよ。……それに、強くなったらあいつをぐちゃってするって、セリアさんと約束したから」

			　とても良い笑顔で、物騒な表現のもとリベンジを誓うシーク。一体セリアさんはシークとどういう約束をかわしたのだろうか。

			　気になるが今それを聞いたらまた話が脱線してしまうので、我慢しセシリアに話の続きをうながす。

			「……ヨウキさんの言うとおり、ガリス帝国勇者ミラー。彼がクラリネス王国に諜報活動に来ていたということは城に報告せねばなりませんでした」

			「まあ、そうだよな」

			　もし奴のことを報告していなかったら、下手をすると、何も知らないうちに因(いん)縁(ねん)を吹っ掛けられ戦争とかいう事態になりかねない。

			　それに人造魔剣だったか？　あれを大量生産している可能性もある。セシリアも立場上報告しないわけにはいかなかったのだろう。問題は……、

			「俺たちのことはどこまで報告したんだ？」

			　そうなってくると報告する際にいろいろ問題が発生したはずだ。まずミラーが襲っていたガーゴイルであるガイについてや、俺やシークについて。そして、どうやって奴を撃破したかだ。

			　人造魔剣《マジック・イーター》のことを報告するとなると、魔法主体のセシリアが倒したというのは信(しん)憑(ぴよう)性(せい)にかけてしまう。俺の正体をばらすのもまずいし……。

			「……大変でしたよ、本当に。でも、なんとか考えました。シークくんやヨウキさんの正体は伏せることができたので、安心してください」

			　どうやらなんとかしたらしい。しかし、どう報告したのだろうか。報告した内容が書かれた紙をくれたので読んでみる。

			　ガイのことは書かれておらず、俺とセシリア、シークが山(さん)賊(ぞく)の討(とう)伐(ばつ)をしていると魔物を楽しそうに殺しているミラーを発見したことになっていた。

			　そして、奴が諜報活動をするためにクラリネス王国にやって来たことを自白し、戦闘に。様々な武器を使われながらも、なんとか川に追い詰め落としたと書かれていた。

			「……これで大丈夫だったのか？」

			「なんとか……」

			　ところどころ真実が混じっているから良いものの、正直騙せたかどうかが分からなないから怖い。

			　セシリアはなんとかなったと思っているようだが、大丈夫だろうか。シークだけは難しい話が終わったからか、よじよじと俺の体を上り、また頭に乗り始めた。

			　もうこの際シークは放っておくとして、俺は城に着いてから何をされるのかが不安で仕方なかった。セシリアも城に呼ばれただけで何をするかは聞いていないらしいし。

			　しかし不安は拭えぬまま、気がつけば馬車はクラリネス城に着いてしまった。

		

	
		
			第19話　王様と会ってみた

			　

			「え!?　陛下と謁(えつ)見(けん)ですか!?　そんな話、私たち聞いていないんですけど……」

			　城に着くなり、これから何をするのか。セシリアが城の兵士に確認すると、まさかの国王と会うことになっているらしい。驚きパニックに陥るセシリアが、必死に兵士へ説明を求める。

			　こんなに取り乱したセシリアは初めて見る。

			　一方、シークは辺りをキョロキョロ見回す。ただ、アクアレイン家の時のように魔王城と比べられては洒落(しやれ)にならないので、予め言わないよう口止めしているから安心だ。

			　セシリアが城の兵士と言い合いをしている間、俺はクラリネス王国の王について聞いた話を思い出していた。

			　クラリネス王国国王、ダーツ・オルタ・クラリネス。第三王子ながら、兄二人を蹴(け)落(お)とし王になった才物だ。一〇年間続いた魔王軍との戦いの中、わずか一五歳で戦場に立ち、戦果をたくさん上げたらしい。

			　俺が魔王城にいる時も、どこかの国の王子がやたら強いとかいう噂があったな。

			　そんな弟を良く思わない兄二人から暗殺されそうになったが、逆に二人にあらぬ罪を被せ、婿(むこ)入(い)りという形でクラリネス王国から追い出したとか。

			　ちなみに兄二人はまったく戦場に立たず、役に立たないと怒り兵士たちを痛めつけ、日々遊んでばかりだったとか。追い出して正解だな、そんな奴ら。

			　そして三年前、元国王であり父親であるダルク・マルタ・クラリネスから王位を継(けい)承(しよう)されたとか。

			　半分は噂で、もう半分はレイヴンから聞いた話だ。

			　二五歳で国王をやっているとかすごいよな。俺には到底まねできないことだ。

			　王子じゃなかったらユウガではなく、自身が勇者になっていたと噂されたほど実力があったらしい。まあ、どっちが勇者になろうと俺には勝てなかっただろうけどさ。

			　結局俺が一番だぜ、と心の中で思っていると、兵士と言い合いをしていたセシリアが帰ってきた。表情はそんなに悪くないので、どうやらまずい話ではなさそうだ。

			「話はついたのか？」

			「はい。どうやら国王様自ら私たちと話がしたいと申されたそうです」

			「ダガズ村でのことを詳しく聞きたいのかな？」

			「おそらくは……」

			　だったら口裏を合わせないと大変なことになるな。ガイのことや、俺が魔族になって戦ったことは伏せなければならない。変に話が食い違ったりしてもダメだしな。

			「となると心配なのは……」

			　俺とセシリアは同時にある方向へと目を向ける。そこには落ち着きのない様子で城を見回すシークの姿があった。こいつが一番心配なんだよな……。

			「……不安だ」

			「私もです……」

			　俺とセシリアはシークに余(よ)計(けい)なことは一切喋(しやべ)らないように何度も言い聞かせた。シークはコクコクと首を縦に振り、肯(こう)定(てい)の意思を伝える。俺とセシリアが必死の形相でしつこく注意したからか、その間シークは終始無言だった。

			「いいか、絶対に余(よ)計(けい)なこと言うなよ！」

			「シークくん、気をつけてくださいね。自分の首を絞めることになりかねませんからね!?」

			　二人掛かりで充分なほど言い聞かせると、兵士がこちらに来たので慌てて黙る。

			「すみません。そろそろ謁(えつ)見(けん)の間にご案内したいのですが……よろしいですか？」

			「あ、はい……大丈夫です」

			「ではこちらに……」

			　兵士を先頭に城内を歩く。セシリアはこういう場になれているのか、落ち着いている。

			　俺は少し緊張しているのだが。

			　シークは城の調度品などに興味を示しているようで、緊張はしていないようだ。多分一番気楽なのはシークだろう。

			　やがて、大きな扉の前にたどり着いた。多分謁(えつ)見(けん)の間とやらがこの先にあるのだろう。

			　俺はごくりと唾(つば)を飲み込む。魔王城で魔王に会ったことは何度かあるし、その経験を生かせば礼儀はなんとかなるはずだ。

			　シークは……うん、不安だ。兵士によって扉が開けられる。

			　その様式は魔王城の魔王がいた謁(えつ)見(けん)の間とそこまで変わらなかった。床に赤い絨(じゆう)毯(たん)が敷かれ、玉座に男の姿が見える。

			　あれがおそらく俺たちを呼んだクラリネス王国現国王、ダーツ・オルタ・クラリネスだろう。

			　左側には護衛であろう女性騎士が、右側には高そうな服を着る眼鏡(めがね)をかけた男がいた。大臣とかそんな身分の人だろう。

			　そして警備のため、数十名の騎士が部屋の両側をかためていた。

			　兵士にうながされ、玉座より数歩離れた位置まで移動し、俺とセシリアは膝(ひざ)をつき頭を下げる。

			　シークはわかっていないようだったが、空気を読むことができたのか見(み)様(よう)見(み)真(ま)似(ね)でなんとか場を切り抜けた。

			「突然呼び出してすまないな。私がクラリネス王国国王、ダーツ・オルタ・クラリネスだ。

			　……堅苦しいな。すまない、普通の話し方でいいだろうか？」

			　これは俺たちに聞いているのか？　隣にいる女性騎士に向かって話しているように見えるのだが。

			「ダメです陛下。セシリア・アクアレインはともかく、初対面の者が二人いるのです。ここは王の威(い)厳(げん)というものを見せないと……」

			「堅いことを言うなよ、シルヴィア～」

			　いきなり女性騎士の肩を掴み引き寄せる。顔がかなり近くなり、女性騎士が赤面する。なんだこの二人は、できてるのか？　この二人に桃色のオーラが見えてきたんだが。

			　しかし周りの騎士は直立不動のまま、大臣っぽい男が軽くため息をつき「またか……」と呟(つぶや)く。

			　セシリアもこの光景は初めてじゃないのか、無表情を貫いている。シークは……よく見たら寝てやがる！

			「あの～……話は？」

			　五分ほど二人の愛を確かめるかのようなやり取りを見た後、用件を聞いてみる。

			「ん……？　ああ、すまんな。つい二人の世界に入ってしまったよ」

			　ついじゃねーよ、このリア充野郎！　……と言いたいが王様なので心の中で愚(ぐ)痴(ち)を言う。女性騎士はなにもなかったかのようなすまし顔しているし、大丈夫かこの国……。

			「では本題に入ろう。今日来てもらったのはダガズ村での一件についてだ。セシリア・アクアレインからの報告書を見る限り不備はない……が私にはどうも腑(ふ)に落ちない点がある」

			　うわぁ……やっぱりか。

			　俺とセシリアは軽く目配せし、打ち合わせどおりに口裏を合わせる合図を送る。

			「ダーツ国王、一体どのような点が腑(ふ)に落ちなかったのでしょうか」

			　まずは国王と親(しん)睦(ぼく)があるセシリアが質問に答える。

			「ふむ、報告書にあったガリス帝国勇者ミラーは剣技だけでなく、身のこなしも中々だという。また、魔法を吸収する剣、閃(せん)光(こう)を放つ筒などの人造魔道具を所持していたという報告もあったな」

			「はい、すべて本当の話です。……どこかおかしな点がございましたか？」

			「そのミラーを川に落とした……ということが腑(ふ)に落ちない。いくら魔王を倒した勇者パーティーの一人、セシリア・アクアレイン。君がいたにしても無理がある気がしてならない。そちらの二人のうち一人、ヨウキというものはギルドにて冒険者ランクがＣだという裏はとれているが、少年の方はギルド未登録だそうだな、それに……」

			　シークを見てみると……まだ寝てやがる！

			　確かにこれじゃあ疑われても仕方ないな。セシリアを見てみると冷や汗をかいている。多分、どうこの場を切り抜けようか考えているんだろう。余(よ)計(けい)なことは言うなと言ったが寝ていいと言った覚えはないぞ。

			「……シーク、起きろ」

			「ん？」

			　俺は肘(ひじ)で突いてシークを起こす。

			「何かやれ、何か」

			　アクロバットな動きでもすれば信用してくれるだろう。しかし、起きたシークを見てダーツ王がある提案をしてきた。

			「君の実力が知りたいのだが……どうかな、この場でシルヴィアと組み手でも？」

			　ダーツ王がそんな提案をしてきた。シルヴィアとは隣の女性騎士だろう。……怪(け)我(が)しない程度なら大丈夫だとは思うが。

			「いいよ～」

			「……では、行きます」

			　シークが間の抜けた返事をすると、先ほどまでいちゃついていた人とは思えないような鋭い眼光でシークを見つめ、向かってきた。

			　女性騎士は重い鎧(よろい)をものともしない軽やかな動きを見せる。だがシークも負けていない。一分ほど組み手をし、女性騎士が数歩離れて背を向けながら元いた位置に戻る。

			　シークも追撃せずにその場で軽く伸びをしている。どうやら、終了したらしい。

			「シルヴィア、彼の実力はどうだった？」

			「はい、中々の身のこなしでした。あの年齢でこれほどの動きができるとは、将来が楽しみですね」

			　話の内容からして、シークの実力は認めてもらえたようだ。

			「ダーツ王、では……？」

			　セシリアが代表してダーツ王に質問すると、

			「ああ、一応信用しようじゃないか」

			「ありがとうございます」

			　セシリアが綺(き)麗(れい)に、かつ勢いよく頭を下げたので、俺も頭を下げた。横目でセシリアの安(あん)堵(ど)した表情が見える。今回一番冷や汗を流していたのは、セシリアだからな。肩の重荷がとれてよかった。

			「あっはっは。そう畏(かしこ)まらなくてもよいぞ！　別に実力を図らずとも、証言が真実だということは分かっていたからな」

			「……え？」

			　セシリアがどういうことですか、といいたげな表情に変わった。俺もダーツ王の発言に目が丸くなる。

			「レイヴンたちが聞き込みを行った結果、林から激しい戦闘の音を聞いたという村人の証言があってな。実際にレイヴンが現場に行って、戦闘の跡も確認していたのだ」

			「でも、それだけで俺たちの証言を信じられるとは……」

			「ふん。まず、セシリア・アクアレインが嘘の報告をする理由がない。戦闘があったことさえ、証明できればよかったのだ」

			　勇者パーティーの一員だからか、セシリアは大分王様に信用されているな。

			「後は戦いに勝ったか負けたかだが……ガリス帝国勇者ミラーの話を聞く限り、負けていたら、お前たちは今日ここにいなかったのではないか？」

			「治(ち)療(りよう)院(いん)で療養だったかと思います……最悪、殺されていたかと」

			「あっはっは！　そうであろう」

			　ダーツ王が豪(ごう)快(かい)に笑う。つまり、ダーツ王は最初から俺たちを疑っていなかったということか。さっきまで必死に言い訳を考えていたセシリアがぷるぷる震えている。

			「ダーツ王！」

			「はっはっは。そう怒るなセシリア・アクアレイン。ちょっとした悪ふざけだ」

			　さすがセシリアだ。国王相手に怒っているよ。そんなセシリアの怒りを笑ってごまかすダーツ王。本当にこの国が心配になってきたぞ。

			　ダーツ・オルタ・クラリネスの情報、半分噂っていうか、全部噂なんじゃないのか？そんなことを思っていると、セシリアをなだめたダーツ王が一息ついて、口を開く。

			「ふう……さて前置きはこれくらいにして、本題に入ろうか。今回ダガズ村で君らは数々の功績を残してくれた。ガリス帝国の勇者ミラーを退け、クラリネス王国に対して諜報活動をしていることなど、有益な情報を数多くもたらした。それで、何か褒(ほう)美(び)を与えようと思うのだが、何が良い？」

			　褒(ほう)美(び)……なんて甘い響きなんだろうか。ご褒(ほう)美(び)だともっと良い感じがするよな。俺の頭の中で、勝手に褒(ほう)美(び)からご褒(ほう)美(び)に言葉が変わり、頭の中を駆け巡る。

			　ご褒(ほう)美(び)ご褒(ほう)美(び)ご褒(ほう)美(び)ご褒(ほう)美(び)……そうだ！

			「セシリアと付き合いたいです」

			　欲望に忠実に考えた結果、つい言葉に出てしまった。

			　言って一秒も経たないうちに後悔する。王様からの褒(ほう)美(び)で求めることじゃないだろう！

			　シーク爆笑、セシリア唖(あ)然(ぜん)。

			　そして、ダーツ王を含めた部屋中の全員が、固まったのだった。
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			第20話　好きな子の怒りをかってみた

			　

			「貴様！　せっかく陛下が褒(ほう)美(び)を授けるとおっしゃっているのに、そのようなふざけたことを！」

			「ひいぃ!?」

			　女性騎士が怒って剣の柄(つか)に手をかける。

			　どうしよう、この状況!?　自分の欲望が招いた結果だけど誰か何とかしてくれ！

			　俺は隣にいる二人に目を向ける。だがシークはまだ爆笑しているし、セシリアは頭を押さえ、思いつめている。……助け舟がないんだけどどうしようか。

			「はっはっはっは」

			　とその時、再度ダーツ王が大声で笑い出した。謁(えつ)見(けん)の間に響くダーツ王の笑い声。シーク以上に笑っている。

			「ダ、ダーツ王どうかなさいましたか？」

			　大臣っぽい人が心配し声をかける。セシリアが再起動するまではこの中で一番常識人っぽい彼に期待するしかない。

			「実に面白いと思わないかクライド、彼は私によく似ている」

			「ダーツ王みたいな人は一人で充分ですよ……。はぁ……私の苦労も知らないで」

			　……あの大臣、実は苦労人なんだなあ、かわいそうに。

			　でも、仲よさ気に二人で会話をしているから、ダーツ王のことを嫌いではないんだろう。というか、悠長に会話をしている時間があるなら、今にも切り掛かって来そうな女性騎士をなんとかしてほしい。

			　そんな俺の願いが届いたのか、ダーツ王は女性騎士の腕を掴み、向かい合うように引き寄せる。

			「シルヴィア、とりあえず落ち着こうか」

			　耳元に甘い声色で囁(ささや)くダーツ王。

			　その姿は一国の王ではなく、女性を誑(たぶら)かす質(たち)の悪いナンパ野郎にしか見えなかった。

			　しかし、女性騎士はそんなダーツ王の言葉に赤面し、剣から手を離してしまう。そして、先ほどのように桃色のオーラを漂わせ二人の世界にトリップした。

			　なんだろうか……たとえるなら少女漫画のような感じだ。

			　だけどダーツ王のおかげで助かった……。安心していると不意に肩を叩かれ、横を向く。そこにはソフィアさん張りの無表情の仮面をつけたセシリアがいた。うん……ちっとも助かってなかった。

			「……ヨウキさん？　私が今言いたいこと、分かりますよね」

			　ダガズ村でもこんなことがあったなあと思い出すが、あの時とは怒りのレベルが段違いだ。

			　どれくらいと聞かれると、「無表情のセシリアもかわいい」とかもう言ってられないぐらいだ。

			　ゴゴゴゴゴ……と空気が震える音が聞こえてくるようだ。チート持ちの俺でも死ぬかもしれない……。

			「あ、あの……アクアレインさん落ち着いて……彼も悪気はなかったんだろうし」

			　まさかの救世主、大臣のクライドさん。常識人でダーツ王のおかげでさぞかし苦労が多そうな彼なら、こういう場に慣れているのだろう。なんとかしてくれるかもしれない。

			　だが、藁(わら)にもすがるような思いで彼に期待した俺が馬(ば)鹿(か)だった。

			「……私は落ち着いていますよ？　クライドさん。変なこと言わないでください」

			　セシリアは無表情でそう言った。途端に顔が青くなるクライドさん。その瞬間俺は悟った。この人はもう無理だと。

			「あ、そ、そうですよね。余(よ)計(けい)なお世話だったね。アクアレインさん」

			　セシリアを宥(なだ)めるどころか、時間稼ぎしかできなかったクライドさんはそのまま玉座の隣という定位置に戻っていった。……やっぱり俺助からないっぽいなあ。

			「セシリア・アクアレイン、その辺にしてやれ。彼とて悪気があったわけではないだろう」

			　いつの間に女性騎士と離れたんだろうか。ダーツ王が俺の擁(よう)護(ご)をしだした。もうこの際助けてもらえるなら誰でもいい。たとえそれが色ボケ国王でもだ。

			「……分かりました、ダーツ王」

			　少し考えてからセシリアは答える。

			　腐っても鯛。いくら側近の女性騎士と謁(えつ)見(けん)中にイチャイチャするような奴でも王様だ。セシリアもさすがにこれ以上、謁(えつ)見(けん)の間という場で騒ぎ立てるのはまずいと判断したのだろう。

			「……帰ったら覚悟しておいてください」

			　耳元でそう囁(ささや)かれる。……やっぱり助からないみたいです。

			　帰ったらどんな説教が待っているのかと思い、ガタガタ震えていると、ダーツ王がまた笑い出した。

			「はっはっは。二人を見ていると私は飽きないぞ。……ところで先ほどの褒(ほう)美(び)の件についてだが」

			「いや、いいです。忘れてください。言葉のあやだったんです。王様との謁(えつ)見(けん)なんてただでさえ初めてで緊張してしまいまして……。あまつさえ褒(ほう)美(び)までいただけるなんて恐れ多いことを言われ舞い上がってしまったと言うか……」

			　横から伝わるピリピリした空気から、一刻も早く違う話にもっていかないとやばい気がしてならない。

			　くそうシークめ、焦る俺を見てさらに笑い出したぞ。こいつが一番不敬にあたるだろう。なんで女性騎士は俺に注意したくせにシークには……ってなんでダーツ王のことじっと見つめてんだよ。

			　周りの騎士たちは我関せずだ。直立不動のまま動かない。巻き込まれたら厄(やつ)介(かい)だと全員わかっているからの行動だろう。お前ら全員仕事しろ、仕事！

			「まったく、こんな面白い奴が我が国にいたとはな。もっと早くヨウキと出会っていれば勇者パーティーに入れていたかも……」

			「いやいや、俺を買い被りすぎですよ、ダーツ王」

			　アホ勇者に性悪魔法使い。いくらセシリアやレイヴンがいたとしても無理だ。ただでさえまともにツッコミができるのがセシリアだけなのに、俺が入ったらバランスがかなり悪いパーティーになってしまう。

			　まあ、全部もしもの話だが。

			「はっはっは、別に買い被ってはいないぞ。ヨウキならすぐに冒険者ランクＡになりそうだな」

			　話をしただけでなぜそんなことが言えるのだろうか。別にシークと違って組み手をしたり魔法を見せたわけでもないのに。……厄(やつ)介(かい)な奴に好かれてしまった気がしてならない。

			「ねえ隊長～ご褒(ほう)美(び)は～？」

			　もう少し話をしていれば流れていたかもしれないのに。腹を抱えて爆笑していたはずのシークが、また褒(ほう)美(び)についての話を出してきた。

			「ん？　そうだ、褒(ほう)美(び)の話をしていたのだったな。ではまずヨウキの褒(ほう)美(び)だが……さすがにそれはアクアレインの意思を尊(そん)重(ちよう)しなければならないので無理だな」

			　すまないと頭を下げてきたダーツ王、すごく罪(ざい)悪(あく)感(かん)を感じる。ダーツ王が正論で俺が悪いはずなのに、謝られるのはかなりきつい……精神的に。ましてや帰れば肉体的にも辛いことが待っているのが確定しているので、なおさらだ。

			「セシリア・アクアレインは何かあるか？」

			　ダーツ王はすっかり意気消沈してしまった俺からセシリアに目を向ける。

			「いえ、私はクラリネス王国の人間として、責務をまっとうしただけですので……」

			「さすが勇者パーティーの一人だな。しかし、ダガズ村に行った目的は村人の治(ち)療(りよう)、山(さん)賊(ぞく)の討(とう)伐(ばつ)だけだったはずだ。ガリス帝国の勇者との戦闘は依頼に含まれていなかったのだから、気にすることはないぞ」

			「ミラーに遭(そう)遇(ぐう)したのは偶然でも、私は褒(ほう)美(び)を受け取る気はありません」

			「ふむ……いらないというのならば無理強いはよくないか。それにしても、もはやクラリネス王国の勇者パーティーも伝説というわけか」

			「魔王を討(とう)伐(ばつ)してから、それぞれ元の生活に戻りましたから……」

			　セシリアから聞いたのだが、ユウガは外交やランクＡ級の魔物の討(とう)伐(ばつ)をしているらしい。ミカナは王宮魔法使いとして城勤めをしており、結(けつ)構(こう)上の地位についているとか。

			　レイヴンは城の騎士団で団長をやっていて、セシリアは僧(そう)侶(りよ)として人を治(ち)療(りよう)するため各地の町村を転々としている。

			　確かに全員ばらばらになり、それぞれの人生を歩んでいる。

			　だが、ユウガはセシリアに恋をしてミカナはユウガに恋をしている。勇者パーティーはいまだに健在だと俺は思う。

			「……まだ世界は平和になっていないのだがな。……おっと話がずれたな。少年は何か褒(ほう)美(び)はいるか？」

			　最後はシークか。頼むから妙なことは言わないでくれよ……人のこと言えないけど。俺は自分のことを完全に棚に上げ、シークが何を言うのか待つ。

			「……僕眠いから、もう帰りたいな～」

			「「「……」」」

			　大きく口をあけ欠伸(あくび)し、目を擦って伸びをするとか自由すぎる。俺たちは全員シークの一言に沈(ちん)黙(もく)する。

			「はっはっは、そうか、眠いか。なら仕方あるまい。今日の話はこれまでにしよう」

			　沈(ちん)黙(もく)を破ったのはダーツ王だった。どうやら今日の謁(えつ)見(けん)はこれにてお開きのようだ。ナイスだシーク。これといったボロは出さずに済んだな。本当に良かった、まさに計画通り……。

			「では帰りましょうか、シークくん。……ヨウキさんも」

			「は～い」

			「あ、ああ」

			　だが、俺がしでかした失態を思いだすと気が重い。

			　謁(えつ)見(けん)の間から出る際にダーツ王は「また、暇があれば来い」と言っていた。正直自分がやらかしたことがトラウマになったので、もう来たくない。

			　帰りの馬車でまた、シークがふざけて俺の頭に乗ってきた。しかしそんなことにツッコミを入れる余裕があるわけない。

			　馬車の中は終始無言状態。セシリアはずっと無表情だ、俺は下を向いて恐怖のあまり震えていた。

			　シークはそんな俺たちの様子を見て「つまらな～い」とごね出した。それでも俺たち二人はまったく喋らなかったので、結局シークは寝てしまった。そんな最悪な空気のまま馬車はアクアレイン家の屋敷に到着する。

			　シークは客室に通され、ベッドでお昼寝だ。

			　セシリアの部屋に俺だけ通される。そして、一対一での説教が始まった。ああ、俺って本当に馬(ば)鹿(か)だなあ。

			　好きな子の部屋で二人きり。普通の男子ならドキドキして魅(み)力(りよく)的なシチュエーションだと思う。しかし、今の俺は違う。

			　確かにドキドキしているが、青春時代に味わうような甘酸っぱいドキドキではない。何が起こるのかという恐怖心により、心臓が高鳴る。

			「……ヨウキさん、何か言うことはありませんか？」

			　床に正座する俺に対し、仁王立ちして上から見下ろすセシリア。

			　部屋に入ると必然的にこのような形になった。怖くて何も言えない俺を見て、セシリアが言葉に怒気を纏(まと)わせ、冷たい視線とともに言い放つ。

			「はい、すみませんでしたっ！」

			　すぐに頭を下げて綺(き)麗(れい)な土(ど)下(げ)座(ざ)をする。これで許されるとは思えないが、謝る誠意を見せた方がよいだろう。頭を下げたまま、目線を上げてセシリアの表情を窺(うかが)うと無表情のままだった。

			「どうして急に謝るんですか。何か悪いことをした自覚があるんですか？」

			　土(ど)下(げ)座(ざ)をしたら、この返答。どうやら俺が犯した罪を語る必要があるようだ。頭を上げて俺が謁(えつ)見(けん)の間でしでかしたことを述べる。

			「謁(えつ)見(けん)の間で告白したこと……」

			「自覚はしているんですね。ではなぜそれが悪いことだと思いますか？」

			「えっと……非常識だった……かな」

			「そう、非常識です。……別にヨウキさんが嫌いとかそういう話ではありません」

			　嫌われてはいないようで、ちょっと安心した。もちろん、かなり怒っているのは変わらないみたいだが。

			「あのような場で人に想いを告げるということが……非常識だと、あの時にどうして……」

			「思わなかったんだろうな……」

			　セシリアはやれやれといった感じで、額に手を当てる。顔が見えなくなり、表情が読み取れなくなった。心なしか少し涙が見えたような……いや、気のせいか。

			「言う前に頭の中で変だと少しも思わなかったのですか？」

			　あの時、頭の中はご褒(ほう)美(び)という甘美な響きと欲望しか渦巻いていなかったなあ。こんなこと言ったら説教が長くなるだろうから絶対言わないけど。

			「……ちょっとは思ったけど、つい」

			「つい!?」

			　やばい、言葉の選択をミスった。セシリアは驚(きよう)愕(がく)の表情をして俺の言葉を繰り返す。

			「……ヨウキさん。もう少しお話ししましょうか」

			「……はい」

			　額(ひたい)に青筋を立て怒りをあらわにするセシリアに俺は頷(うなず)くことしかできなかった。

			　この状態のままセシリアの説教は三十分ほど続いた。こうして足の痺(しび)れとセシリアの説教と戦っていると、部屋の扉をノックする音が聞こえた。

			「セシリアー、帰って来ているの？」

			　扉の向こうだが、声からセリアさんだと分かる。セシリアが冷めた声で「はい」と答えると、扉を開けセリアさんが入ってきた。

			「帰ってきたなら声くらい……と、これはどういう状況かしら？」

			「ヨウキさんに説教中です」

			「あら……何があったの？」

			　セシリアがセリアさんに事情を説明する。その間俺は正座をしたままこの後親子での責めが来るんだろうなぁと思い俯(うつむ)いていた。

			「それはヨウキくんが悪いわねぇ」

			　説明を終えると、セリアさんも加わって説教が再開された。

			「セシリアは女の子なのよ？　告白されるにしても雰囲気とかそういうものが肝(かん)心(じん)じゃない」

			　あれ？　そういう話？

			「あの、お母様……私が怒っているのはそういう理由では……」

			「いいからセシリアは黙っていなさい！　大丈夫、お母さんは分かっているわ」

			　分かっていないと思いますが。セシリアを黙らせたセリアさんが、膝(ひざ)を折り正座する俺に目線を合わせ、肩をポンと叩く。

			「ヨウキくん、私はね。告白は雰囲気と時機がとても大事だと思うの」

			「は、はぁ」

			「大勢の人間がいる謁(えつ)見(けん)の間なんて場所じゃ、雰囲気もへったくれもないわ。そんなんじゃセシリアが良い返事をしてくれるわけないでしょう！」

			「は、はい。おっしゃる通りです」

			　セシリアを完全に蚊(か)帳(や)の外にして行われる俺へのダメ出し。俺はセリアさんの迫力に耐えられず、首を縦に振ることしかできない。

			「まったくもう。そんなんじゃ他の男にセシリア取られちゃうわよ!?　ヨウキくんはそれでもいいの!?」

			「それは嫌です！」

			　セシリアが他の男とウエディング……考えただけで血の涙が出そうだ。もし、そんなことになったら魔族化した姿で相手の男を襲いに行くかも……。

			「今、何気に恐いこと考えているでしょ。セシリアと付き合い出した男を襲おうとか」

			「何で分かるんですか!?」

			「うふふ……大人をなめちゃ駄目よ。でもそういう考えを持っても良いと私は思うわ」

			「お母様、それは駄目かと……」

			　今までだんまりだったセシリアが意見してきた。思っておいて何だが俺もセシリアと同意見だ。

			「あら、何が悪いのかしら。それだけ愛されているって証だと私は思うのだけど？」

			「「……！」」

			　セリアさんの言葉を聞き、俺とセシリアは目を丸くする。

			　そんな感じの愛し方でも良いのかな。転生のため精神年齢は無(む)駄(だ)に高いくせに、恋愛経験が皆(かい)無(む)に等しい俺には分からない。

			「二人には愛の話は少し早かったかしらね。でもいずれは必要になるのだから少しは勉強しておいた方が良いわよ」

			「……そんな重い愛はちょっとどうかと思いますが、ねぇ？」

			「確かに……」

			　セシリアに同意を求められ、同意する。

			「……ヨウキさんは大丈夫ですよね？」

			「いやいや、俺のこと疑ってるの？」

			　ヤンデレに興味はないんだけどな。

			「しかし、先ほどお母様と話していた時に良からぬ妄想を……」

			「いや、さっきのはだから、その……」

			　そんな俺たちのやり取りを見て、セリアさんがくすくす笑う。何がおかしいのだろうか。

			「お母様……どうかなさいましたか」

			「セリアさん、何で笑って……」

			「くすくす……だってあなたたちさっきまで説教して、されてだったのに、もう仲直りしているんだもの」

			「「あっ……」」

			　さっきまで怒られてたのに、いつの間にか普通に話していた。

			　セシリアもなぜ普通に会話してしまったのか分からないようで、首を傾(かし)げる。

			（二人とも相性は良いのよねぇ。ヨウキくんが空回り気味なのと、セシリアが真面目すぎるのが発展しない要因かしら。いや、今回はヨウキくんが悪いかしらね）

			　セリアさんがそんなことを思っているとは露(つゆ)知らず、あたふたする俺とセシリア。

			「はいはい、二人とも落ち着いて？　……結局、ヨウキくんもセシリアも仲が良いってことで今回の件は終了でいいかしら？」

			　そんなオチでいいのだろうか。俺からしたらありがたい話だが、セシリアはどうなんだ？

			　表情を見るとあまり納得はしていないようだ。でも、先ほどよりは穏やかな表情になったので、多少怒りは収まったのだろう。

			「……今回だけですよ」

			「あ、ありがとう。今度からは時と場を考えた言動をするようにするから」

			　セシリアも今回だけは見逃してくれるみたいだ。考えてみたらセリアさんは俺とセシリアを仲直りさせるために会話に参加してきてくれたのかもしれない。

			　セリアさんの方を見ると、パチリとウインクをしてきた。仲直りできて良かったわねという意味だろう、きっとそうだ。

			　俺が勝手な解(かい)釈(しやく)をしていると、「あっ」と言う声が部屋に響く。

			「でもさすがに今回の件はヨウキくんに少し反省してもらわないといけないわね。ヨウキくん、今日から一ヶ月セシリアに会うの禁止ね。少し女の子のこと勉強した方が良いわ」

			「えっ」

			　まさかの天国から地(じ)獄(ごく)である。一ヶ月はないだろう、一ヶ月は。

			「セ、セリアさん。せめて半月にしてください」

			「ダメよ」

			「そこをなんとか、お願いしますっ！」

			　本日二回目の土(ど)下(げ)座(ざ)である。好きな子に会うためなら、土(ど)下(げ)座(ざ)なんていくらでもできる。

			　これぐらいしないと俺の本気が伝わらないだろうし。

			「あの……お母様？　ヨウキさんも充分反省しているようですし、そこまでしなくても……」

			「あら、セシリアもヨウキくんと会うのに一ヶ月は待ち遠しくなっちゃうのかしら」

			「えっと……そのですね……」

			　かわいらしくモジモジしだした。うわ、セシリアのこんな姿なんてめったに見れない光景だ。セシリアをガン見してその姿を脳裏に焼き付ける。

			「うふふ、じゃあ半月でいいわ。そのかわり、次に会う時はセシリアにしっかりとした態度でね」

			「しっかりとした態度……？」

			　分からん、どういう意味だ。

			「ヨウキくんなら分かると思うわよ。じゃあ、そろそろお開きね。ソフィアーいるかしらー？」

			「お呼びでしょうか、奥様」

			　セリアさんが両手をパンパンと叩く。すると十秒もしないうちにソフィアさんが現れた。思ったんだけど、忍者とあまり変わらないようなスキルを持っている気がする。

			「いいえ、メイドの嗜(たしな)みですよ」

			「読心術!?」

			「口に出ていましたよ。奥様、用件は何でしょうか」

			「ヨウキくんがもうお帰りになるみたいだから、門まで案内してあげてくれるかしら？」

			「かしこまりました。ではヨウキ様、ご案内致します」

			　案内とは名ばかりの強制退去ですね、分かります。ソフィアさんがむんずと俺の首根っこを掴み引きずる。案内って、これおかしくね？　俺が何か言っても現状は変わらないと思うから口には出さない。

			「あとシークくんはもうしばらく預からせてもらうわね？」

			　誘(ゆう)拐(かい)犯チックな口調は直ったが、やっていることは変わらないな。まあ、俺は助かるからいいけど。ズルズルと引きずられながらそんなことを考えられる俺は肝が据(す)わっていると思う。

			「ヨウキさん、また会いましょう」

			　セシリアが手を振ってきたので、俺も手を振る。

			　次に会う時はセリアさんの言う「しっかりとした態度」で接することができれば良いな。ふとセシリアの表情を見ると、いつもの優しい微(ほほ)笑(え)みで俺を送ってくれていた。

			　……うん、絶対に失敗しない。

			　やっぱり、セシリアはかわいい、諦(あきら)めない。

			　セリアさんの宿題の答えを必ず見つけてみせる。

			　そして仲直りして、ギルドのランクを上げて……俺はまた、告白するのだ。

			　

			　

			〈『勇者パーティーにかわいい子がいたので、告白してみた。』②へ続く〉

		

	
		
			番外編　海へ行ってみた

			　

			「まじで!?　休み取れたの？」

			「はい、ここ最近頑張っているからと。……後、お母様が手を回してくれたみたいです」

			「よっしゃー！」

			　俺はガッツポーズをとった。セシリアの部屋に俺の歓(かん)喜(き)の声が響く。

			　どういう状況かというと、四泊五日の海での旅行が決まったのだ。もちろん、依頼で出かけるのであって、遊びに行くわけではない。

			　元々、レイヴンから誘われたのだが、セシリアも連れていこうと駄(だ)々(だ)をこねたら、誘っても良いと許可をもらった。四泊五日の海への遠出ということで、セシリアのスケジュールが合うか心配だったが、なんとか合わせることができたようだ。

			　少々面倒な依頼なのと移動時間を考(こう)慮(りよ)しての四泊五日だ。

			　さっそくこのことを伝えるため、舞い上がる俺は道中スキップを混ぜつつ、レイヴンのいる騎士団本部に向かった。

			「レイヴン聞いてくれ。依頼の件だけど、セシリアも参加できるってさ！　馬車の手配もしてくれるって」

			「えっ、セシリア!?」

			「……げっ！」

			　つい、良い気分でノックもせずに、勢い良く扉を開けて用件を言ったのがまずかった。レイヴンの執務室には、部屋の主たるレイヴンだけでなく、なぜかユウガの姿もあったのだ。

			「セシリアも参加するって何!?　どこかへ行く予定なのかな？」

			「いや、えっと……」

			　ちらりとレイヴンに助けを求める視線を送った。しかし、諦(あきら)めろと言わんばかりに首を横に振るレイヴン。確かに自(じ)業(ごう)自(じ)得(とく)かもしれないが、簡単に諦(あきら)めるわけにはいかない。

			「馬車を手配するとも言っていたし、どこかに行くんだよね！」

			　ずいっとユウガが俺に詰めよる。かなりうざいが、ここで俺が折れてしまえばこいつはついて来るに決まっている。そうなると、俺の依頼が終わったら遊ぶぜ計画が破(は)綻(たん)してしまう。

			　依頼……そう、依頼だ！

			「わ、悪いけど、俺たちは依頼で海に行くんだよ。別に遊びに行くわけじゃあ……」

			「海だって!?」

			　ユウガの目が輝く。やばい、余(よ)計(けい)なことを言ってしまった。

			「確かに海だけど、遊びじゃあ……」

			「海……海だね。よし、セシリアが行くなら僕も行く！　早(さつ)速(そく)、スケジュールを調整してくる」

			「あっ、ちょ、待っ……！」

			　俺の静止も利かずに、ユウガは部屋から出て行ってしまう。部屋には、扉に手を伸ばしたまま固まる俺と、小さくため息をつくレイヴンだけが残った。

			「……ああなったユウガはもう誰にも止められないぞ」

			「嘘だろぉぉぉ！」

			「……入ってきていきなり重要なことを口走るからだ」

			　諦(あきら)めろとレイヴンが俺の肩を叩く。先ほどまでの高(こう)揚(よう)感(かん)はどこに行ったのか。今は絶望感と後悔しかない。

			「くそぅ、せっかくの海だったのに」

			「……ヨウキ、依頼の内容を忘れたのか。ユウガがいればもっと楽に終わるかもしれん。そうなれば、ヨウキが望む海で遊ぶ時間も増える」

			「あいつが来る時点でアウトなんだよ！」

			　ユウガもセシリアのことが好きなのだ。俺とセシリアが二人でいたら、邪魔をしてくるに決まっている。

			「……そこは、俺ができるだけフォローをする」

			「まじか。流石(さすが)レイヴン」

			「……俺は依頼が終われば何もすることがないからな。ユウガの相手をしているよ」

			　机から紙とペンを出して準備をしだした。筆談でもユウガの相手は大変だろうに。しかし、俺もセシリアと海で遊ぶのを諦(あきら)められない。ここは素直にレイヴンの厚意に甘えるとしよう。

			「すまないが頼む」

			「……任せてくれ」

			　こうして、心強い友人のおかげでユウガを止める算段はついた。しかし、このユウガ参戦はまだ俺を困らせる序章に過ぎなかったのだった。

			　

			「は？」

			　レイヴンと話した翌日。俺は元部下三人に呼び出しをくらっていた。

			「だから、俺たちも隊長について行くっすよ。海に行くんすよね？」

			「……初」

			「今から楽しみだな～」

			　何かと思ったらまさかの三人が三人、海に行く発言。昨日のユウガといい、一体どうなっているんだ。

			「というか、誰から聞いたんだ。俺が海に行くなんて」

			「レイヴンが珍しくそわそわしていたんで、問い詰めたっすよ」

			「レイヴン……」

			　なぜ、この厄(やつ)介(かい)な全身鎧(よろい)男に教えたんだ。昨日、俺が口走ってどうなったかを見ていたはずだろうに。

			「もちろん、最初ははぐらかされたっす。だから、奥の手を使ったっすよ」

			「奥の手？」

			　デュークが視線をハピネスに移す。ハピネスはなぜ視線を送られているのかわからない様子だ。

			「まさか……」

			「ふっふっふっ……まあ、そういうことっすよ」

			「レイヴーン！」

			　俺は空に向かって、色仕掛けに負けた友人の名を叫んだ。

			「……何？」

			　ハピネスは何のことだか分からないようで、首を傾げる。おそらく、デュークにやれと言われたことを意味も分からずに実行したのだろう。

			「隊長、楽しいことは共有っすよ。俺たちの仲じゃないっすか」

			「……うん」

			「僕たちだって、遊びたいよ～」

			「うぐ……」

			　ぐいぐいと迫る三人に俺は後ずさる。この三人が組むともう手が付けられない。このまま、話をしても無(む)駄(だ)な気がしてきた。

			「隊長」

			「……隊長」

			「隊長～」

			「あーもう、分かった。来るなら勝手について来い！」

			　結局俺が根負けし、三人もついて来ることが確定した。

			「やった～」

			　行けることが嬉しいのか、跳んではしゃぐシークだが、こいつら遊びに行くと勘違いしてないよな。

			「おい、言っとくけど海に行くのは遊びじゃなくて依頼で……」

			「早(さつ)速(そく)準備するっすよ。行くっす、ハピネス、シーク」

			「……無論」

			「……イエーイ！」

			　俺の話を聞かずに浮かれた様子で、三人は走り去っていった。呼び出しておいて、置き去りかよ。

			「依頼の話をしていないんだけどな。まあ、デューク辺りがちゃんと把(は)握(あく)しているだろう、多分」

			　レイヴンに問いただしたと言っていたし、依頼の内容も聞いているはずだ。

			「まあ、三人とも俺のせいで魔王城からあまり外に出る機会がなかったしな。少しは旅行気分になっていても仕方ないか」

			　依頼の内容から考えて、人数が多い方が早く終わるだろう。ユウガさえなんとかすれば、あとはセシリアと二人、海でデートだ。俺は脳天気にそんなことを考えていた。

			　

			　数日後、レイヴンのせいで同行人が増えたことについて説明するため、俺はアクアレイン家の屋敷に来ていた。

			「うーむ、正直に話すか。いや、考えてみたらハピネスがセシリアに話していそうだよな。そこまで深刻に考えることでもないか」

			　一人でぶつぶつと呟(つぶや)きつつ廊下を歩く。セシリアの部屋が近くなると、話し声が聞こえてきた。誰か来ているみたいだ。そう思った矢先、部屋の扉が勢いよく開き、魔法使いのミカナが飛び出してきた。

			「と、とにかく、わ、私も行くから。分かったわね、僧(そう)侶(りよ)！」

			　俺のことなど目もくれずにミカナが走り去っていった。私も行くだのどうのと言っていたのが気になるな……。

			　扉が開きっぱなしとなった部屋に入ると、そこには疲れた顔をしたセシリアが立っていた。

			「お邪魔して早(さつ)速(そく)で悪いんだけど……今、部屋から飛び出していったのって」

			「……ミカナさんです。実は遠出の準備をしている勇者様から、何かしらの気配を察知したみたいで」

			「幼なじみの勘もそこまでくると怖いな」

			　もしくは愛の力か何かだろうか？　恋する女性の力は侮れないらしいし。

			「いえ、勇者様が水着を選んでいるのを見たらしく。ミカナさんが突然訪ねてきた時に私も荷造りをしていまして……」

			「その時にセシリアの荷物に水着があったから、怪しまれたと……？」

			「……そうです。後はもう、隠し通せるような状況ではなくなってしまいまして」

			　すみませんと頭を下げるセシリア。俺もユウガの件でやらかしているので、謝らなくていいのだがな。とりあえず頭を上げてもらい、デュークたちも来ることになったことを伝えた。

			「……そうですか、デュークさんたちも」

			「予定より大分人数が増えたわけだが……まあ、その分依頼が早く終わるかもしれないし……」

			「私は構いませんが、依頼の話ってみなさんご存じなのでしょうか」

			「……デュークたちは多分知っていると思う」

			「それでは、勇者様には私が確認しておきます」

			「分かった、よろしく頼むよ」

			　このあと、お茶をご馳(ち)走(そう)してもらい軽く談笑して、宿に帰った。荷造りも万全にしたので、今はガイが寂しくないように、依頼中ティールちゃんに来てもらうように頼んだと報告しているところだ。

			「小僧、貴様我(わが)輩(はい)を完全にからかっているな！」

			「いや～万が一何かあったら困ると思ってさ。宿屋の主人に許可もらって合い鍵渡しておいたから」

			「いらんことを……」

			　ただでさえ恐い顔がさらに恐くなる。この顔はティールちゃんに見せられない。俺は土魔法でガイの顔だけ恐くない物に造り変えた。

			「小僧、また我(わが)輩(はい)の姿を変えたな。今度は一体何に……？」

			「安心しろ、今回こそは大丈夫だ」

			　俺が変えたのは、騎士団本部に飾られていた絵の騎士だ。レイヴンによると、何代か前の騎士団団長で様々な伝説をもったすごい人らしい。

			　強いだけでなく、男性をも虜(とりこ)にする美(び)貌(ぼう)を持っていたらしく、絵が残っているのだとか。まあ、絵を見てかっこいいとは思ったが、虜(とりこ)にはならなかった。元々、俺にそっちの趣味はないし。何はともあれ、これでガイは最高にかっこいいフェイスを手に入れたわけだ。ティールちゃんも喜ぶだろう。

			　そんな馬(ば)鹿(か)なことをやりつつ、荷造りを終わらせた。そして、数日が経ち海に行く約束の日になったのだが、

			「……待て、何で俺たち三人しか集合していないんだ」

			　集合場所であるはずのアクアレイン家には俺とレイヴン、そしてセシリアしかいなかった。もちろん、集合時間はとっくに過ぎている。

			「セシリア、ハピネスは屋敷に住み込みで働いていたんじゃなかったっけか？　あとシークもセリアさんに拉(ら)致(ち)られていたはずだけど」

			「ヨウキさん、勝手に私の母を誘(ゆう)拐(かい)犯にしないでください。……ソフィアさんに確認をとったところ、二人とも昨日の夜、デュークさんが迎えに来て出かけていったそうです」

			「なるほど。……で、そのハピネスを連れ出したデュークは？」

			　俺は視線をレイヴンに向ける。レイヴンはまず首を横に振り、メモを見せてきた。メモには『騎士団の寮長が夜遅くに出かけたところを目撃した』と書いてあった。

			「あいつら、先に目的地に行きやがったな」

			「なぜでしょうか。馬車は私が手配したのですが」

			「大方、先に着いておいてびっくりさせるとかそんなところだろう」

			　長年の付き合いの俺には、あいつらの思考を読み取るなどたやすい。

			「では、勇者様とミカナさんは……」

			「話の最中に失礼します。ユウガ様とミカナ様からお嬢様宛てにお手紙が届いております」

			　セシリアが疑問を持ち始めたところでタイミングよくソフィアさんが現れ、二人からの手紙を渡された。すぐに内容を確認するセシリア。

			「……二人とも無茶なスケジュール調整をしたせいか、仕事先から真っ直ぐ現地に向かうそうです」

			「そうか。ならこれ以上待っても、もう誰も来ないってことか」

			「ということになりますね」

			「なら、出発しよう。あまりデュークたちを待たせるのも悪いし」

			「そうですね。行きましょうか」

			　レイヴンが『……わかった』というメモを見せて馬車に乗り込む。そこは別にメモはいらないと思う。

			「皆様、行ってらっしゃいませ」

			　ソフィアさんに見送られ、俺たちは目的地に向けて出発した。

			　アクアレイン家を出発し、馬車に揺られているとあっという間に時は経ち、目的地に到着した。

			　そして、海の家の前で先に来ていた、ユウガたちと合流したわけだが、

			「ちょっと。なんなのよこれ！」

			　ミカナが大変御(ご)立(りつ)腹(ぷく)である。いや、ミカナだけではない。ハピネスとシークは残念そうな表情で、デュークはただ空を見上げていた。

			　ただ、ユウガはセシリアが来たからかご機(き)嫌(げん)だった。

			「なんなのって言われてもなぁ……これをなんとかするのが俺たちの依頼なんだよ」

			　俺は周りを見渡してミカナに言った。

			　海は高波、暴風に豪雨。ここは今の時期、リゾート地としてすごく賑わう場所らしいが……観光客など一人もおらず、いるのは俺たちだけだった。

			「こんなのどうやって解決しろっていうのよ！」

			「ミカナさん、少し落ち着いてください」

			「う……」

			　セシリアが宥(なだ)めると途端に大人しくなった。なぜかは知らないが好都合だ。今のうちに依頼の内容を説明しよう。

			「いいか。依頼の内容はさっきも言ったが、この状況をなんとかすることだ。海の家の従業員曰(いわ)く、これは天災じゃないらしい」

			「じゃあ魔物の仕業なの～？」

			「ああ、そうらしい。だから俺たちはこの現状をなんとかしないと海で遊べないというわけだ」

			「……初耳」

			　ハピネスが文句ありげな目で俺を見る。ミカナもまだ納得いっていないのか、頭に怒りマークがついている。勝手について来ると言ってついて来たくせに、逆ギレは困る。こっちは別に依頼を手伝わせようとして騙したわけでもないしさ。

			「……まあ、事情はだいたい飲み込めたっすよ。浮かれて依頼内容を確認しなかった俺たちも悪いっす。ここは手分けしてさっさと依頼を終わらせるってことでどうっすかね？」

			　最後はデュークが綺(き)麗(れい)にまとめてくれた。全員何も反論はないみたいだ。これ以上雨に打たれながら、議論するのも面倒だったので方向性が決まって助かった。

			「じゃあ、まず依頼人がいる海の家に行くか。これ以上濡れたくないし」

			　俺がうながすと、全員海の家に向かって走り出した。

			　荷物も全部持って海の家に避難すると、依頼人であろう主人がいた。アロハシャツに眼鏡(めがね)、麦(むぎ)藁(わら)帽(ぼう)子(し)を被った少し背が低めの男性だ。いきなり入ってきた俺たちに気づき、カウンターから声をかけてきた。

			「……いらっしゃい。客とは珍しいな。海が大変なことになっているから、客は来ないと思っていたんだけど」

			「すみません。私たちは依頼を受けて来たのですが、あなたが依頼人の方でしょうか？」

			「そうだったのか、失礼した。俺はキョウ、依頼を出した者だ。ここを経営しているんだが、外を見ただろ？　こんな状況じゃ商売にならないんだ」

			　海の家主人、キョウは外を見てため息をつく。確かに、せっかくのリゾート地がこんなんじゃなぁ。商売あがったりだろう。

			「今が一番客が来る時期なんだ。早く問題を解決してほしい。……すまないが頼む。部屋はいくらでも余ってるから、好きな部屋で寝泊まりしてくれ」

			　伝えることを伝え終えたからか、キョウはカウンターの奥に消えていった。あの寂しげな後ろ姿は誰かを思い出させる。今日は見せずにいてくれよ、レイヴン。

			「部屋は好きに使ってよろしいみたいですし、とりあえず荷物を置いてから話し合いましょう」

			　セシリアの言葉を皮切りに各々が好きな部屋を選ぶ。そして荷物を置いて再度集合した後、これからどうするか作戦会議が始まった。

			「じゃあ、これからどうするかだが……高波、暴風、豪雨について考えられる理由が依頼書に書いてある。三つあるから、三組のグループに分かれようと思うんだが」

			「僕はセシリアと」

			「一般人、言わなくても分かっているわよね！」

			「僕は隊長とデューク兄とハピネス姉とセシリア姉と……」

			「……誰でも」

			　各々が好き勝手なことを言い出した。

			　まあ、言い出しっぺの俺だってセシリアと組みたいと言いたいけどさ。セシリアとデュークは呆(あき)れ気味に、事が落ち着くのを見守っていた。

			　レイヴンは……俺とデュークとハピネスを交互に見ている。

			　喋(しやべ)れないから視線を送っているのか。

			　一緒になりたい理由は俺とデュークとハピネスだと心置きなく話せるからか。

			　……いや、ハピネスは違う理由か。

			　このままでは収(しゆう)拾(しゆう)がつかないので、セシリアとデュークを呼び、円陣を組む。

			「どうするよ？」

			「そうですね、このまま話し合いをしていても時間の浪費かと」

			「全員好き勝手言ってるっすよね。さっさとグループを決めて依頼終わらした方がいいっす。終わってから、好きな面(めん)子(つ)で遊べばいいんすよ」

			　セシリアとデュークの言い分はもっともだ。このままここで誰と組むか話し合いをしていたら、それだけで一日が過ぎそうな気がする。

			「なら、くじ引きで決めよう」

			　最も公平な手段を俺は提案した。

			　デュークの言うとおり、後で好きな面(めん)子(つ)と組んで遊べばいいのだ。今は誰と組もうと我慢してもらうしかない。

			　……だからもし、俺がユウガとミカナとグループになっても大人しく我慢する。

			「私は賛成です」

			「俺もっす」

			「セシリアが賛成なら僕も！」

			「うっ……仕方ないわね」

			「それでいいよ～」

			「……賛成」

			　レイヴンも賛成と書かれたメモを見せてきたので、早(さつ)速(そく)くじを作る。やらせなしにするために、くじはキョウに作ってもらった。

			　そして、厳正なるくじ引きの結果。

			「俺は素直に嬉しい」

			「私は心配な部分があるのですが……」

			「くじ引きとはいえ……いいんすかね？」

			　俺とセシリア、デュークの世話焼きツッコミ係が集合した第一グループ。

			「……よろ」

			「……ユウガと離れちゃった」

			　レイヴンはよろしくと書かれたメモを見せている。多少不安があるのか、顔が引きつっている。

			　そんなわけで、事情を知っている俺から見たら、完全にミカナがお邪魔虫な第二グループ。

			「そんな……セシリア」

			「う～ん、隊長たちと一緒じゃないのか……まあ、いいや。よろしく～がんばろうね～」

			　セシリアと同じグループになれなかったことを嘆(なげ)くユウガに、シークがあはは～と笑いながら背中を叩く。

			　ユウガとシークの精神年齢の低い第三グループだ。

			　……実力的にはそこまで偏ってはいないはずだ。あくまでも表面上の話でだが。

			「じゃあ、行くか」

			「ちょ、ちょっと待って。もう一回……」

			「そんなことやってたらまた無(む)駄(だ)な時間を過ごすことになるっす。決まったんだから、男なら腹(はら)括(くく)るっすよ」

			　やり直しを要求するユウガを一蹴するデューク。デュークが言わなくても、俺が同じようなことを言って止めたけどな。

			　他の連中も何か思うことはあっただろうが、デュークの一言が効いたのだろう。やり直しは却下され、今決まったグループでどこを担当するか話し合った。

			　話し合いの末、俺とセシリア、デュークの第一グループが高波。

			　ミカナとハピネス、レイヴンの第二グループが豪雨。ユウガとシークの第三グループが暴風について調査することになった。

			「じゃあ、さっさと行こうか。海で休暇を楽しむために！」

			「ヨウキさん、依頼だということを忘れないでくださいね……」

			「あ、ごめん。じゃあ、出発で……」

			　セシリアの呆れ交じりのツッコミに心を痛めつつ、様にならない号令を出す。

			「なんで一般人が仕切ってるのよ！　……全く、さっさと終わらせるわよ」

			「……了解」

			　ミカナが一人、前に出るような形で第二グループは出発して行った。

			「じゃあ、僕らも行こうか……」

			「れっつご～」

			　第三グループの未だにテンション低めなユウガと無邪気全開のシークも出発した。

			「ぼちぼち、俺たちも行くっす」

			「そうですね、遅れを取るわけにもいきませんし」

			「よし、じゃあ出発だ」

			　俺からしたら安定感抜群なので、かなり安心できる。だが、油断だけはしないようにと心に決めて目的地に向かった。

			「……で、どうすればこの高波はやむんだ？」

			　海まで来てみたのだが、どうすればいいのか。まず、この高波を起こしている張本人に会えないことには始まらない。

			「依頼書によると……近年海にゴミを捨てていく観光客が多発。その結果、海が汚れて、主が怒っているって書いてあるっす」

			「自(じ)業(ごう)自(じ)得(とく)じゃねぇか。原因が分かってるなら、自分たちで処理しろよ」

			　ゴミ拾いぐらい、自分たちでできるだろうに。わざわざ依頼に出すことでもない気がするな。

			「自分たちでやろうしたみたいっすけど、主が現れて邪魔してくるらしいっすよ。依頼書に書いてあるっす」

			「ゴミを捨てられて怒っているのですよね。どういうことでしょうか？」

			「分からないな。とりあえず、ゴミ拾いしたら出てくるみたいだし、やってみよう」

			　海辺に落ちていたゴミを回収し始める。とりあえず、三人で周囲のゴミを拾い、一カ所に集めた。

			「ふう、中々の量だな」

			「そうですね。利用している方々がそれぞれゴミについてもっと関心を持ってくれれば良いのですが」

			「セシリアの言うとおりだよな……っと、どうやら例の主がお出ましみたいだ」

			　海から勢いよく、何かが飛び出してきた。巨大な海蛇……いや、海竜というのか？

			「しょうこりもなく、また私の住家を荒らしにきたのか。人間どもめ！」

			　いきなり出てきたと思ったら、すごい言いようだ。相当、人間に対してご立(りつ)腹(ぷく)のようである。

			「待ってください。私たちはギルドの依頼で来た者です。どうか、話を……」

			「だまれ！　私は人間の話は聞かん。さっさと帰れ！」

			　セシリアの話を聞く様子もなく、ただ帰れか。

			「人間の話はっすか……」

			「セシリアの話を無視とはな。いくら住家を荒らされたとはいえ、頭に血が上りすぎだろう。少し冷やしてもらおうか」

			「ふん、貴様ら人間が私をどうすると言うのだ！　まさか、私と戦うとでも言うのか?」

			　海竜は俺たちを鼻で笑い、完全に調子に乗っている。デュークも剣を抜いて準備しているし、これは戦闘確定だな。

			「はぁ、止めても無(む)駄(だ)ですよね」

			　渋々、セシリアも杖を取りだし、構える。セシリアとしては話し合いで解決したかったのだろう。

			「隊長、周りに誰かいないっすよね？」

			「んー、ちょっと待て……確認したけどいないぞ」

			　嗅(きゆう)覚(かく)を強化して、確認したが俺たち以外は誰もいない。

			「じゃあ、久しぶりに首はずすっすねー」

			　デュークは鎧(よろい)と兜(かぶと)を繋ぐ金具を外し、首を片手に持つ。

			　……人間の話は聞かないと言っていたしな。魔物の話なら、聞くと思ったのかもしれない。

			「デュークさんが首を外しているの初めて見た気がします……」

			「まあ、見せる機会がなかったからな」

			　人間社会で生活していたら、外すわけにもいかないし。

			「貴様、魔物だったのか。なぜ、デュラハンが人間と一緒に……」

			「あー、悪いっすけど人の話は聞かないくせに、自分は相手からいろいろと聞こうとするの、やめた方がいいっすよ。された相手はかなりむかつくっすから」

			「なんだと……」

			「だいたい、住家を荒らされて怒ってるみたいすけど。海はずっと高波で荒れてるは、ゴミを回収しに来た人間まで追い返すはで……あんた何がしたいんすか？　そんなんじゃ、海はずっと荒れたままだし、あんたがずっと高波作ってるせいで、迷惑している海の生物絶対いるっすよ!?　そんなことも考えないで、ただ、こうやって暴れるとか頭沸(わ)いてるにもほどがあるっす」

			　デュークの怒(ど)涛(とう)の口撃に海竜もたじろぐ。もしかしたら、このまま戦闘なしで説得ができるかも……。

			「う、うるさい！　魔物だからと言って調子に乗りおって。私にそこまでの口を叩いて見せたなら、実力で私を説得して見せろ！」

			　雄(お)叫(たけ)びをあげて海竜は俺たちを威(い)嚇(かく)し始めた。やはり、戦闘は避けられないか。

			「セシリア、俺も本気出すわ。相手が相手だし、さっさと終わらせたいしさ。デュークもこうなっちゃってるし」

			「……分かりました。ですが、海竜も被害者ですし、できるだけ傷つけないようにしてもらえますか？」

			　あんな態度を取られても、海竜を気にするとはな。流石(さすが)セシリアさん、お優しい。

			「分かった、善処するよ」

			　俺は角と翼を再生して、筋力も強化して魔族モードになる。拳をならして、覚悟しろよ～といった感じで海竜に近づく。

			「なっ、魔族だと!?　そっちのデュラハンといい、なぜ……」

			「ふっ、今さら後悔しても遅いぞ、海竜よ！　懺(ざん)悔(げ)は後で聞いてやる、覚悟しろ」

			　俺は厨(ちゆう)二(に)全開で翼を羽ばたかせ飛び上がり、海竜に向かう。

			「あ～隊長のスイッチが入ったっすね。じゃあ、俺も本気出すっすよ」

			　デュークは闇の中級魔法《ポルターガイスト》を発動する。物を浮かばせて、自由に操る魔法だ。デュークの剣、首が浮いて宙を舞う。

			「いや～、久しぶりの感覚っすね。最近は剣術ばっかで戦ってたっすから」

			「遊びなしで、とっととこの海竜をぶっ飛ばすぞ！」

			「了解っす！」

			　飛び回り、確実に海竜の攻撃を避けて、地道に、時に大胆に、ダメージを与えていく俺とデューク。コンビネーションもばっちりで、俺のテンションは鰻(うなぎ)上(のぼ)り。デュークも久しぶりに全力を出せるっすと、楽しそうだ。

			　結果、限界がきたのか、海竜は水しぶきを上げて海上に倒れた。

			「ヨウキさん、さっき私が言ったこと忘れてませんか!?」

			　セシリアのツッコミが何度も響いた戦闘だった。

			「ぐぬね、私が負けるだと」

			「上には上がいるっす」

			「これで話を聞いてもらえるよな？」

			　もはや、周りからしたら完(かん)璧(ぺき)に俺たちが悪役にしか見えない光景になっている。こっちとしてはあくまでも穏便に済まそうとしているだけなのだが。

			「ヨウキさん、デュークさん、やりすぎです」

			　セシリアが海竜に回復魔法をかける。

			「人間。なぜ、私に回復魔法を……」

			「いえ、あなたが被害者なことは事実ですし。……だから、戦闘はほどほどにと言ったのですが」

			　セシリアは苦笑しつつ、俺とデュークを見る。

			　デュークは平謝り、俺は全力で謝(しや)罪(ざい)する。また、勢いに身を任せて禁を破ってしまったので反省中である

			「……約束は約束だ。話を聞こう」

			「ありがとうございます！　それでは……」

			　セシリアが波を静めるように要求する。もちろん、これから海を汚さないように観光客に注意し、定期的にゴミの回収を約束すると説明した。海竜も先ほどと違ってセシリアの話をしっかり聞いていた。

			「ならば、とりあえず今あるゴミを撤去してくれ。海が綺(き)麗(れい)になれば私も波を静めよう……そこのデュラハンの言うとおり、迷惑している者たちがいるかもしれないからな」

			　海竜はデュークを一(いち)瞥(べつ)し、渋々といった感じで条件を提案してきた。

			　俺たちは条件を了承し、セシリアにはキョウにゴミの回収と観光客への注意を強化するようにと伝えに行ってもらい、俺とデュークであらかたのゴミを集めた。

			　セシリアが合流すると、俺は海中のゴミを拾い、気がつけば夜になっていた。

			「完全に綺(き)麗(れい)になったとは言えないが……まあ、いいだろう。波は静めるが海が汚れるとまた私は現れるぞ」

			「そうなったら、また相手をしてやるよ」

			「違います」

			　ゴスっという音が響き、俺は頭を押さえて悶(もん)絶(ぜつ)する。セシリアから杖でのツッコミを受けたみたいだ。

			「そうならないためにも、ここを利用する人たちが気をつけていくしかないっすね」

			「はい、そのとおりです」

			「私はもう行こう。……次に会う時があれば、今回とは違う形で会いたいものだ」

			　海竜はそう言い残し、大海原に消えていった。すると、激しかった波はすっかり穏やかになった。

			「……これで俺たちのノルマはクリアっすね」

			「ああ、そうだな」

			　かっこよく締(し)めたいところだが、暴風と豪雨が邪魔をする。ゴミ拾いもかっぱを着てやっていたしな。豪雨も暴風もやまず、むしろ来た時より強力になった気がする。

			「どうやら、レイヴンたちは今日中にクリアできなかったみたいだな」

			「……そうみたいですね。もう時間が時間ですし、一度、海の家に戻りましょう」

			「そうっすね」

			　外にいる理由もないので、足早に拠点である海の家に戻ったのだが、

			「……何があった？」

			　俺たちが海の家に入ると、すぐにレイヴンが『すまん』と書かれたメモを渡し、頭を下げてきた。事情を聞かないとさっぱり分からないので、俺とデューク二人でレイヴンを適当な個室に引きずり入れた。

			「いきなり『すまん』じゃ分からないっすよ。……まさか、豪雨と暴風が強くなったことについてっすか？」

			「……ああ、そうだ。俺がいながら、全く止めることができなかった」

			「本当に何があったんだ？」

			　俺とデュークで問いただすと、レイヴンが今日あった出来事を話し出した。

			　グループごとで分かれた後、レイヴンとハピネスはミカナに引っ張られる形で、風が一番強い場所に向かった。

			　豪雨について担当だったはずなのに、なぜ風が強い場所に向かうのか。疑問に思ったレイヴンだったが、雨で紙が濡れてしまい意(い)思(し)疎(そ)通(つう)ができなかった。

			　ハピネスも何も言わないので、そのままミカナについていくと雨と風の精霊がいたらしい。

			「……空に女性が二人飛んでいてな。凄まじい喧(けん)嘩(か)をしていた」

			「おっかないっすね」

			「精霊とはいえ、女の喧(けん)嘩(か)は怖いからな」

			　豪雨と暴風の原因が精霊同士の喧(けん)嘩(か)だと仮定したレイヴンは、喧嘩を止めようとしたが、どちらの精霊もまったく聞く耳を持たなかった。

			　どうしようか悩んでいると、そこへユウガ、シーク組が合流したらしい。なぜか二人とも陽気でルンルン気分だったそうだ。

			「……ユウガ、出発前は大分沈んでいたからな。何があったのかとミカナと二人で固まったぞ」

			「シークのせいっすね」

			「ああ、シークだな」

			　きっと一緒にいるうちに、シークの陽気さが移ったのだろう。

			　精神年齢が近いからこそ、シークのリズムに引き込まれたのかもしれんな。

			　とにかく、そんなトラブルメーカーブレイバーなユウガが精霊の説得を試みたそうだ。最初こそレイヴンたちのように門前払いをくらったようだが、徐々に勇者特有のスペックを最大限に披露した結果……、

			「……いつの間にか、二人の精霊がユウガの取り合いを始めて、喧(けん)嘩(か)がより過激になってしまったんだ」

			　話を聞き終えたが俺とデュークは、口あんぐりだ。

			　あまりにも、馬(ば)鹿(か)馬(ば)鹿(か)しすぎる。静めるのが目的だったのに、激化させてどうするんだ。

			「で、結局喧(けん)嘩(か)を止められずにここに帰ってきたっすか。俺たちはさっきまでずっとゴミ拾って、海竜説得してたっすよ？」

			「落ち着け、デューク。……騒ぎを大きくした張本人はどこにいるんだ、レイヴン」

			「……ヨウキたちが帰ってきた時、全員気づいたからな。おそらくセシリアの所にいると思うが」

			　俺は勢いよく、部屋を飛び出した。脚力を限界まで強化して、正確に目的地まで走る。

			　今日はゴミ拾い時にも身体能力を強化して行っていたので、身体が悲鳴をあげるが知ったことではない。

			　目的地にまで、後少しという所で強化を解除。拳を握りしめて、殴る準備をする。レイヴンの読みどおり、ユウガはセシリアと一緒にいた。

			「くぉのやろうぉぉ！」

			「うわっ、な、何!?」

			　俺の渾(こん)身(しん)の右ストレートは惜しくも回(かい)避(ひ)されてしまった。

			　しかし、これで終わるほど俺は優しくない。

			　一発は殴らないと気がおさまらなくなった俺とユウガで追い掛けっこが勃(ぼつ)発(ぱつ)した。しかしセシリアに宥(なだ)められ、結局どたばたな一日目が終わったのだった。

			　

			　翌日、責任をとって一人で解決してくると意気込むユウガが、精霊たちを説得しに出発した。

			　正直、嫌な予感しかしない。

			　しかし、皆も昨日の疲れが溜まっていたし、ユウガ自身、頑なに一人で行くと聞かなかった。

			　従って、ユウガ以外今日はフリーになったので、各々で休日を楽しんだ。

			　セシリアは海辺のゴミ拾いについて、近隣の人たちとこれからどうしていくかを話しにいった。

			　海竜との約束をきちんと果たすためだろう。ついていこうとしたら、今日はゆっくり休んでいてくださいと、やんわりと断られた。

			　ミカナはユウガが心配だからとこっそり後をつけて行った。せいぜい、ばれないように頑張れよと思う。

			　デュークとシークはお土産を買いに仲良く出かけ、ハピネスとレイヴンは二人で廊下に座っていた。

			　どちらが誘ったのかは不明だ。

			　廊下には風鈴の音が響き、風情を感じ……ない。

			　外の風が強いので、影響を受けてすごい音がなっている。風情もへったくれもなかった。

			　どちらから会話が始まるのか、観察してみたが、双方一向に口を開かない。

			　強烈な風鈴の音しか聞こえないので、その場から離れてうろうろする。

			「あ……」

			　何をしようかさ迷っていると、キョウに出くわした。

			「波の方は解決したみたいだな。ありがとう」

			「ああ、まだ暴風と豪雨の方は解決していないけどな」

			「……あんたたちならやってくれると信じてるよ」

			　今のところはユウガ次第だがな。キョウも経営的な意味で早く解決してもらいたいのだろう。

			　さっさと説得しろよ、勇者。

			「なあ、ところで、あれはなんだ？」

			　海の家の入口付近に、浮輪が何個も立て掛けてあった。最初来た時にはあんな物なかったぞ。

			「あんた達なら絶対にこの依頼を成功させてくれると思ったからな。開店できるように準備をしている」

			「いや、準備って……あの浮輪はどう関係あるんだ？」

			「……俺は泳げない」

			　キョウがとんでもないことをカミングアウトした。海の家を経営しているのに泳げないとはな。

			「まじかよ……」

			「万が一、観光客が海で溺(おぼ)れても俺は助けにいくことができない。だから、この浮輪が必要なんだ」

			　キョウは立て掛けてある浮輪を一つ手に取る。

			「浮輪を使って泳いで助けに行くのか？」

			「いや……これを溺(おぼ)れた観光客に投げて引っ張る。そのために、遠くへ投げるための筋トレ、風の影響なども考えた上での練習を幾度となく繰り返した。この暴風、豪雨の中でも正確な場所に投げる自信が俺にはある」

			「そこまで浮輪投げに努力するくらいなら、泳ぐ練習しろよ！」

			　輪投げじゃあるまいし、どんな特技だ。アロハシャツの下に隠れていた筋肉質な身体は、浮輪投げのために作ったものだったのか。

			「……俺は、泳げない」

			「……分かった、俺が悪かったよ」

			　落ち込みうなだれてしまったので、謝(しや)罪(ざい)する。この感じはやはりレイヴンに似ているな。

			　もっと話を聞いたら、面白い発見があるかもしれない。キョウも話し相手が欲しかったのか、ユウガが帰って来るまで、お互い語りあった。

			「……ごめんよ、セシリア。そして皆も」

			　ユウガは帰ってくるなり、全員を集合させ頭を下げてきた。

			　どうやら、失敗したようだ。先ほど、外を見てきたが暴風と豪雨がさらに悪化していたぞ。

			「おい。絶対、火に油注いだろ？」

			「外やばいっすよ。というか、ここ大丈夫っすか？　ギシギシと嫌な音が聞こえてくるっすけど」

			「……不安」

			「歩いてたら飛ばされるかと思ったよ～」

			　レイヴンが『風鈴がもはや騒音と化したのでキョウにしまってもらったぞ』とメモを見せてきた。ここまでの暴風だからな。むしろ吹っ飛んでたんじゃないか？

			「勇者様には留守番をしていただいて、今度は私たちで交渉に行きますか」

			「そんな！　セシリアたちを危険な目になんて遭(あ)わせられないよ」

			　ユウガも譲れないものがあるのか、俺たちだけに任せるのは嫌らしい。だが、こいつが行ってもますますこんがらがるだけだ。

			「……よし、俺に良い考えがある。明日は俺と勇者くんで説得に行こう」

			「ちょっと、一般人のくせにユウガを勇者くんだなんて」

			「一日まるまる棒に振ったんだ。とやかく言ってられないだろ」

			　ミカナを無視して、ユウガに問い掛ける。少し考えるそぶりを見せ、首を縦に振った。

			「……分かった。皆もそうだと思うけど、タイムリミットがあるからね。君にかけてみるよ」

			「よし、じゃあ明日だな」

			　ユウガが了承したのでミカナも何も言わず、解散となった。

			「……大丈夫でしょうか」

			　俺の良い考えということに対して、不安を残すセシリアがいた。

			　……少しは信用してください。翌日、ユウガに案内され風と雨の精霊がいる場所にたどり着いた。

			「いつもなんで私と好みが被るのよ！」

			「……それはこっちの台詞(せりふ)。いい加減について来るのやめて！」

			「はぁ!?　ついて来てるのはあんたでしょ！」

			「……違う、そっち！」

			　女性同士の喧嘩ほど怖いものはないな。二人がぶつかり合うたび、風と雨が強くなる。まるで嵐のようだった。

			「よし、お前の出番だ。俺の言うとおりの台詞(せりふ)を言え」

			「わ、分かったよ」

			　ユウガが一歩前に出ると、二人がこちらに気づいた。

			「あら、また私に会いに来てくれたのね」

			「……私にだよね」

			　二人の目が一気に恋する乙女の目に変わる。俺の姿は眼中にないのか、ユウガだけを見ている。よし、ここからが勝負だ。俺は小声でユウガに耳打ちする。

			「僕は君たちにあやまりに来たんだ」

			「僕は君たちにあやまりに来たんだ」

			「「……え？」」

			「僕には君たちどちらかを選ぶことなんてできない」

			「僕には君たちどちらかを選ぶことなんてできない」

			「なんでよ、私とこいつが同等ってわけ!?」

			「……酷(ひど)い」

			　風の精霊は激(げつ)昂(こう)し、雨の精霊は悲し気な表情をする。

			　俺も心が痛むが、これも依頼だ。ユウガへの耳打ちを続ける。

			「だって、僕は勇者だから誰か一人を選ぶことなんてできないんだ」

			「だって、僕は勇者だから誰か一人を選ぶことなんてできないんだ」

			「あなた勇者だったのね」

			「……納得できる」

			「本当に申し訳ないと思っている。君たちの心を奪ってしまって」

			「本当に申し訳ないと思っている。君たちの心を奪ってしまって」

			　精霊の顔が二人とも赤くなった。

			　こんな臭い台詞(せりふ)で頬(ほほ)を染めさせるなんて、流石(さすが)ユウガだな。だけど、そろそろフィニッシュだ。

			「だから、けじめをつけるよ」

			「だから、けじめをつけるよ」

			「そ、それは当然よ」

			「……」

			　風の精霊は顔を背け、雨の精霊は無言で期待の眼差しを送る。

			「君たちを惑わしてごめん。好きなだけ殴っていいから許してください！」

			「君たちを惑わしてごめん。好きなだけ殴っていいから許してください！　……えっ？」

			　その場の空気が固まった。精霊たちもえっ？　といった感じで呆(ぼう)然(ぜん)とする。精霊たちの気が抜けたからか、暴風と豪雨が止んだ。

			「ちょっと、何を言わせるのさ！」

			　ユウガが俺に掴みかかってきたので、ひらりと身をかわした。

			「いや、これで全部丸く収まるだろ」

			　何の疑いもせずにそのまま復唱するとは思わなかったがな。

			　正直、五分五分の確率だと思っていたが、本当に言ってくれるとは思わなかった。

			「いや、収まるとかじゃなくて」

			「おい、後ろ後ろ」

			「え……？」

			　ユウガが振り返ると、そこには大変御(ご)立(りつ)腹(ぷく)な風と雨の精霊がいた。とてつもない魔力を感じるがユウガなら耐えられるだろう、勇者だし。

			「酷(ひど)い、酷(ひど)いわ……」

			「……許さない」

			　俺は巻き添えをくらわないように、ユウガからこっそりと離れた。安心しろ、ぼこられたらすぐに俺が回復魔法をかけてやるから。

			「いや、ちょっと、まっ」

			　ユウガの静止を待たず放たれた二人の精霊の魔力は、一つになり、小さな、しかし巨大なエネルギーを持った嵐になった。それがユウガに当たる……と思ったら寸前で方向を変えた。

			　その先は、俺がいる場所。

			「嘘だろぉぉぉ!?」

			　嵐が当たった瞬間、俺の周りだけに強烈な竜巻ができ、俺は吹き飛んだ。

			　ボロボロになった俺は受け身も取れず、砂浜に無様に着地した。ユウガたちを見ると、何だか穏やかな空気に包まれていた。

			「どうして……」

			「惚れた者の負けなのに、貴方(あなた)をぼこるってのはちょっとね」

			「……私も、最後でそれは違うと思ったの」

			「そっか。君たち、本当は仲良しだよね。でなきゃ、あんな息が合った攻撃できないよ」

			　風と雨の精霊はお互いに見つめ合い、ユウガに向かってこくりと頷(うなず)いた。

			「やっぱりね。喧嘩するほど仲が良いって言うからさ。だけど、限度は考えてね。君たちの力は強大だから、周りへ与える影響もあるんだし」

			「……そうね」

			「……ごめんなさい」

			「分かってくれればいいんだ。喧嘩も良いけどほどほどにね」

			　風と雨の精霊たちは分かったと言い残し、二人で手を繋ぎ、飛び上がった。

			「絶対にまた来なさいよ、来なかったらまた、喧嘩してやるんだから！」

			「……また、遊びに来てね」

			「うん、また来るよ。絶対にね」

			　どこの爽やか青春物語よろしく、綺(き)麗(れい)に終わろうとしているな。

			　というか、俺は最後まで放置なのか。自分で回復魔法を唱えて回復すればいいものを、つい成り行きを見届けてしまった。

			　精霊二体の合体攻撃は思ったよりきつかったな。ユウガが精霊たちに手を振ったところで、俺は意識を失った。

			　

			「んぁ？」

			　気がつくと、俺はベッドの上にいた。砂浜で意識を失ったところまでは覚えているが、なぜここにいるんだ？

			「やっと、目が覚めましたか」

			　声のした方向に顔を向けるとセシリアがいた。椅(い)子(す)に座り、本を読んでいたみたいだ。

			「あれ、俺は……」

			「勇者様がヨウキさんを運んできたんですよ。怒ってましたよ、『彼に嵌(は)められそうになった』と」

			「うげ……」

			　まあ、覚悟はしていたけどな。それよりも、ユウガに運んできてもらったことの方がきつい。ユウガに借りができてしまった。

			「全く、私の心配が見事に的中しましたね」

			「……すまん」

			　終わり良ければ全てよし作戦だったのだが……この空気じゃそんなアホなこと言えないな。

			「でも、ヨウキさんのおかげで無事に依頼は達成できましたね」

			「まじで、じゃあ……」

			　俺は起き上がり、部屋の窓を開ける。そこには、波は穏やかで空は雲一つない、晴天の景色が広がっていた。

			「よっしゃー！」

			　依頼達成……ということは、これで遊ぶことができる！

			「ヨウキさん、いきなり声を荒らげて……どうかしましたか？」

			「いや、これで一日は遊べるなと」

			「……明日が帰る日ですよ？」

			「え？」

			「ヨウキさん、昨日から丸一日寝ていましたから」

			「嘘だろ……」

			　俺はベッドの上に崩れ落ちた。丸一日寝ていたなんて、どれだけのダメージだったんだよ。

			　しかし、明日帰るというのに、セシリアがここにいるということは、

			「なあ、セシリアは今日、ずっとここにいたのか？」

			「……方法はどうあれ、解決したのはヨウキさんですから。ヨウキさんを一人だけ残して遊びになんていけませんよ。まあ、勇者様はすごく誘ってくれましたが」

			「……今の時刻は？」

			「もう、昼過ぎですが……どうかしましたか？」

			　俺はベッドから飛び起きて、荷物を漁り海で遊ぶために持ってきた物を全部出す。

			「ヨウキさん、まさか……」

			　俺はセシリアの方へ振り返り、ふっと笑ってみせた。

			「今から、遊びに行くぞ！」

			　俺はセシリアの手を握り、部屋を飛び出した。

			「ちょ、ヨウキさん、今からですか。だいたい起きたばかりなのに……」

			「大丈夫だ。俺を誰だと思っている。セシリアだって水着用意していたし、実は海を楽しみにしていたんだろう？　さっさと着替えて行くぞ」

			「……分かりました。私も少しだけ羽を伸ばさせてもらいますね」

			　着替えた俺とセシリアはパーカーをはおり、海へ向かって走り出した。

			「隊長、遅かったっすね」

			「おはよ、隊長。やっと起きたの～？」

			　デュークは首の部分が隠れるように、ウェットスーツを着ていた。素もぐりでもする気か、と言いたい。

			　シークは羽を隠すためパーカーをはおり、トランクスタイプの水着を着ていた。

			「あら、起きたのね一般人。ユウガを嵌(は)めた罪は重いわよ」

			「本当だよ、全く……」

			　ミカナはビキニでユウガも普通の海パンをはいている。濡れているので、すでに海で泳いでいたようだ。

			　ハピネスはビーチパラソルを砂浜に差して、体育座りして海を見ている。

			　視線の先には、気持ちよさそうに遠泳をするレイヴンの姿があった。

			　……そこは一緒にいてやれよ、レイヴン。いや、一緒にいて無言に耐えられなくなったという可能性もあるか。

			「観光客か？　ちらほら人がいるけど」

			「地元の人たちですよ。天候や波が落ち着いたので、遊びに来たみたいです。最初、騒ぎになりましたが、キョウさんが収めてくれました」

			「そうか」

			　キョウって地元では何気に影響力があるんだな。

			「大変だ、子供が溺れているぞー」

			　大人の叫び声が聞こえた。

			　海の方を見ると、足をつったのか、もがき苦しむ男の子の姿があった。

			　助けにいくために俺とユウガが走り出したが、それよりも早く、俺たちの上を何かが通り過ぎた。何かの正体は……紐(ひも)付きの浮輪だった。

			　浮輪は吸い込まれるように、溺れている子供に入る。

			「掴まれ！」

			　キョウの声が響き、子供が浮輪にしがみつく、とどんどん紐をひっぱる。

			　そして、子供は海辺にたどり着き、無事に救助された。地元の人は全員知っているからか、「キョウさん、流石(さすが)！」と称讃の声をあげる。

			　しかし、俺は話に聞いていただけでセシリアたちは全く情報がなかったわけだ。全員がキョウを見て呆(ぼう)然(ぜん)としていた。

			「……なんですか、今のは」

			「多分、職人芸の輪投げだよ」

			　そうとしか言えない。ある意味で泳ぐより凄いよな、今の。

			「目が覚めたんだな。……おかげで経営破(は)綻(たん)せずに済みそうだ、感謝する。これは俺からのサービスだ」

			　一仕事終えたキョウが寄ってきて、全員分のかき氷を持ってきた。

			「お、サンキュー」

			「ありがとうございます」

			「わ～い」

			「いただくっす」

			「気が利くじゃない」

			「セシリア、良かったら一緒に食べよ……ぶわっ!?」

			　ユウガがふざけたことを言いかけたので、口の中に俺のかき氷を全部突っ込んでやった。頭が痛くなったようで、押さえてうずくまる。

			　ちなみにハピネスは二つのかき氷を持って、レイヴンに手を振っている。急いでこっちまで泳いでいるが、結(けつ)構(こう)遠い。氷が溶けるか、レイヴンが来るのが早いかだな。

			「俺のおごりだ。悪い、キョウ、金出すからもう一杯くれ」

			「はいよ」

			　キョウが海の家に戻り、新しいかき氷を持ってきてくれた。

			「ヨウキさん……」

			「ま、これで昨日の件はチャラってことで」

			　頭が痛くならない程度のペースでかき氷を食べ終えた俺は、セシリアの手を取り海へ駆け出した。

			　後ろから、回復したユウガが追いかけて来る。それに合わせて、ミカナも走ってきた。

			「よっしゃ、夜まで遊ぶぞー」

			「ふぅ、しょうがないですね。私の体力が持つまで、今日は付き合いますよ」

			　その日は何もかも忘れて遊びまくった。

			　ちなみに宿に帰ったら、ガイの姿を変えたせいか。病んだ笑みを浮かべたティールちゃんがいて、かき氷よりも身体が冷える体験をしたのだった。

			　

			（了）

		

	
		
			あとがき

			　

			　初めまして、水星と申します。

			　拙作「勇者パーティーにかわいい子がいたので、告白してみた。」を手にとって頂きありがとうございます。

			　あとがきという物を初めて書きますので、何を書けばいいのか模索しながら書かせていただきます。

			　まず、拙作の誕生についてでしょうか。私は小さい頃、不眠症に悩んでいた時期がありました。

			　そんな私ですが、ある日いろんな物語を想像すればいずれ眠れる、という睡眠法を発見したのです。

			　それを実行すること十数年。そして読み専門ユーザーとして、勇者物、恋愛物に影響を受けた結果、私の睡眠までの過程にヨウキたちが現れるようになりました（笑）

			　そこから物語が膨らんでいき、現在に至る。という……誕生秘話はこんな感じです。

			　あ、ちなみにヨウキの名前は友人の名前を勝手に拝借しました。

			　全文字拝借ではないし、後に許可も取ったので安心です。

			　また、拙作を見直すと友人に似ているキャラがいたりして驚きました。

			　無意識に友人に似せてしまっていたみたいです。

			　次に、一巻のヨウキへの想いを手短に語ってみます。

			　暴走しすぎだよね……っていう。

			　ヨウキから、させてんのはお前だとツッコミがきてしまいそうですが（笑）　私もヨウキと一緒に成長していこうと思います。

			　最後に、拙作に携って下さった方々に感謝の言葉を送ります。

			　いろいろとご迷惑をおかけした中、私を捨てないでくれた担当様。たくさんわがままを言って、本当にすみませんでした。

			　続いてヨウキたち、イラストを描いてくださったLa-na様。

			　最初に届いたイラストを見た時、感動のあまり言葉を失いました。素敵なイラストをありがとうございました。

			　忙しい中で私のことを支えてくれた家族。

			　ネタなどの様々な面で協力してくれた友人のＳくんとＴくん。

			　そして、拙作を読んで下さった読者の皆様、私とヨウキたちに付き合って下さりありがとうございました。また、お会いできる日まで、何卒よろしくお願いします。

		

	
		
			水星（すいせい）

			北海道在住。五年の読み専門歴を経て、一年前に執筆活動を開始。ファンタジー、恋愛物を好んで読んでいた結果、処女作が出来上がりました。（二〇一四年十一月現在）

			　

			イラストレーション

			La-na（らな）

			群馬県出身、東京都在住のイラストレーターです。（二〇一四年十一月現在）
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